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[image: アクセル・ワールド25　―終焉の巨神―]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１






「久しぶりの再会なのに、すぐお別れを言わなきゃならないのが残念だわ。さようなら、我わが友たち。さようなら、愛いとしき我わが子。あなたたちは、最後まで立派に役目を果たしたわ」




　夜空で羽ばたくペガサスの背から、白の王ホワイト・コスモスが発したその言葉は、まるで本心から別れを惜おしむかのように哀あい切せつな響ひびきを帯びていた。

　コスモスは、右手に握にぎる王笏セプトラム──神じん器き《ザ・ルミナリー》を緩ゆるやかに持ち上げた。《月光》ステージに降り注ぐ清せい浄じような月明かりが銀色の杖つえに反射し、小さな煌きらめきを生んだ。

　一秒後、ザ・ルミナリーが、あたかも運命の糸を断たち切きるかの如ごとく滑なめらかに振り下ろされた。

　地に伏ふすバーストリンカーたちを睥へい睨げいする、身みの丈たけ百メートルもの大だい巨きよ人じん──超ちよう級きゆうエネミー《終しゆう焉えん神しんテスカトリポカ》の左の掌てのひらに、真しん紅くの同心円が浮うかび上がった。

　攻こう撃げきの前兆。

　その威い力りよくは、恐おそらく……いや間ま違ちがいなく、いままで加速世界で目もく撃げきしたどんな技わざをも遥はるかに上回るものとなるだろうとハルユキは確信した。しかし回かい避ひはできない。テスカトリポカの右みぎ掌てのひらに浮うかぶ黒い同心円から強きよう烈れつな重力波が放たれ、六大レギオン合同で組織された《インティ攻こう略りやく部隊》の全員をじわじわと押おし潰つぶしているからだ。

　自分の装そう甲こうがひび割れていく音を聞きながらも、ハルユキの意識は前方数十メートルの場所に向けられていた。

　テスカトリポカの赤い同心円に照準されているのは、ハルユキたちだけではない。帝てい城じように隣りん接せつする北きたの丸まる公こう園えんの、もともと日に本ほん武ぶ道どう館かんがあった地点に、ほんの数秒前に出現したばかりの五人のバーストリンカーもまた攻こう撃げき範はん囲いに入っている。

　紫むらさきの王、《紫電后エンプレス・ボルテージ》パープル・ソーン。

　黄の王、《放射性惑乱レデイオアクテイブ・デイスターバー》イエロー・レディオ。

　青の王、《剣聖ヴアンキツシユ》ブルー・ナイト。

　緑の王、《絶イン対バル防ナラ御ブル》グリーン・グランデ。

　そして黒の王、《絶ワー対ルド切・エ断ンド》ブラック・ロータス。

　白のレギオンの参さん謀ぼう役やく、アイボリー・タワー／ブラック・バイスの捨て身の作戦《インティ落とし》によってこの場所で即そく死しさせられた五人の王たちは、五レギオン合同となるインティ攻こう略りやく部隊の決死の奮ふん闘とうによってついに蘇そ生せいに成功した。だがそれも、ホワイト・コスモスの計略のうちだった。ハルユキの《オメガ流りゆう合がつ切さい剣けん》によって両断されたインティの内部から出現したテスカトリポカを、突とつ如じよ現れた白の王がザ・ルミナリーの能力《王権神授デイヴアイン・ライト》で支配してしまったのだ。

　レギオンメンバーから「インティ討とう伐ばつ成功」の速報を受け、全ての危険が除かれたと信じて無制限中立フィールドにダイブした王たちにとっては、まったく予想もできない事態だろう。それでも歴戦のレベル９ｅｒナイナーならば、〇・五秒で状じよう況きようを把は握あくし、何らかの対応を取ることも可能だったはずだ。

　しかし五人の王は、武ぶ道どう館かん跡あとにできたクレーターの中央に密集して立ったまま微び動どうだにしない。

　動けないのだ。攻こう略りやく部隊の九十六人を地面に押しつけている絶対的圧力──テスカトリポカの重力波が王たちをも捕とらえている。目を凝こらすと、五人の足あし許もとに黒いサークルが出現しているのが見える。腹ばいになっているので確かく認にんできないが、ハルユキの体の下にも同じものがあるのだろう。

　規格外の圧力の中で、膝ひざを屈くつせずに立ち続けていられるのはさすが純色の王と言うべきだが、パワー型のブルー・ナイトやグリーン・グランデさえもそこが限界らしい。巨きよ人じんが放つ重低音に混じって、王たちの関節が軋きしみ、装そう甲こうに亀き裂れつが入る音が聞こえる。

　右手で総勢百一人ものバーストリンカーを無力化するいっぽうで、テスカトリポカは左手に輝かがやく赤いサークルを一つ、また一つと増やしていく。右手の黒い同心円が五重なのに、左手の赤い同心円がすでに七重にも達し、なおもチャージを続けていることに何か意味があるのか、ないのか。どちらにせよ、左手の攻こう撃げきが発動すれば、五人の王たちもハルユキたちも即そく死しする。いや、攻こう略りやく部隊には赤の王スカーレット・レインも参加しているのだから六人だ。決死の作戦で太陽神インティの破は壊かいを成なし遂とげたのに、ホワイト・コスモス以外の王と、六大レギオンの中ちゆう核かくメンバー全員が、再び無限ＥＫ状態に陥おちいってしまう。

「だめ……絶対に、だめ……！」

　ハルユキのすぐ右側で、悲痛な声が細く響ひびいた。

　ネガ・ネビュラスの副長スカイ・レイカーだ。車くるま椅い子すの車輪を両手で摑つかみ、上体を懸けん命めいに持ち上げようとしているが、華きや奢しやな銀輪は荷重に耐たえられず無残にひしゃげていく。

　スポークが折れる甲かん高だかい悲鳴を聞いた瞬しゆん間かん、ハルユキはレイカーが何を危き惧ぐしているのかを悟さとった。

　六人の王が再び無限ＥＫ状態になること、ではない。

　いま、終しゆう焉えん神しんテスカトリポカは、白の王ホワイト・コスモスの支配下にある。ならばテスカトリポカの戦果はそのまま白の王のものになる可能性が高い。ハルユキたちは一回殺されても幾いくばくかのバーストポイントを奪うばわれるだけだが、ニコや黒クロ雪ユキ姫ヒメたち王は違ちがう。レベル９ｅｒナイナーは皆みな、加速世界で最も無む慈じ悲ひなルールに縛しばられているのだ。同じレベル９バーストリンカーに倒たおされたら、その時点で全てのポイントを失い、ブレイン・バースト・プログラムを強制アンインストールされるというサドンデス・ルールに。

　つまり、あと何秒後かにテスカトリポカが攻こう撃げきを実行すれば、ブルー・ナイトもパープル・ソーンもイエロー・レディオもグリーン・グランデも、黒雪姫もニコもバーストリンカーではなくなってしまう。加速世界の記き憶おくも、積み重ねた絆きずなも、己おのれの半身であるデュエルアバターまでも失ってしまう。

「だめだ……だめだ!!」

　ハルユキも、鏡面ゴーグルの下からひび割れた声を絞しぼり出した。

　だめだ、やめろ、やめてくれ。遥はるかな高みに留とどまるホワイト・コスモスを見上げ、必死に念じる。だが白の王は、振り下ろしたザ・ルミナリーを微び動どうだにさせず、クレーターの底を照準し続けている。かつては──加速世界の黎れい明めい期きには肩かたを並べて戦ったはずの王たちと、自分の《子》である黒雪姫を全損させようとしているのに、超ちよう然ぜんとしたオーラはかすかにも揺ゆらいでいない。

　そう……恐おそらくは、これが、これこそが、白の王の狙ねらいだったのだ。

《七連矮星セブン・ドワーフス》の第一位プラチナム・キャバリアーが駆かるペガサスに乗ってこの場に姿を現した時、彼女は言った。「これで必要な全てのカードが揃そろった」と。すなわち、終しゆう焉えん神しんテスカトリポカと、六人の王。

　考えてみれば、王たちを全損させる機会は以前にもあった。《インティ落とし》を決行した時、ザ・ルミナリーをブラック・バイスに預けるのではなく自分で装備していれば、ニコ以外の五人の王を無限ＥＫではなくサドンデスに追い込めたはずだ。そうしなかったのは、白のレギオン単独では不可能だったインティの破は壊かいを六大レギオンの合同チームに達成させるため。そしてその内部から現れる第二形態、テスカトリポカを支配するためだ。しかる後に、改めて五人の王を全損させる。

　それによってホワイト・コスモスは、もはや誰だれにも達成不可能と目されていた、《自分以外のレベル９ｅｒナイナーを五人倒たおす》という条件をクリアできる。前ぜん人じん未み踏とうのレベル10に到とう達たつできるのだ。

　だがそれすらも、彼女にとっての最終到とう達たつ点てんではあるまい。

　エネミーの頂点テスカトリポカと、バーストリンカーの頂点レベル10、そして負の心しん意い力りよくの精せい髄ずいたる災さい禍かの鎧よろいマークⅡ。加速世界に於おける究極の力を三つも揃そろえて、コスモスは何かを成なし遂とげようとしている。ローズ・ミレディーが《白のレギオンの大義》と呼んだ何かを。

　何であろうと、させるわけにはいかない。黒クロ雪ユキ姫ヒメの、ニコの、他の王たちの犠ぎ牲せいの上に成り立つ大義など絶対に認めることはできない。

　脳が──いや思考用量子回路が焼き切れるほどに加速された知覚の中で、赤い同心円が一つ増え、八重となった。理由のない直感が、ハルユキにあと一つで終わりだと告げた。

　最強の守護者である神獣レジエンド級きゆうエネミー、大天使メタトロンに助けを求めるという考えが脳のう裏りを過よぎる。現在彼女は傷ついた体を修復するために、旧東とう京きようタワーの最上部にある《楓風ふう庵あん》で完全自閉モードに入っている。ハルユキがリンクを通して呼びかければ目覚めさせられるはずだが、万ばん全ぜんではない状態で格上の超ちよう級きゆうエネミーと対たい峙じさせることになるし、それ以前に四キロ近くも離はなれた旧東とう京きようタワーからここまで数秒で移動するのは、いかなメタトロンにも不可能だ。誰だれかに頼たよるのではなく、自分が何かをしなくてはならない。

　ここで。

　ここで立たなければ、ハルユキがバーストリンカーになったこと、レベル６に到とう達たつしたこと、数多あまたの試練に立ち向かってきたこと、全てが意味を失う。

「お……あ……あああああああああッ!!」

　ハルユキは叫さけんだ。

　しかし、重力波に押さえ込まれたアバターはぴくりとも動かない。体を起こすことも、背中の翼つばさを広げることも、右手をテスカトリポカに向けることさえできない。すでに心しん意いシステムさえ使っているのに、不可視のくびきはわずかにも緩ゆるまない。

　暗い血の色の大だい巨きよ人じんが、本当に白の王の言うとおり超ちよう級きゆうエネミーにカテゴライズされるなら、それは加速世界の絶対者だということだ。かつて《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジをして「システムの限界を超こえなくては倒たおせない」と言わしめた四神と同等の──もしかしたら上回りさえするかもしれない超存在スーパービーイング。

　システムの……限界。

　その思考が、ハルユキの記き憶おくからかすかな声を甦よみがえらせた。

　──儂わしらが見ている光景をシステムが作っているのだとすれば、そこに介かい入にゆうの余地が生まれる。

　そう言ったのは、ハルユキの剣の師し範はん、《剣鬼ルースレス》セントレア・セントリーだ。彼女のプレイヤーホームである《桜おう夢む亭てい》で修しゆ業ぎようを始めた日、セントリーはオメガ流りゆうの奥おう義ぎを披ひ露ろうした。相対しているハルユキの視界から溶とけるように消しよう滅めつし、シルバー・クロウの肩かたアーマーを切断してのけたのだ。ハルユキは装そう甲こうの断だん片ぺんが足あし許もとに落ちるまで、斬きられたことにすら気づけなかった。

　驚きよう愕がくするハルユキに、セントリーは何が起きたのかを説明した。

　──ＢＢシステムは戦せん闘とう時じ、一いつ瞬しゆん先さきの未来を予測し、その映像を儂らに見せている。予測は恐おそるべき精度で、間ま違ちがうことは基本的にない。なぜならシステムは、儂らの意思……イメージ制せい御ぎよ系けいに伝わる信号をもとに予測を行っておるからな。

　──この話のキモは、未来予測のからくりを理解すれば、それを意図的に外れさせることも可能ということなのじゃ。

　セントリーはＢＢシステムがハルユキたちの視界に映し出す映像について話していたのだが、エネミーを動かしているのもまたＢＢシステムだ。バーストリンカーの攻こう撃げきに凄すさまじいスピードで反応してくる上位エネミーが、その未来予測を利用していないはずがない。

　テスカトリポカはいま、百一人のバーストリンカー全員をターゲットしている。右手の重力波が単なる範はん囲い攻こう撃げきではなく、標的一人一人を個別に捕ほ捉そくしていることは、全員のアバターの下に出現している黒いサークルを見れば解わかる。

　その照準から、ほんの一いつ瞬しゆんでも消えることができれば。力で打ち破るのではなく、未来予測システムを誤作動させて、ハルユキがそこにいないと認にん識しきさせられれば──。

　桜夢亭での四ヶ月にも及およぶ修しゆ業ぎようを経ても、ハルユキはオメガ流の奥おう義ぎを習得できなかった。だがセントリーが見せてくれた技わざ、伝えてくれた言葉の全ては脳のう裏りに焼き付いている。

　──動かないとすら思わず、心を完全な無にする。己おのれを消し去り、世界と合一する……それこそがオメガ流奥おう義ぎ、《合ごう》の真しん訣けつじゃ。

　この状じよう況きようで……あと数秒後に全ての終わりが訪おとずれるという絶対的危機の真まっ只ただ中なかで、無意識すら消し去るなどということができるだろうか。ハルユキが何より苦手なのは、自分の精神のコントロールなのに。

　バーストリンカーになって九ヶ月も経たつというのに、領土戦はもちろん通常対戦の前でさえ心臓が口から飛び出しそうになるし、初対面のバーストリンカーと話す時は無様につっかえてしまう。ローズ・ミレディーこと越コシ賀カ莟ツボミは、ハルユキを「いまや加速世界に知らない者はいないほどのエースリンカー」と評してくれたが、そんな大層なものではまったくないのだ。多くの師や友、そして好敵手に恵めぐまれてどうにかここまで生き延びることができただけで、自分一人で戦っていたならあっという間に全損していたに違ちがいないのだ……。

　でも。たとえそうであっても。

　ニコや黒クロ雪ユキ姫ヒメの《死》が目前に迫せまっているこの状じよう況きようで、自分の弱さを言い訳にして諦あきらめるなどということは絶対に、絶対に、絶対に許されない。

　考えるのだ。限界まで加速された魂たましいが、たとえ焼き切れようとも。

　オメガ流りゆうの奥おう義ぎ《合ごう》は、心しん意い技わざと同じようにイメージ制せい御ぎよ系けいを使うが、使い方は心意技の真逆なのだとセントレア・セントリーは言った。量子回路から出力されるイメージを完全に消し去り、世界の一部となる。

　それと同じようなロジックを、かつて二代目赤の王スカーレット・レインことニコが教えてくれた。《零化現象ゼロフイル》──バーストリンカーが強きよう烈れつな絶望や無力感に囚とらわれると、負の心しん意いによってデュエルアバターに伝わる命令が消失し、動けなくなる。ハルユキも以前、《略りやく奪だつ者しや》ダスク・テイカーとの戦いの最中に闘とう志しを失い、零化しかけたことがあった。

　だが、《合》と《零化現象》は似て非なるものだ。零化でゼロになるのはあくまでアバターを動かすための運動命令であり、量子回路すなわち魂たましいからは負の心意が大量に出力されている。《合》を成なし遂とげるためには、イメージ制せい御ぎよ系けいに伝わる信号を完全に消し去らねばならない。正の心意でも負の心意でもない、いわば無の心意。

　どうすればそんなことができるのか。鍵かぎは恐おそらく、セントリーの説明にあった「世界と合一する」という言葉だ。広大無辺な加速世界全体に意識を広げることによって、イマジネーションを限りなく希き釈しやくする。それはつまり、無限をイメージするということ。

　いままでハルユキが活動してきたのは基本的に東とう京きよう都と心しん部ぶの、杉すぎ並なみエリアから千ち代よ田だエリアまでのごく限られた範はん囲い内ないでしかない。北ほつ海かい道どうから沖おき縄なわにまで広がっている加速世界を丸ごとイメージするのは、普ふ通つうに考えれば不可能だ。

　しかしハルユキは、過去に何度か加速世界の全ぜん貌ぼうを見たことがある。通常対戦フィールドロウ・レベルでも無制限中立フィールドミーン・レベルでもなく、ハイエスト・レベルから。無数のノードが天の川のように煌きらめく情報空間には、ハルユキたちが活動するブレイン・バースト２０３９のみならず、すでに閉クロ鎖ーズされた《トライアル＃１》ことアクセル・アサルト２０３８、《トライアル＃３》ことコスモス・コラプト２０４０のフィールドまでもが重なって存在していた。あれこそが加速世界の全て。

　イメージするのだ。無限に広がる三重世界を。ほんの一いつ瞬しゆんでいい……あらゆる危き惧ぐ、焦しよう燥そう、恐きよう怖ふを心から消し去り、世界と溶とけ合あう。しかしハイエスト・レベルに行ってしまってはいけない。意識を極小の一点に集中させて世界の壁かべを突つき破やぶるのではなく、遥はるか彼方かなたまで拡散させてシステムから消し去る。

　ＢＢ世界最さい北ほく端たんのノードから、最さい南なん端たんのノードまで……そして頭上を覆おおうＡＡ世界から、足あし許もとに広がるＣＣ世界までを…………

　────イメージ。

　────《合ごう》。

　ハルユキは、視界全体が波は紋もんのように揺ゆらぐのを知覚した。その波はシルバー・クロウのアバターを吞のみ込み、微び細さいな粒りゆう子しへと分解し、空気と地面に溶とけ込ませていく。もちろん実際に起きたことではない。ハルユキが……そしてＢＢシステムがそう感じたのだ。

　視覚ではなく脳、いや魂たましいに世界のかたちが伝わってくる。すぐそばの帝てい城じようや霞かすみが関せきの官かん庁ちよう街がい、新しん宿じゆくや渋しぶ谷やの高層ビル街、二十三区全体から関かん東とう平へい野や全体、本ほん州しゆう、北ほつ海かい道どう、四し国こくや九きゆう州しゆう……更さらにはＢＢ世界に重なる二つの加速世界までも…………いや、これは…………？

　その時、拡散していた意識が急激に引ひき戻もどされ、アバターも元に戻もどった。

　現象が発生した時間は、一秒の半分の更さらに半分にも満たなかっただろう。しかしそれで充じゆう分ぶんだった。テスカトリポカの重力波攻こう撃げきはほんの一いつ瞬しゆんだけ照準をロストし、ハルユキの全身にのし掛かかる圧力が薄うすれた。立ち上がれるほどではない──が、片かた腕うでを動かすだけなら。

　装そう甲こうがひび割れた右みぎ腕うでを持ち上げ、可能な限り後方に引ひき絞しぼる。光のイメージを、まっすぐ伸ばした五指の先せん端たんに宿す。

　シルバー・クロウの遠えん隔かく攻こう撃げき技わざで最長の射程を持っているのは心しん意い技わざ《光線投槍レーザー・ジヤベリン》だが、発射アクションに両手が必要なのでいまは使えないし命中精度も高くない。その次に長射程の《光線槍レーザー・ランス》は約三十メートル先まで届くが、テスカトリポカの顔は百メートル上空、重力波を発生させている右手でも五十メートル上空にある。そもそも、たとえ攻こう撃げきが届いたとしても超ちよう級きゆうエネミーにはそよ風が吹ふいたようなものだろう。この状じよう況きようにわずかなりとも影えい響きようを及およぼせる、まったく新しい技わざをいまここで編み出す必要がある。

　最初に習得した《光線剣レーザー・ソード》を含ふくむハルユキの攻こう撃げき型がた心意技は全て、射程距きよ離り拡張に属する技わざだ。己おのれの右手が光の剣、あるいは槍やりであると強くイメージすることで《事象の上書きオーバーライド》を起こし、素す手ででは届かない目標にダメージを与あたえる。遠えん隔かく技わざなのに銃じゆうではなく刀とう槍そうのイメージを用いる理由は、シルバー・クロウがたった一つの力に特化したデュエルアバターだからだ。

　ダスク・テイカーとの決戦の前、ハルユキとタクムはニコに心しん意いシステムの指南を仰あおいだ。彼女は射程距きよ離り拡張の心意技《輻射拳レイデイアント・ビート》と移動能力拡張の心意技《炎膜現象パイロ・プレーニング》を実演した後に言った。

　──スカーレット・レインの遠えん距きよ離り火力はハリネズミのトゲなんだよ。その内側にいるあたし自身は、何の力もないひ弱なガキでしかない……だからあたしは、このアバター本体の攻こう撃げき力りよくや防ぼう御ぎよ力りよくを、心意によって強化することはできない。それこそが、心意システムの絶対的な限界なんだ。

　ハルユキのアバター、シルバー・クロウは、《ここではないどこかに行きたい》という心の傷を具象化した姿だとハルユキ自身は考えている。ポテンシャルのほぼ全てを飛行アビリティに注つぎ込んで生まれた、拳けん足そく以外の武器を持たない純じゆん粋すいなスピード型であるがゆえに、心意技の基本四種のうち射程距きよ離り拡張と移動能力拡張しか習得できない──つまり攻こう撃げき力りよくや防ぼう御ぎよ力りよくを強化する技わざを具現化インカーネイトすることはできないといままでは思い込んでいた。

　だが、本当にそうだろうか。

　加速研究会の主要メンバーであるアルゴン・アレイの《心しん傷しよう殻かく理論》によれば、アバターの鋳い型がたとなっている心の傷が、自分自身にも見通せないほど厚くて硬かたい殻からに包まれている者がメタルカラーになるのだという。アルゴンの言葉を鵜う吞のみにするつもりはないが、その理り屈くつが正しいなら、シルバー・クロウの金属装そう甲こうの中に本当は何があるのかはハルユキにも解わからないということになる。

　もし。

　もしも、逃げたいという気持ち以外のものがアバターの中にあるのなら。

　ハルユキの《親》であり剣を捧ささげた主でもある黒クロ雪ユキ姫ヒメは、一ヶ月前、心しん意い技わざの第二段階について説明してくれた時に言った。

　──正の心しん意いを生み出すには、《心の傷の反転》というプロセスがどうしても必要となる。加速世界ではデュエルアバターという形に複雑化、洗練化ソフイステイケートされている自分の傷と現実世界で正面から向き合い、受け止め、希望のイメージへと昇しよう華かする……。それは容易たやすいことではない。だが、キミならできるはずだ。独力で《イメージの何たるか》に気づいたキミなら、な。

　その言葉に、ハルユキは自分を奮い立たせながら答えた。

　──僕、頑がん張ばります。頑がん張ばって、見つけます。僕の希望のイメージを。

　その後に決行された帝てい城じよう脱だつ出しゆつ作戦に於おいて、ハルユキは四神スザクの猛もう追ついを振り切るために、心の傷を反転させた第二段階心意技《光速翼ライト・スピード》を編み出した。

　しかし、もしも傷ではない何かが……反転させる必要のない《希望》が最初からシルバー・クロウの中にあったのなら。

　メタルカラー・アバターの装そう甲こうは、直視できないほど辛つらいことから自分を守るための心の殻から……アルゴン・アレイのその主張は、全てが間ま違ちがいではあるまい。だが本当にそれだけなのか？　自分一人だけを守るために、緑系アバターより高い防ぼう御ぎよ力りよくを持って生まれたのか？

《最初の百人オリジネーター》の一人であり、初代クロム・ディザスターとなったメタルカラー、クロム・ファルコン。彼はいつだってパートナーのサフラン・ブロッサムを守ることだけを考えていた。前ぜん人じん未み踏とうの帝城に侵しん入にゆうし、最強の武器である長ちよう剣けん《ジ・インフィニティ》か最強の防具である全身鎧よろい《ザ・ディスティニー》のどちらかを入手できるという状じよう況きように至った時、ファルコンは自分を強くするための剣ではなくサフランの弱点である防ぼう御ぎよ力りよくをカバーできる鎧よろいを選んだのだ。彼が心意の暗黒面に墜おちてしまったのも、加速研究会の奸かん計けいによって目の前でサフランを全損させられたからだ。クロム・ファルコンの黒銀の装そう甲こうの中には、大切な人を守りたいという気持ちが確かに存在した。

　同じ気持ちはハルユキの中にもある。いや、いつの頃ころからか、自分よりも仲間を──黒雪姫やネガ・ネビュラスのメンバーだけではなく、友達になれた数多くのバーストリンカーたちをも守りたいという気持ちのほうが大きくなってきている。

　もちろん、レギオンメンバーやライバルたちのほとんどがハルユキより強い。事実いままでは、守るより守ってもらった場面のほうが遥はるかに多いだろう。でも、それでも、いま望むのは守ることだけだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコはもちろん、他の王たちも、しのぎを削けずってきた他レギオンのメンバーたちも……テスカトリポカに殺されようとしている百人全員を守りたい。

　ハルユキはアバターの中に熱いものが満ちるのを感じた。自らを焼やき焦こがすような怒いかりの炎ほのおではなく、静せい謐ひつで、純じゆん粋すいな光のエネルギー。その力は、新たに生成されたのではなく、自分の中の奥おく深ぶかい場所にずっと存在していたのだとハルユキは感じた。そう……シルバー・クロウは生まれた時から硬かたい装そう甲こうの中に光を宿していたのだ。初期必ひつ殺さつ技わざの《ヘッドバット》に光属性ダメージが付ふ与よされているのがその証左だ。

　──僕の中の光……みんなを、守ってくれ……!!

　魂たましいが引ひき裂さけるほどの強さで念じながら、ハルユキは掲かかげた右手に全ての光を集め、イマジネーションに乗せて放った。




「────《光殻防壁ライト・シエル》!!」
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　この時点で《合ごう》によるシステム欺ぎ瞞まん効果は完全に消え去り、再びテスカトリポカの重力波攻こう撃げきがハルユキを捕とらえようとした。

　だが、シルバー・クロウの右手から音もなく広がった球形の光が、空間を歪ゆがませるほどの超ちよう重じゆう力りよくを押おし戻もどした。純白に輝かがやく光の殻からは外部が透すけて見えるくらい薄うすいのに、軋きしみすらせずに拡大していく。半球の直径は十メートルを超こえ、二十メートルを超こえ、武ぶ道どう館かん跡あとクレーターの中央に固まって立つ五人の王たちに近づいていく。

　もう少し……もう少しで、ハルユキの光が黒クロ雪ユキ姫ヒメに届く。

「と…………ど…………けえぇぇっ…………」

　限界まで前に伸ばした右手と、その彼方かなたに見えるブラック・ロータスの姿が、焦しよう点てんを失ってぼやけた。脳、いや思考用量子回路に過大な負ふ荷かがかかり、動作が停止しかけているのだ。しかしここで心しん意いを止めるわけにはいかない。テスカトリポカの左手による攻こう撃げきが発動する前に王たちを拘こう束そくする重力を遮しや断だんし、脱だつ出しゆつする機会を作らなくては。それができなければ、《合ごう》も《光殻防壁ライト・シエル》も無む為いに終わる。

　ぼやけた視界がブラックアウトしていく。あらゆる感覚が遠ざかる。それでもハルユキは全力でイマジネーションを振ふり絞しぼり続けた。もう少し、あと三……いや二メートル……。

　だがそこで、シルバー・クロウの右手に宿っていた過オー剰バー光レイが不規則に瞬またたき、消えた。

　同時に光の殻からも極ごく薄うすのガラスのように儚はかなく砕くだけ、無数の微び粒りゆう子しとなって飛び散った。

　テスカトリポカの左手に浮うかぶ真しん紅くの同心円が、九重に到とう達たつした。

　円が外側から眩まばゆく発光していく。途と轍てつもない規模のエネルギーが急激に密度を高め、世界を震ふるわせる。終わりの時が訪おとずれる────。

　その時。

　ハルユキの左右や後ろから、色とりどりの輝かがやきが発せられた。青の、赤の、黄色の、緑の、紫むらさきの効果光ライトエフエクト──あるいは過剰光。

　無意味ではなかった。ハルユキが光の殻からを生成できたのはわずか一秒程度だったが、その時間を仲間たちは無む駄だにしなかったのだ。いったん押おし戻もどされた重力波が再び襲おそってくる直前、無数の技わざ名めいが高らかに響ひびき渡わたった。

「《ライトニング・シアン・スパイク》!!」

「《シアリング・ノート》!!」

「《リモネン・ソルベント》!!」

「《イシリン・ストライク》!!」

「《チャージド・ヴァイン》!!」

「《ロケット・ストレート》!!」

「《カルネージ・キャノンボール》!!」

「《スーパールミナル・ストローク》!!」

「《レンジレス・シージオン》!!」

「《螺穿流スパイラル》!!」

「《炸裂風弾ウインド・バレツト》!!」

「《輻射連拳レイデイアント・バースト》!!」

「《天叢雲ヘブンリイ・ストレイタス》!!」

　ハルユキがどうにか聞き取れたのはそこまでだったが、それ以外にも五十に迫せまるであろう声が同時に迸ほとばしった。膨ぼう大だいな遠えん隔かく型がた必ひつ殺さつ技わざ、あるいは心しん意い技わざが地上から放たれ、七色の虹にじとなって夜空へと駆かけ上のぼった。

　瞠どう目もくすべきは、重力波が消えた瞬しゆん間かんに攻こう撃げきを行った反応の速さではない。

　六大レギオンの主力バーストリンカーたちは、何の相談もしていないのに、全員がまったく同じ目標を狙ねらったのだ。テスカトリポカの右手でも左手でも顔でもなく、巨きよ人じんの頭のやや後方にホバリングするペガサスに乗った、白の王ホワイト・コスモスを。

　華きや奢しやに過ぎる外見からして、いかにレベル９といえどもコスモスの防ぼう御ぎよ力りよくは決して高くあるまい。五十もの必ひつ殺さつ技わざや心意技が同時に命中すれば、耐たえることは絶対に不可能だ。それを証明するかのように、コスモスのすぐ後ろでペガサスの手た綱づなを握にぎるプラチナム・キャバリアーが、背中にマウントされたカイトシールドに左手を伸ばした。だが間に合うタイミングではないし、仮に間に合っても盾たて一枚で防ぎ切れる攻こう撃げきではない。

　ホワイト・コスモスもそう判断したのだろう。振り下ろしていた神じん器きザ・ルミナリーを素す早ばやく跳はね上げた。

　その動きに呼応したテスカトリポカが、いままさに終しゆう焉えんの一いち撃げきを放とうとしていた左手を、巨きよ体たいにそぐわないスピードで持ち上げた。無数の遠えん隔かく技わざが束ねられた七色の虹にじを、分厚い掌てのひらで受け止める。

　閃せん光こう。

　一いつ瞬しゆんの後、恐おそるべき規模の爆ばく発はつが夜空を赤く染め上げた。

　バーストリンカーたちの必ひつ殺さつ技わざや心意技の威い力りよくだけではなく、テスカトリポカの左手にチャージされていた膨ぼう大だいなエネルギーまでもが暴発したらしい。光に少しだけ遅おくれて届いた衝しよう撃げき波はがステージの地面を激しく震ふるわせ、倒たおれたままのハルユキの装そう甲こうを軋きしませた。

　テスカトリポカの巨きよ体たいがぐらりと傾かたむく。ハルユキは反射的に「倒たおれる！」と叫さけびかけたが、エネミーは右みぎ腕うでを横に広げ、右足を一歩引いて踏ふみとどまった。どれほどのダメージを与あたえられたのか確かく認にんしたくとも、体力ゲージは百メートルもの高さにある頭部の上に小さく表示されていて、地上からでは何段あるのかすら見分けられない。

　エネミーを転てん倒とうさせることはできなかったが、右手が動いたことで、再び放たれようとしていた重力波も消えた。このチャンスを生かさねば、と思うが極限までイマジネーションを振ふり絞しぼった反動がまだ残っていて頭がまともに動かない。

　突とつ然ぜん、誰だれかがハルユキをぐいっと引っ張り起こした。

「クロウ、後は任せて！」

　叫さけんだのはタクムだ。逞たくましい左ひだり腕うででハルユキをしっかりと抱だきかかえ、右みぎ腕うでの杭パイ打ルドちライ機バーを高く掲かかげる。他のバーストリンカーたちも、誰だれかの指示を待つことなく一いつ斉せいに動き始める。

　遠えん隔かく攻こう撃げき技わざを持つ五十数人は、陣じん形けいを組みつつ次の同調攻こう撃げきに備える。残る近接型たちは、左右に分かれつつ前面に飛び出す。見事な連れん携けい行動だが、いまはもっと優先すべきことがある。武ぶ道どう館かん跡あとクレーターの中央に立つ五人の王たちは、至近距きよ離りで重力波を浴び続けていたせいか、緑の王ですら装そう甲こうが酷ひどく破損し、すぐには動けないようだ。

「……先せん輩ぱいたちを……守らないと！」

　ハルユキが掠かすれ声ごえを絞しぼり出し、前方のクレーターに向けて一歩踏ふみ出そうとした、その時だった。

「兄アニ!!」

　遠えん隔かく型がた集団の中ほどで誰だれかが叫さけんだ。この甘あま酸ずっぱい高音は、黄のレギオンのレモン・ピエレットか。

　その声に反応したのは、五王の最後方に隠かくれるように立っていた黄の王イエロー・レディオだった。

　異様に細長い両りよう腕うでをいっぱいに広げ、右みぎ腕うででブルー・ナイトとパープル・ソーンを、左ひだり腕うででグリーン・グランデとブラック・ロータスを抱かかえる。同時に技わざ名めい発声。

「《道化師のとっておきクラウンズ・ラスト・リゾート》!!」

　イエロー・レディオの全身から鮮あざやかな黄色の光が迸ほとばしった。ただの効果光ライトエフエクトではない。心しん意い技わざの過オー剰バー光レイ──。

　光は瞬しゆん時じに毒々しい煙けむりへと変わった。ぼうん！　という音が響ひびき、五人の姿が見えなくなる。

　直後、ハルユキの右前方、合同チームの中心部にも黄色い煙けむりが湧わき起こった。それが夜風に吹ふき散ちらされると、そこに立っていたのは五人の王たちだった。

「……テレポート!?」

　ハルユキの隣となりで、タクムが低い驚きよう声せいを漏もらした。

　愕がく然ぜんとするのも無理はない。対たい戦せん格かく闘とうゲームであるブレイン・バーストに於おいて瞬間移動テレポートは強力すぎる力であり、ハルユキが知る限りではクロム・ファルコンの《フラッシュ・ブリンク》が唯ゆい一いつのテレポート技わざだが、あれも実際はデュエルアバターを粒りゆう子し化かして超高速直線移動するという擬ぎ似じ的てきな転移能力だった。

　それでも、六代目クロム・ディザスターになっていた時のハルユキはフラッシュ・ブリンクで大暴れし、対たい抗こうできたのは加速研究会副会長ブラック・バイスの必ひつ殺さつ技わざ《六面圧縮ヘキサヘドラル・コンプレツシヨン》だけだったのだ。それほどに強力な技わざを、こう言ってはなんだが純色の王たちの中で、白の王の次に直接戦せん闘とうに向いていないと思われていた黄の王が隠かくし持もっていたとは。

　クレーターの中央から王たちが出現した地点までは、五十メートル近くも離はなれている。これほどの長ちよう距きよ離りテレポートが可能なら、そもそも太陽神インティが落下してきた時も、ブラック・バイスの閉へい鎖さ型がた心しん意い技わざ《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》がインティに破は壊かいされた瞬しゆん間かんに脱だつ出しゆつできたのではないか──。

　という疑問がちらりと意識に浮うかんだが、しかしいまはそれを追つい及きゆうしている時ではない。王たちを集団でガードすることには成功したが、危機的状じよう況きようは継けい続ぞくしている。

　傷ついた黒クロ雪ユキ姫ヒメに駆かけ寄よりたいという衝しよう動どうを堪こらえながら、ハルユキは夜空を見上げた。

　テスカトリポカは巨きよ体たいを傾かたむけたまま動かない。爆ばく発はつの余光もようやく薄うすれ、多重攻こう撃げきを防いだ左手が煙けむりの中から現れる。

　巨きよ人じんの手は親指だけを残してほぼ消しよう滅めつしていた。つまり攻こう撃げきの威い力りよくの何割かは掌てのひらを貫かん通つうしたということだ。ならば白の王も無傷ではあるまい。いや、プラチナム・キャバリアーともども死んだ可能性だってある。

　そう考えながら、ハルユキは懸けん命めいに夜空を凝ぎよう視しした。

　直後、周囲から低いどよめきが沸わき起おこった。

　純白の月を背景に、金色の光をまとう縦長の五角形が浮うかんでいる。あれは盾たて──プラチナム・キャバリアーのカイトシールドだ。しかし大きすぎる。キャバリアーと白の王のみならず、ペガサスさえも盾たてにほぼ隠かくれてしまっている。

　と、カイトシールドが音もなく縮小し、ペガサスとその背に乗る二人のバーストリンカーを露あらわにした。遠いので細部までは見えないが、大きなダメージは受けていないようだ。

「……《はにかみ屋バツシユフル》の奴やつ、あんな技わざを隠かくしていたのか」

　ハルユキのすぐ左側でそう呟つぶやいたのは青のレギオンのマンガン・ブレードだ。プラチナム・キャバリアーと何度も戦ったことがあるはずの彼女も、あの盾たてを巨きよ大だい化かする技わざは初見だということか。

「だが、テスカトリポカの左手は砕くだいた。これでもう殲せん滅めつ技わざは出せないはずだ」

　マンガンの隣となりに立つコバルト・ブレードが応じると、二人の前にいたアーダー・メイデンが一いつ瞬しゆんだけ振り向いた。

「右手の重力攻こう撃げきだけでも脅きよう威いなのです。また右手を使う素そ振ぶりを見せたら、すぐに破は壊かいできるよう準備しないと」

「そうだな……何度もクロウに守ってもらうわけにはいかんからな」

　頷うなずいたマンガン・ブレードが、右手でハルユキの背中を軽く撫なでた。何度だって守りますよ、と答えたかったが全身が完全に脱だつ力りよくしてしまって口すら動かせない。タクムが支えてくれていなければ地面に倒たおれ込んでしまうだろう。もう一度《光殻防壁ライト・シエル》を展開するのはとても無理だ、と思ってしまってから、必要があれば何度だって使ってみせると自分に言い聞かせる。

　その時、周囲のバーストリンカーたちに緊きん張ちようが走った。テスカトリポカが動き始めたのだ。だが、傾かたむいた巨きよ体たいを立て直し、砕くだかれた左手を下ろしただけで、再び静止する。

　夜空に浮うかぶプラチナム・キャバリアーも、白の王も微び動どうだにしない。この戦場で動いているのは、緩ゆるやかに羽ばたくペガサスの翼つばさだけ。

　不意に、声が聞こえた。

「……素す晴ばらしいわ」

　この上なく無む垢くで清らかな甘あまい響ひびき。《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》ホワイト・コスモスの声。

　本気で感かん嘆たんしているかのように、神じん器きザ・ルミナリーを両手で胸にかき抱いだいたまま、白の王は続けた。

「かつて、歴戦の猛も者さたちがまったく抵てい抗こうできなかったテスカトリポカの《第五の月トシユカトル》を、一いつ瞬しゆんにせよ破るなんて」

　その言葉に、ハルユキは強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

　テスカトリポカは、加速世界の開かい闢びやく以来ただの一度も倒たおされたことがなかったという太陽神インティの中から出現した。つまり白の王を含ふくむ、全てのバーストリンカーが初めて遭そう遇ぐうするエネミーのはずだ。なのにいまの口ぶりでは、以前にハイランカーの集団がテスカトリポカと戦ったことがあるかのようではないか。

　そもそも、白の王はなぜ終しゆう焉えん神しんテスカトリポカという固有名詞や、技わざ名めいからその効果に至るまで知ち悉しつしているのか？　オリジネーターである青の王や緑の王、更さらには四聖のメタトロンやアマテラスすら知らなかった、インティを倒たおすとテスカトリポカが現れるという情報をどこで入手したのだろう？

　タクムに抱かかえられながら、ぼんやりとそんな思考を巡めぐらせていると。

「その余よ裕ゆうも、いまは虚きよ勢せいに聞こえるぞ、コスモス」

　右側から、消しよう耗もうの色はあれどもなお鋭するどい闘とう志しに満ちた声が上がった。

　黒の王ブラック・ロータス──黒クロ雪ユキ姫ヒメは、エッジが少しばかり欠けた右手の剣を持ち上げ、切っ先をぴたりと白の王に向けた。

「そのデカブツがいかに強かろうと、我々に同じ技わざが二度通じるとは貴様も思っているまい。右手も破は壊かいして重力波攻こう撃げきさえ封ふうじてしまえば、あとは通常のエネミー狩がりと同じだ。いくらＨＰの絶対量が多くともダメージが徹とおるならインティより遥はるかにマシだからな……時間はかかるだろうが必ず倒たおすし、貴様とキャバリアーも逃がすつもりはないぞ！」

《子》であり実の妹でもある黒雪姫の苛か烈れつな言葉を聞いても──。

　白の王は、まるで気配を乱すこともなく、穏おだやかに答えた。

「そうやって前のめりになりすぎるのは悪い癖くせよ、ロータス。インティの、いわば第二形態であるテスカトリポカが、インティより御ぎよしやすいなんてことが本当にあると思う？　インティはザ・ルミナリーの荊けい冠かん一つでテイムできたのに、この子は六つも必要だったのよ？」

　確かに、テスカトリポカを支配する荊けい棘きよくのリングは、頭と両手首、胸、腹、腰こしの六ヶ所に食い込んでいる。単純に、テイムの難易度がインティの六倍高いということ──しかしそれは逆に言えば、六つの荊けい冠かんを命中させられれば超ちよう級きゆうエネミーですらテイム可能だということでもある。

　そう考えた途と端たん、ハルユキは頭の芯しんにバチッと火花が散るのを感じた。数分前の疑問が再び脳のう裏りに甦よみがえる。

　加速世界に於おける究極の力を三つも揃そろえて、ホワイト・コスモスは何を成なし遂とげようとしているのか。

　帝てい城じよう。それ以外にない。四方門を守る難なん攻こう不ふ落らくの四神を倒たおし、帝城本ほん殿でん地下の最強エネミー八神をも討うち滅ほろぼして、最後の神じん器き《ザ・フラクチュエーティング・ライト》を手に入れる。それこそが、全バーストリンカーにとっての究極の目標──。

　だとすれば。

　右手をタクムの肩かたにかけ、わずかに回復した気力をかき集めて自分の体を持ち上げながら、ハルユキはありったけの音量で叫さけんだ。

「白の王!!」

　遥はるか上空で、コスモスがわずかに顔を動かす。不思議な色のアイレンズが、まっすぐにハルユキを射い貫ぬく。

　震ふるえそうになる両りよう脚あしに力を込め、ハルユキは体の底から言葉を振ふり絞しぼった。

「白の王、あなたの力が超ちよう級きゆうエネミーにも及およぶのなら……この場の全員と協力すれば、帝城の四神だって支配できるはずだ！　その方法じゃだめなんですか!?　こんな血ち塗ぬられた道を選ぶんじゃなく、全部のレギオンが力を合わせて最後のミッションに挑いどむ、そんな道はないんですか!!」

　白の王は黒クロ雪ユキ姫ヒメにとって、そしていまやハルユキにとっても許しがたい最大の敵……そうと解わかっていながら、言わずにはいられなかったのだ。

　絶ぜつ叫きようにも似た問いかけの長い残ざん響きようが消えても、しばらく誰だれも声を発しようとしなかった。

　仄ほの白じろい月光に彩いろどられた静せい寂じやくを破ったのは、白の王の囁ささやくようないらえだった。

「不思議ね」

　何が、と思う間もなく言葉が続く。

「ずっとずっと昔……この世界とはまったく異なる仮想世界でも、似たような状じよう況きようが発生したことがあった。多くの世界から集められたプレイヤーたちが、協力してクリアを目指すのか、それとも裏切られる前に殺すのかという選せん択たくを迫せまられたことがね。そこにも、あなたみたいな理想を掲かかげたプレイヤーがいたのよ、シルバー・クロウ。彼の言葉に共感した者たちも決して少なくなかったわ。でも、結局は……」

　そこで口を閉ざすと、白の王は小さくかぶりを振った。

　刹せつ那な、純白のアバターを包む気配が変質したのをハルユキは感じた。ただただ清らかだった聖なるオーラから、全てを静止させる絶ぜつ対たい零れい度どのオーラへと。

「遅おそすぎる。もう何もかも手て遅おくれなの」

　凜りん冽れつとしたその声を聞いただけで、ハルユキは体の芯しんが凍こおりつくのを感じた。密接するタクムも、アバターを硬かたく強こわ張ばらせる。

　気け圧おされてしまったバーストリンカーたちの金かな縛しばりを破ったのは、心熱を解き放つような黒クロ雪ユキ姫ヒメの咆ほう哮こうだった。

「ならば、ここが貴様の終着点だ!!」
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　ギュアアッ！　という金属質の振しん動どう音おんとともに、黒の王の全身から青あお紫むらさき色いろの過オー剰バー光レイが迸ほとばしる。他の王たちもそれぞれの色のオーラを宿し、その熱はたちまち周囲のバーストリンカーたちへと伝でん播ぱしていく。

　──戦うしかないんだ。悲劇の連れん鎖さを止めるために。

　ハルユキも、心の中でそう念じると左ひだり拳こぶしを握にぎり締しめた。まだ脱だつ力りよく感かんは去らないが、心しん意い技わざを一いち撃げき放つくらいの力は残っているはず。

　やるべきことは解わかっている。テスカトリポカの左手を破は壊かいできたいま、残る最大の脅きよう威いは右手の重力波攻こう撃げきだ。いまは真下に向けられている右手が動き、掌てのひらを晒さらした瞬しゆん間かん、フルパワーの多重攻こう撃げきを叩たたき込む。たとえテスカトリポカがインティの六倍強力だろうと、ダメージを与あたえられるなら、黒雪姫が言っていたとおりいつかは倒たおせる道理だ。

　戦場の空気が、帯電しているかのようにびりびりと震ふるえる。百一人のオーラに呼応してか、夜空に黒雲が湧わき起おこり、生き物のように波打つ。

　しかし──白の王は動かない。

　こちらの集中が切れるのを待っているのか。だが並み居るバーストリンカーのほとんどは心しん意いシステムに精通したハイランカーたちだ。イマジネーションを維い持じするだけなら一時間でも二時間でも続けられるだろう。睨にらみ合あっているあいだに伝令役をポータルから離り脱だつさせ、増ぞう援えんを招集することもできる。

　それに、コスモスとキャバリアーを乗せているペガサス……あのエネミーは無限に飛んでいられるのだろうか。シルバー・クロウの飛行アビリティは必ひつ殺さつ技わざゲージを消費するのだから、ペガサスにも飛行時間の制限が存在してもおかしくない。二人が地面に降りてくれば、近接型のアバターたちも攻こう撃げきに加われる。膠こう着ちやく状態をひたすら引き延ばすことが、白の王を利するとは思えない。

　ハルユキがそこまで考えた時だった。

　不意に、足あし許もとの地面がかすかに震ふるえた気がした。

　バーストリンカーたちの闘とう気きがフィールドまでをも揺ゆり動うごかしたのか──と一いつ瞬しゆん思ったが、すぐに違ちがうと打ち消す。何か大きなものが移動する、ドドド……という重々しい音が聞こえる。右からも左からも、前からも後ろからも。

　これは。

「エネミー……」

　呟つぶやいたハルユキの隣となりで、マンガン・ブレードが張はり詰つめた囁ささやき声ごえを響ひびかせた。

「くそっ、インティの破は壊かい後ごにあれだけの数を殲せん滅めつしたのだから当分は湧わいてこないだろうと思っていたが……甘あまかったな」

　心しん意い技わざはエネミーを呼ぶ。ハルユキもその常識を忘れていたわけではない。しかしマンガンが言ったとおり、太陽神インティを撃げき破はするための心意技が呼び集めてしまった二十以上もの大型エネミーを、通つう常じよう技わざだけで全て倒たおしたばかりなのだ。北きたの丸まる公こう園えん周辺のエネミーは残らず駆く逐ちくされ、次の変へん遷せんまでは復活しないと思っていたのだが、テスカトリポカの左手を破は壊かいした時の多重心意攻こう撃げきが強力すぎて、更さらに遠方のエネミー群を引き寄せてしまったらしい。

　このままでは、四方八方から野ワイ獣ルド級きゆうや巨ビー獣スト級きゆうといった大型エネミーが押おし寄よせてきて、テスカトリポカの右手に集中していられなくなる。だが掌てのひらを晒さらしていない状態の右手を攻こう撃げきして、左手と同様に破は壊かいできるという確証はない。

「……エネミーは、テイムされたエネミーもターゲットするはずよ」

　そう指し摘てきしたのは、ハルユキの右後方にいたスカイ・レイカーだった。半はん壊かいした車くるま椅い子すから立ち上がり、構えた両手に緑色のオーラを宿している。黒クロ雪ユキ姫ヒメが《純じゆん粋すいな正の心意の使い手》と評した彼女の心意技は、《庇護風陣ウインド・ヴエール》や《旋回風路スワール・スウエイ》といった範はん囲い防ぼう御ぎよに重きを置いたものだけなのだろうとハルユキは推測していたが、先刻テスカトリポカの左手を破は壊かいした時には《炸裂風弾ウインド・バレツト》という強力な範はん囲い攻こう撃げき心しん意い技わざを使ってみせた。

　第一象限の心意技、すなわち《範はん囲いを対象とする正の力》の使い手が、《範はん囲いを対象とする負の力》たる第四象限の心意技を行使することは精神に過大な負ふ荷かを生む。楓フウ子コと同じかそれ以上に正の心しん意いに特化した浄じよう化か能力者である謡ウタイが、敵をマグマの沼ぬまに沈しずめて焼やき尽つくすという恐おそるべき心意技を披ひ露ろうした時は、負ふ荷かに耐たえきれずに昏こん倒とうしてしまったほどだ。しかし楓子はまったく消しよう耗もうを感じさせない毅き然ぜんとした声で続けた。

「しかも上位のエネミーは、単純に近い敵ではなく最大の脅きよう威いと感じた敵を最初に狙ねらうはず。巨ビー獣スト級きゆうがテスカトリポカに何体か向かっていったら、白の王だって無視はできない。その隙すきをついて右手を破は壊かいするしかないわ」

「よし、それで行こう」

　と応じたのは、いままで沈ちん黙もくを保っていた青の王ブルー・ナイトだ。七の神じん器きの一つ、大剣《ジ・インパルス》を両手で構え直し、ちらりと黒の王を見る。

「ロータス、シンクロ攻こう撃げきのタイミングはお前が指示してくれ。コスモスの動きは、お前がいちばん読めるだろう」

「……解わかった」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが短く答えると、緑の王が十じゆう字じ盾たて《ザ・ストライフ》を少しだけ持ち上げ、紫むらさきの王が錫しやく杖じよう《ザ・テンペスト》を垂直に立て、黄の王が奇術師の杖マジツクバトン《ロタリーロッド》をくるりと回し、赤の王が拳けん銃じゆう《ピースメーカー》を抜いた。

　フィールドの震しん動どうは激しさを増し、すでに地じ響ひびきと呼ぶべきレベルに達している。目を凝こらすと、帝てい城じようの壕ほりに沿って、巨きよ大だいな──と言ってもテスカトリポカには遠く及およばないが──影かげが幾いくつも突とつ進しんしてくるのが視し認にんできる。

　恐おそらくエネミーの半数はこちらをターゲットするはずだ。それに対処しつつ、黒雪姫の合図で即そく座ざにテスカトリポカへの多重攻こう撃げきを放てるよう備えなくてはならない。命令がなくとも、近接型、防ぼう御ぎよ型がたのアバターたちが集団の外周部へじりじりと移動していく。

　六大レギオンのバーストリンカーたちがエネミーの攻こう撃げきを捌さばききれず、統制を乱すのが先か。

　それとも白の王がテスカトリポカの被ひダメージを無視できなくなり、重力波攻こう撃げきを使おうとするのが先か。

　それでこの戦いの──ひいては延々と続いてきた白のレギオン、そして加速研究会との闘とう争そうの結末が決まる。

「ハル、もう自分で立てるかい」

　隣となりでタクムが限界まで低めた声で囁ささやいたので、ハルユキは小さく頷うなずいた。

「ああ、ありがとうタク、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「じゃあ、僕は防ぼう御ぎよに回るよ。そのほうが役に立てそうだし、もうゲージがないから」

　確かに、タクムは数分前の一いつ斉せい攻こう撃げきで遠えん隔かく型がた必ひつ殺さつ技わざ《ライトニング・シアン・スパイク》を使ったが、あれはゲージの消費が激しいので乱発はできない。また、心しん意い技わざ《蒼刃剣シアン・ブレード》は強力だが完全な近きん接せつ技わざで、テスカトリポカの手には残念ながら届かない。

「……解わかった」

　ハルユキは頷うなずくと、タクムから離はなれて背筋を伸ばした。ふらつきそうになるのを堪こらえ、左ひだり腰こしのルシード・ブレードを鞘さやごと外す。

「こいつを貸すよ。この戦いじゃ、オレはもう使わないから」

　柄つかを向けて差し出すと、タクムは「でも」と言いかけたが、そこで口をつぐんだ。合理的に考えればそれが最善の選せん択たくだと悟さとったのだろう。ハルユキの役目は《光線投槍レーザー・ジヤベリン》で多重攻こう撃げきに加わるか、万が一の時にもう一度《光殻防壁ライト・シエル》を使うかで、もう剣の出番はない。いっぽうタクムは防ぼう御ぎよチームに加わるなら《蒼刃剣シアン・ブレード》を使うことはできない。せっかくテスカトリポカに向かっていったエネミーを引き寄せてしまうかもしれないからだ。

「ありがとう」

　短く答え、タクムはルシード・ブレードを受け取ると右みぎ腰こしにマウントした。大おお柄がらなシアン・パイルにはやや華きや奢しやすぎる武器だが、タクムなら右みぎ腕うでの杭パイ打ルドちライ機バープラス左手の剣という変則的二刀流でも充じゆう分ぶんに使いこなすだろう。

　ぐっと頷うなずき、集団の外周部に走っていくタクムを見送ると、ハルユキは意識をテスカトリポカに──そして上空の白の王に集中させた。エネミーはタクムたちが絶対に撃げき退たいしてくれる。信じて、黒クロ雪ユキ姫ヒメの指示を待つのだ。

　地じ響ひびきが急激に高まる。殺さつ到とうするエネミー群との距きよ離りはもう百メートルもないだろう。だが白の王は動かない。ザ・ルミナリーを胸に抱だいたまま、謎なぞめいた沈ちん黙もくを続けている。

　押おし寄よせるエネミーたちが、二つに分かれた。一群はそのままバーストリンカーたちに襲おそいかかり、もう一群はテスカトリポカの足めがけて突とつ進しんする。エネミーと防ぼう御ぎよチーム、エネミーとテスカトリポカが接せつ触しよくし、巨きよ大だいな衝しよう撃げきが世界を揺ゆるがす──。

　刹せつ那な。

　白の王が、ザ・ルミナリーを凄すさまじいスピードで振り下ろした。

「用意!!」

　黒雪姫が、左ひだり腕うでの剣に右みぎ腕うでの剣をつがえながら叫さけんだ。ハルユキも同じ構えを取り、両りよう腕うでにありったけの過オー剰バー光レイを宿した。

　テスカトリポカが右手を持ち上げ、白の王が《第五の月トシユカトル》と呼んだ重力波攻こう撃げきをチャージし始める──はずだった。黒い同心円が五重に到とう達たつする前に、六人の王と何十人ものバーストリンカーたちの多重遠えん隔かく攻こう撃げきが右手を破は壊かいする、はずだったのだ。

　しかし。

　暗赤色の巨きよ人じんは、右手ではなく、もちろん左手でもなく、胸の中央に黄色い円を浮うかび上がらせた。

　直後、同じ色のサークルが、ハルユキの足あし許もとにも出現した。

「鴉からすさん!!」

「クロウ!!」

　同時に叫さけんだスカイ・レイカーとマンガン・ブレードが、左右からハルユキの腕うでを摑つかもうとした。しかし二つの手は金属装そう甲こうを掠かすめただけだった。突とつ然ぜん発生した引力が、ハルユキ一人を凄すさまじい勢いで空中に吸い上げたのだ。

「うあっ……!?」

　驚きよう愕がくの声を漏もらしつつも、ハルユキは背中の翼つばさを広げようとした。だがその寸前、唸うなりを上げて近づいてきた巨きよ大だいな手──テスカトリポカの右手に空中で鷲わし摑づかみにされてしまう。

　恐おそるべき圧力。全身の装そう甲こうが悲鳴を上げ、体力ゲージが大きく削けずれる。

　握にぎり潰つぶされるという恐きよう怖ふを振ふり払はらい、ハルユキは叫さけんだ。

「先せん輩ぱい!!　僕ごと撃うってください!!」

　ハルユキはここで死んでも、幾いくばくかポイントを失うだけで一時間後に蘇そ生せいできる。一人の犠ぎ牲せいでテスカトリポカの右手を破は壊かいできるなら安いものだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメにもそれは理解できているはず。

　──だが。

　黒雪姫がほんの一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらってしまったのを、ハルユキは不可視の繫つながりを通して感じた。

　ゆえに、次のアクションも、白の王のほうがわずかに早かった。

　ザ・ルミナリーが目にも留まらぬスピードで振られると同時に、テスカトリポカがハルユキを摑つかむ右手と破は壊かいされた左手を胸の前でクロスさせた。何の予備動作だ、と思う間もなく巨きよ人じんの足あし許もとの地面に、直径十メートル以上ありそうな赤い同心円が出現する。

　円の中に入り込んでいるのは七、八体の巨ビー獣スト級きゆうエネミーだけでバーストリンカーたちは充じゆう分ぶんに離はなれている。それでもハルユキは無む我が夢む中ちゆうで叫さけばずにいられなかった。

「みんな、防ぼう御ぎよして！」

　直後、テスカトリポカの足裏から、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが噴ふき出した。膨ぼう大だいな体力ゲージを持っているはずの大型エネミーたちがあっという間に燃え上がり、多様な悲鳴を撒まき散ちらしつつ炭化していく。

　何という威い力りよくの範はん囲い攻こう撃げきか。もしエネミーではなく近接型のバーストリンカーたちがテスカトリポカの足を囲んでいたら、一秒と持たずに全ぜん滅めつしていただろう。

　──というハルユキの戦せん慄りつに満ちた推測は、しかし、半分間ま違ちがっていた。

　アバターは完全に固定されているのに、ぐぐっ、と重力が変動する。テスカトリポカの巨きよ体たいが浮うき上がろうとしているのだ。足裏から噴ふき出した炎ほのおは攻こう撃げき技わざではなく、全長百メートルの超ちよう大おお型がたエネミーを離り陸りくさせるための噴ふん射しや──。

　突とつ如じよ、地鳴りのような轟ごう音おんがハルユキの耳を聾ろうした。火か炎えん噴ふん射しやが数倍に勢いを増したのだ。地面に煙けむりと熱波が広がり、クレーターを横切ってバーストリンカーたちを吞のみ込んでいく。防ぼう御ぎよ技わざの光が複数広がり、それも黒い煙けむりに覆おおわれる。

　ハルユキに視し認にんできたのはそこまでだった。

　テスカトリポカはロケットの如ごとく猛もう然ぜんと上じよう昇しようし、地面がみるみる遠ざかっていく。顔を巡めぐらせると、先導するように夜空を駆かけるペガサスが見える。

　白の王は、決戦ではなく離り脱だつを選んだのだ。

　だが、なぜ。テスカトリポカが飛ひ翔しようの余よ剰じようエネルギーだけで十じつ匹ぴき近い巨ビー獣スト級きゆうエネミーを即そく死しさせられるほどの力を持っているなら、仮に右手を破は壊かいされてもバーストリンカーたちを言葉どおり蹴け散ちらすことだってできたのではないか。

　──どうして白の王はそうしなかったんだろう。あと、どうして僕を捕つかまえたまま殺さないんだろう……。

　とそこまで考えてから、ハルユキはやっと自分が置かれた状じよう況きように気付いた。

　生きていることに安あん堵どしている場合ではない。ことと次し第だいによっては、北きたの丸まる公こう園えんで死んでいたほうがマシだったということも有り得る。

　なぜなら、ハルユキはいま、拉ら致ちされつつあるのだ。

　慌あわてて遥はるか下方の地面を凝ぎよう視しするが、月光ステージ特有の神しん殿でんめいた建物が無限に連なっているだけで、どの方角に飛んでいるのかもすぐには判断できない。しかし、地形が流れていく勢いからして、相当なスピードが出ていることだけは解わかる。このまま一直線に飛べば、遠からず東とう京きようから出てしまうだろう。

　どうする。全身をがっちり拘こう束そくされていて脱だつ出しゆつは困難だし、白の王を攻こう撃げきすることもできない。アルゴン・アレイのように目からレーザーを撃うてれば……と詮せんないことを考えそうになり、必死に思考を立て直す。

　いますべきなのは、現在位置を把は握あくし、いずれテスカトリポカが着地したらその場所をピンポイントで特定することだ。できるはず。バーストリンカーになってからずっと、東京近きん郊こうの地図を頭に叩たたき込んできたのだから。

　恐きよう怖ふをぐっと吞のみ下し、ハルユキは見開いた両目で眼下のフィールドを睨にらんだ。
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　結局のところ──。

　ハルユキの、移動ルートを詳しよう細さいに把は握あくしようとする努力は、あまり意味のないものとなってしまった。

　超ちよう級きゆうエネミー・終しゆう焉えん神しんテスカトリポカは、白の王ホワイト・コスモスと護衛のプラチナム・キャバリアーが乗るペガサスに先導され、北きたの丸まる公こう園えんから東へ、次いで南東へと飛んだ。銀ぎん座ざ、晴海はるみ、有あり明あけを飛とび越こえ、東とう京きよう湾わんに出ると徐じよ々じよに高度を下げ──最終的に着地したのは、かつて《中ちゆう央おう防ぼう波は堤てい埋うめ立たて地ち》と呼ばれ、現在は《令れい和わ島じま》と呼こ称しようされる巨きよ大だいな人工島の南西エリアに一昨年オープンした大規模テーマパーク《東とう京きようグランキャッスル》だったのだ。

　ハルユキは遊びに来たことはないが、敷しき地ちの中央に屹きつ立りつする巨きよ大だいな西洋風の城は写真や映像で何度も目にしている。もちろん加速世界なので現実そのままの姿ではないが、月光ステージの建物はもともと異国の神しん殿でん風ふうなのでさして大きく変化はしていないようだ。

　テスカトリポカは、両足の裏から真しん紅くの炎ほのおを噴ふん射しやしながらまっすぐに降下し、城の前の広場に地じ響ひびきを立てて着地した。グランキャッスルの城──確か《ハイムヴェルト城》とかいう名前だったはずだ──は一番高い尖せん塔とうが八十メートルほどもあるが、テスカトリポカはそれより頭二つぶんも大きい。

　巨きよ人じんの右手に握にぎり締しめられたまま、ハルユキは限界まで首を巡めぐらせた。すると、やや遅おくれて降下してきたペガサスが、ハイムヴェルト城の正面に突き出したバルコニーに着地するのが見えた。

　まずプラチナム・キャバリアーが下馬し、うやうやしく右手を差し出す。その手に細い指先を触ふれさせながら、白の王がふわりと床ゆかに降り立つ。

　二人がそのまま室内に立ち去ってくれることを期待したが、もちろんそうはならなかった。白の王が軽くザ・ルミナリーを振ると、テスカトリポカが胸に押しつけていた右手を伸ばし、ハルユキをバルコニーまで移動させた。

　エネミーの手が開いた瞬しゆん間かんに、全速飛行で逃げることを検討しなかったわけではない。だが逃げ切れる保証はないし、白の王はその気になればハルユキをこの場所で無限ＥＫ状態に陥おとしいれることだって可能なのだ。もちろん東京グランキャッスルは都心最大級のランドマークなので敷しき地ち内ないのどこかにポータルが存在するはずだが、あちこち探し回る時間的余よ裕ゆうなどあるはずもない。

　ゆえにハルユキは、テスカトリポカの右手が緩ゆるんだ時、アバターがそのまま下に滑すべり落おちるに任せた。両足が大理石のタイルに触ふれたが、踏ふん張ばれずにそのままガシャッと尻しり餅もちをついてしまう。

　へたり込むハルユキを、いかにも騎き士しらしい端たん正せいなデザインの兜かぶと越ごしに見下ろしたプラチナム・キャバリアーが、初めて遭そう遇ぐうした時とまったく同じ、語ご尾びに気だるそうな余よ韻いんを含ふくむ口調で言った。

「立てないのかい……」

　はい、と答えても手を貸してくれるとはまったく思えないので、首をぎこちなく左右に振る。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　正直、桜おう夢む亭ていでの四ヶ月にもわたる修しゆ業ぎようからそのまま対インティ戦、対テスカトリポカ戦に突とつ入にゆうしたせいで過去最大級に消しよう耗もうしている実感があるが、黒のレギオンの一員として情けない姿を晒さらすわけにはいかない。メイさんの膝ひざ枕まくらで一時間も寝たんだからまだ動ける！　と自分に言い聞かせ、気合いで立ち上がる。

　一いつ瞬しゆんふらつきかけたものの精いっぱい背筋を伸ばし、ハルユキは目の前のキャバリアーを、次いでその奥おくのホワイト・コスモスを見み据すえてから問いかけた。

「……僕を、どうするつもりなんですか」

　答えたのは、騎き士しではなく白いドレスの聖女だった。

「ふふ、噂うわさ以上にせっかちね。この状じよう況きようで結論を急いで、全損させるとか洗脳するとか言われたらどうするつもりなの？」

「それは……逃げますけど……」

　と答えるしかないのでそう答えると、キャバリアーが左手で剣の柄つかに軽く触ふれた。

「なら……羽を切り落としておくか……」

「ええ!?」

　口調や気配からは本気なのか脅おどしなのかまったく判断できない。しかし幸い、剣が抜かれる前に白の王が再び発言した。

「大だい丈じよう夫ぶよ、その子は逃げないわ。なぜならここで、知りたくて知りたくてたまらない秘密を知ることができるんだから」

「ひ……秘密？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいたハルユキに、白の王は微笑ほほえみながら頷うなずきかけた。

「そうよ。オシラトリ・ユニヴァースと加速研究会が何を目指しているのか……レギオンを離はなれたローズ・ミレディーさえ知らない、この世界の真実を」

　その言葉を聞いた途と端たん。

　眼前の二人がまったく敵意を──それどころかハイランカーの情報圧すら表に出さないせいで、疲ひ労ろうと相まってほんの少しだけ弛し緩かんしてしまっていた意識が、氷のように冷たくなるのをハルユキは自覚した。

　目の前の、触ふれただけで装そう甲こうが砕くだけてしまいそうなほど華きや奢しやで優美なアバターは、加速世界に数え切れないほどの悲劇をもたらしてきた存在なのだ。

　サフラン・ブロッサムを無限ＥＫで全損させ、クロム・ファルコンが初代クロム・ディザスターになってしまうきっかけを作り。

《子》であり実の妹でもある黒クロ雪ユキ姫ヒメに偽いつわりの情報を伝えて先代の赤の王レッド・ライダーを不意打ちで全損させ。

　加速世界に大量のＩＳＳキットをばらまき、何十人ものバーストリンカーを心しん意いの暗黒面に落とし。

　二代目赤の王スカーレット・レインを拉ら致ちし、強化外装《インビンシブル》を強ごう奪だつして災さい禍かの鎧よろいマークⅡを生み出し。

　オーキッド・オラクルこと若ワカ宮ミヤ恵メグミを道具のように扱あつかったあげくに、無制限中立フィールドの東とう京きようミッドタウン・タワーに幽ゆう閉へいし。

　そして、六大レギオンのバーストリンカーたちを太陽神インティと戦わせ、出現した終しゆう焉えん神しんテスカトリポカをテイムして、六人の王をいっぺんに全損させようとした。

　これほどの非道、これほどの邪悪を正当化できる理由など存在するはずがない。ハルユキは、「そんな話に興味はない」と答え、いますぐ二人に戦いを挑いどまなくてはならないのだ。たとえ手も足も出ず負けるのだとしても。その結果、白の王の怒いかりを買って無限ＥＫに追い込まれることになろうとも──。

　無言で両りよう拳こぶしを力いっぱい握にぎり締しめるハルユキを見て、ホワイト・コスモスは再び淡あわい微び笑しようを浮うかべ、囁ささやいた。

「短気を起こすのは、話を聞いてからでも遅おそくないでしょう？」

「……あなたの話が真実だって、どうやって証明するんですか。自分の《子》でさえ噓うそで操あやつろうとしたあなたを、どうすれば信じられるっていうんです」

　ひび割れた声でハルユキがそう応じた途と端たん、プラチナム・キャバリアーが今度こそ剣の柄つかを握にぎった。だが白の王が小さく左手を動かすと、再び彫ちよう像ぞうのように静止する。

　ホワイト・コスモスは、右手に下げていたザ・ルミナリーを腰こしにマウントし、バルコニーの中央に置かれている白しろ革かわのロングソファーに座すわった。ひらりと脚あしを組み──その仕草は、ハッとさせられるほど黒クロ雪ユキ姫ヒメに似ていた──立ち尽くすハルユキを見上げる。

「ふふ……考えてみれば、シルバー・クロウ、あなたは私のたった一人の《孫》になるわけね。加速世界じゃ珍めずらしくもない話だけど、それなりの感かん慨がいは味わえるものね」

　どこまでもクリアで、ソフトで、ニュートラルな口調で発せられたその言葉に、ハルユキは激しくかぶりを振ってから反はん駁ばくした。

「関係ないです。黒の王はもうあなたのことを《親》とは思ってませんから、僕とあなたにも何の繫つながりもない」

「ま、それはそうね」

　機き嫌げんを損そこねた様子もなくあっさり頷うなずくと、コスモスは続けた。

「親子と言っても、コピー・インストールされるＢＢプログラムには単純なメタデータすら含ふくまれていないんだから、現実世界と違ちがって遺伝情報が引ひき継つがれるなんてことは一いつ切さいないわ。だから私も気まぐれであの子をバーストリンカーにしてみたんだけどね……」

「……気まぐれ……？」

　──加速世界の《親子》はそんないい加減なものじゃない！

　と叫さけび返かえしたい衝しよう動どうを、ハルユキは懸けん命めいに抑おさえ込んだ。

　白の王とは、バーストリンカーとしての価値観も視点も信条も何もかもが違ちがいすぎる。その隔かく絶ぜつは、千の言葉を重ねようともまるで埋うめられないほど広く、深い。

　代わりに、押し殺した声で告げる。

「やっぱり、僕はあなたが何を言おうと信じることはできません。それに、あなたが語ろうとしている《この世界の真実》が本当に真実なんだとしても……それを僕に教える理由なんか、あなたにはないでしょう？」

「それを言うなら、そもそもあなたをここまで連れてくる理由だってないと思わない？　私は、そうしようと思えばあの場にいたバーストリンカーたちを全員殺せたのよ。テスカトリポカの左手を破は壊かいされたのはちょっとだけ驚おどろいたけど、そんなもの、あの化け物にとってはダメージのうちにも入らない」

「……噓うそだ」

　ハルユキがそう呟つぶやくと、白の王は右手を持ち上げ、バルコニーの正面を指差した。

「ご覧なさい。ここからなら、テスカトリポカの体力ゲージが見えるでしょう」

「…………」

　ぎこちなく振り向くと、血の色の巨きよ人じんは変わらず広場の中央に直立していた。バルコニーからでも頭頂部までは四十メートル近く離はなれているが、頭上に浮うかぶゲージがぎりぎり視し認にんできる。その段数に気付いた途と端たん──。

「うあ……」

　ハルユキは掠かすれ声ごえを漏もらしてしまった。

　十段。

　神獣レジエンド級きゆうエネミー、四聖メタトロンで四段。超ちよう級きゆうエネミーの四神スザクやセイリュウですら五段だったのに、その二倍。

　しかもゲージは、一段目がごくわずかに……多めに見積もっても一割程度しか削けずれていない。六大レギオンの精せい鋭えいたちが、必ひつ殺さつ技わざのみならず心しん意い技わざまで繰くり出して与あたえたダメージが、十段ゲージ全体の一パーセントにも満たないとは。

　言葉を失うハルユキの背後で、白の王の声が静かに響ひびいた。

「あなたが破ってみせた右手の《第五の月トシユカトル》や、左手から放つ《第九の月ミカイルイトントリ》は、フルゲージ状態からでも使える基本技でしかないのよ。それでもあの威い力りよくなの。私たちの分ぶん析せきでは、テスカトリポカの総合的戦せん闘とう力りよくは四聖と四神全ての合計より大きいわ」

「………………」

　あり得ない、という思考が直感に押おし潰つぶされる。のっぺりとした、ただ太いだけの柱めいた胴どう体たいから関節もない手足が生え、頭は単なる長ちよう楕だ円えん体たいというデザインは四聖や四神と比べると果てしなくシンプルだが、それゆえに曰いわく言いがたい異物感──加速世界の理ことわりから外れた存在であるという恐きよう怖ふを否いや応おうなく感じてしまう。

　だが、四聖と四神を足したより強いという話が本当だとしたら、新たな疑問が浮うかんでくる。しかも二つ。

「……どうしてそんなものが存在するんですか。全プレイヤーが協力しても絶対勝てないモンスターなんて、ゲームにいていいはずがない」

　強こわ張ばる体を振り向かせ、ハルユキが問いかけると、白の王はその質問を予期していたかのように軽く肩かたをすくめた。

「だから《終わりの神》なのよ。世界を閉じるためにのみ存在する蹂躙者デバステイター。クロウ、あなた、加速世界がどうやって作られたのかは聞かされてるの？」

「え……ええ、グラファイト・エッジさんから……」

　いっとき白の王への敵意を抑おさえ、ハルユキは記き憶おくの奥おく底そこに刻きざみ込まれている不思議な物語を語った。

「ずっと昔、とある仮想世界の中で戦争みたいなことがあって……二つの勢力が、その世界に閉じ込められたビーイングを巡めぐって争ったんだってグラフさんは言ってました。一方の勢力はビーイングを解放しようとして、もう一方の勢力は破は壊かいしようとした。戦いの果てに、二人のリーダーが同時にその世界のシステム・コンソールに辿たどり着ついて……リーダーＡは管理者権限でビーイングを破は壊かいしようとしたけどそれは不可能だったので、代わりに誰だれも触ふれられないよう永久に封ふうじ込めようとした。世界の中心にでっかい要よう塞さいみたいなダンジョンを作って、そのいちばん奥おくにビーイングを封ふう印いんして、そこを八体の守護モンスターに守らせて……ダンジョンそのものも四体の門番モンスターに守らせた。そのダンジョンがいまの帝てい城じようで、守ってるモンスターが八神であり四神だ、って……」

　ハルユキが口を閉じると、白の王はゆっくり頷うなずいてから、「それで？」と囁ささやいた。

「それで……って……」

「リーダーは二人いたんでしょ？　あなたの、いえグラフの言うリーダーＢは何をしたの？」

「ええと……」

　ハルユキは、帝城の中で聞いたグラファイト・エッジの言葉をそのままリピートした。

「彼は、希望を未来に託たくすことにした。いつか四体の門番モンスターを倒たおし、要よう塞さいに侵しん入にゆうし、八体の守護モンスターをも倒たおして、ビーイングを解き放てるほど強い戦士たちが現れると信じて。──グラフさんは、そう言ってました」

「……なるほど。なるほどね」

　白の王が再び頷うなずくのを見て、ハルユキはふと、もしかすると白の王も知らない超重要情報をむざむざ明かしてしまったのでは……という不安に駆かられた。だが白の王は超ちよう然ぜんとした気配を一いつ切さい崩くずさず、逆にハルユキが予想だにしない言葉を返してきた。

「オリジネーター以上の古参なだけあって、かなりのところまで知ってるわね」

「オリジネーター以上の……？」

　意味を理解できず、純白のフェイスマスクをまじまじと凝ぎよう視ししてしまう。

　オリジネーターは《最初の百人》の別べつ称しようだ。ブレイン・バースト２０３９の製作者、つまり先の話に出てきたリーダーＢから直接ＢＢプログラムを与あたえられた百人の子供たち。彼ら以上の古参プレイヤーなど存在するはずがない。

「どういう意味ですか……？」

　問い返すハルユキの顔を、白の王はしばし無言で眺ながめてから淡あわい笑えみを浮うかべた。

「もう、かなり核かく心しんに近いところに触ふれちゃってるけど……このまま続けていいのかしら？　私の話は信じないんじゃなかった？」

「あ…………」

　反射的に両手で自分の口を塞ふさぎそうになり、どうにか耐たえる。なんで加速世界の話を始めてしまったのかと記き憶おくをさかのぼり、白の王が口にした《終わりの神》という言葉が気になったからだと悟さとる。

　テスカトリポカはＢＢ２０３９のゲームバランスを完全に破は壊かいするほど強い。その理由は、世界を閉じるために存在するエネミーだから。ホワイト・コスモスのその説明がそもそも虚きよ偽ぎだという可能性は大いにあるが……しかし、知りたい。世界を閉じるという不ふ吉きつな言葉の意味を。

「…………聞いてから、信じるかどうか決めます」

　結局まんまと操あやつられてしまっていることを自覚しながらも、ハルユキはそう答えた。

　するとホワイト・コスモスは、無言で右手を動かした。ほっそりした指が示したのは、白の王が座すわるロングソファーのはす向かいに置かれた一人掛がけのソファーだ。プラチナム・キャバリアーが立ったままなのに自分が座すわっていいものか、と躊躇ためらっていると、ずっと沈ちん黙もくしていた騎き士しが声を発した。

「では僕は……《アリオン》を厩きゆう舎しやに戻もどしてきます……」

　主が軽く頷うなずくと、バルコニーの隅すみで待機していたペガサスにまたがり、ハイムヴェルト城の裏手へと飛び去っていく。どうやらキャバリアーは馬に名前を付けているらしい……いや重要なのはそこではなく、無制限中立フィールドの東とう京きようグランキャッスルが白のレギオンに拠きよ点てん化かされているらしいことのほうだ。

　視線を戻もどすと、白の王がまだ右手を持ち上げていたので、ハルユキは一人掛がけソファーへと移動した。何かあった時はすぐ飛び出せるよう浅めに腰こし掛かけ、しばし逡しゆん巡じゆんしてから訊たずねる。

「……護衛の人がいなくなっちゃっていいんですか？　あなたは七王の中で、いちばん接近戦に向いてないと聞きました。僕が攻こう撃げきしたらどうするんです……？」

「ん……そうね、剣を持ってたらほんの少しくらいは警けい戒かいしたかもしれないわね。でも素す手でのあなたの攻こう撃げきが届くよりも、私が心しん意いであなたの腕うでをねじ切るほうが速いわ。別に首でもいいけど」

　恐おそろしい台詞せりふをさらりと口にすると、白の王はソファーの背もたれに深く寄りかかった。頭のシンプルながら流りゆう麗れいな宝ほう冠かん──神じん器きザ・ルミナリーの本体──が月光を反射し、きらきらと冷たく輝かがやく。

　ルシード・ブレードはタクムに貸したままなので、確かにハルユキの腰こしは空だ。しかし仮に剣を持っていても、斬ざん撃げきが届くとは……それ以前に鞘さやから抜けるとさえ思えない。心しん意い力りよくだけで腕うでや首をねじ切れるという言葉はにわかに信じがたいが、真しん偽ぎを試ためす気にはなれない。

「す……すみませんでした」

　ぺこりと頭を下げてから、先刻中断してしまった質問を再び投げかける。

「それで……さっきの、グラフさんがオリジネーター以上の古参プレイヤーだって話ですけど……どういう意味なんですか？」

「ん？　ああ……彼は《同位体》だから」

「は……？　ど、同位体……？」

　意味を理解できずぽかんとするハルユキに、白の王は軽く肩かたをすくめてみせた。

「この話、重要？　もっと知るべきことがあるんじゃないの？」

　重要──だと思うが、確かに優先順位はテスカトリポカの存在理由のほうが高い。

「じゃあ……《終わりの神》の話を……」

　視界右側の広場で静止する超ちよう巨きよ大だいエネミーをちらりと見上げながら、ハルユキは言った。軽く頷うなずいたコスモスが、組んでいた右みぎ脚あしを下ろす。極ごく薄うすのスカート型装そう甲こうの上で両手を重ね、やや上体を起こしてハルユキを見る。

「──いいわよ、教えてあげる」

　そう告げた声は、抑よく揚ようも音程もいままでと何ら変わらないのに、温度がほんの少し下がったように感じられた。

「さっきあなたが語った加速世界の前史……秘ひ匿とくされた戦争と封ふう印いんされたビーイングの物語はほぼ事実よ。ビーイングの解放を成なし遂とげられなかったリーダーＢが、希望を未来に託たくした……その表現は間ま違ちがってはいない。でも、問題はその後……。戦争から長い時間が経たち、ついに稼か働どうを始めた三つの試作トライアルゲームは、多くの子供たちを虜とりこにした。シルバー・クロウ、あなたがブレイン・バースト２０３９を愛しているのと同様に、先発のアクセル・アサルト２０３８、後発のコスモス・コラプト２０４０にも、その世界とそこで生まれたものを愛するたくさんの子供たちがいたの」

　いまはもうない二つのゲームの名前が白の王の口から発せられた瞬しゆん間かん、ハルユキは再び過去の記き憶おくが呼び起こされるのを意識した。

　先月末の、梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの文化祭当時に断行された五つのミッション──アクア・カレントの救出、メタトロン第一形態の攻こう略りやく、ＩＳＳキット本体の破は壊かい、そして拉ら致ちされた赤の王の奪だつ還かんと災さい禍かの鎧よろいマークⅡの撃げき破はという長い戦いの最後に、ネガ・ネビュラスの加速ミーティングに観戦用ダミーアバターで突とつ如じよ乱入してきた白の王は言ったのだ。

　アクセル・アサルト２０３８とコスモス・コラプト２０４０。二つのゲーム世界が閉へい鎖さされてしまった理由は、どちらの世界も偏かたよりすぎていたからだ、と。ＡＡ２０３８は過か剰じような闘とう争そうに、ＣＣ２０４０は過か剰じような融ゆう和わに満たされていた。それゆえに滅ほろんだ……と。その言葉の真意は、いまに至るまで理解できていない。

「……あなたは、梅うめ郷さと中ちゆうの文化祭に乗り込んできた時に言ってましたよね。ＣＣ世界の過か剰じような融ゆう和わや過か剰じような協調が生み出すのは加速ではなく停てい滞たい……ＣＣ世界の時間は停止してしまった、それゆえに滅ほろんだ、って」

「よく憶おぼえてるわね。まさしくそう言ったし、それは本当のことよ」

「グラフさんには、あなたの発言の大部分は他人を操あやつるためのものだから真に受けるな、って警告されました」

「あら、そう」

　白の王が苦く笑しようする気配を感じながら、ハルユキは続けた。

「でも、少なくともＡＡとＣＣがもう稼か働どうしてないのは事実ですよね。あなたがさっき言った《問題》っていうのはそのことですか？　僕たちと同じように、それぞれの世界を愛していた子供たちが全員ゲームプログラムを強制アンインストールされて、記き憶おくをなくしちゃったこと……？」

「ふふ……」

　なぜかかすかに微笑ほほえむと、ホワイト・コスモスはゆっくりと首を左右に振った。長い金色の髪かみに遊ぶ月光が、空中に純白の粒りゆう子しを振りまく。

「あなたの洞どう察さつ力りよくはなかなかのレベルだけど、いまのは残念ながら見当外れもいいところよ。強制アンインストールと記き憶おく消しよう去きよ措そ置ちは、ポイント全損者に対する最大限の救済……想像してごらんなさい。あなたがこの世界から追い出されたとして、記き憶おくもＢＢプログラムも残ったままで、でも二度と加速も対戦もできない……そんなの真まっ平ぴら御ご免めんでしょう？」

　ハルユキは反射的に「はい」と答えそうになったが、そこでぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　自分のことだけ考えるなら、プログラムと一いつ緒しよに記き憶おくも全て消されるほうが楽かもしれない。だがその時は、いままで共に戦ってきた仲間たちのことも忘れてしまうのだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメやタクム、チユリ、楓フウ子コやあきらや謡ウタイ、ニコとパドさん、綸リンや志シ帆ホ子コたち……そしてメタトロンがどう思うかを想像すれば、軽々しく頷うなずくことはできない。

　固まるハルユキを見て、コスモスはもう一度淡あわい笑えみを滲にじませた。

「少しばかり意地悪な質問だったわね。あなたがそうやって迷うことまで否定はしないわ……でも、もし自分で選ぶことができるなら、ほぼ全てのポイント全損者は記き憶おくを消されるほうを望むと私は確信している。だって、加速世界での思い出と一いつ緒しよに、デュエルアバターの鋳い型がたとなった心の傷まで消し去ることができるんだから」

「…………」

　ハルユキの脳のう裏りに、ＢＢプログラムを失ったダスク・テイカー／能ノウ美ミ征セイ二ジの屈くつ託たくない笑え顔がおが浮うかんだ。底なしの憎ぞう悪おと支配欲に衝つき動うごかされていた彼はいま、憑つきものが落ちたかの如ごとく勉強や部活動を一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているらしい。

《略りやく奪だつ者しや》だった時の能美が、いまの能美より幸せだったようにはとても見えない。だが、何らかの手段で全損状態から甦よみがえったセントレア・セントリー／鈴スズ川カワ瀬セ利リはハルユキに言った。『バーストリンカーでなくなってから、私はずっと空くう疎そなものを抱かかえながら生きてきた。思い出そうとしているのに思い出せない……どうしても埋うめられない空白が、いつも私の中にあった』と。

　白の王は、全損者を苦しめるその感覚を知っているのか。それでもなお、記き憶おく消去が完全な救済だと言い切れるのか。

　深く息を吸い、吐はいてから、ハルユキは訊たずねた。

「それなら……、それならあなたはどうして《ネクロマンサー》なんて呼ばれてるんですか。どうして、あなたの基準では救われたはずの人を……ダスク・テイカーや、レッド・ライダーや、レギオンメンバーのオーキッド・オラクルさんまで加速世界に呼よび戻もどして、また苦しみを与あたえようとするんですか」

　ことによると白の王の怒いかりを買い、対話を打ち切られるか、あるいは心しん意いで攻こう撃げきされるかもしれないと覚かく悟ごしての問いだった。だがコスモスは一いつ切さい表情を変えることなく──と言ってもハルユキには最初から彼女の内心などまったく見通せていないのだが──頭を少しばかり左に傾かたむけただけだった。

「まず、あなたの勘かん違ちがいを修正しておくけど……《ネクロマンサー》っていう二つ名は、私の必ひつ殺さつ技わざ《リザレクト・バイ・コンパッション》が由来なのよ。あれは無制限中立フィールドミーン・レベルで死んだアバターの蘇そ生せい待ち時間を短縮するだけで、当然だけど全損したバーストリンカーには効果を持たないわ」

「で……でも、あなたの配下のアルゴン・アレイが、ダスク・テイカーを召しよう喚かんする前に言ってました。白の王の《反はん魂ごん》は生やさしいものじゃない、どんな悪あく魔まと契けい約やくしたらあんな力が使えるのか……みたいなことを……」

「あら」

　ハルユキの反論を聞いたコスモスは、グラファイト・エッジの言葉を聞かされた時より明めい瞭りような苦く笑しようを浮うかべた。

「アレイのお喋しやべり癖ぐせは何年経たっても直らないわね。悪あく魔まと契けい約やくしたくらいで本物の蘇そ生せい能力が手に入るなら安いものよ……だいたいシルバー・クロウ、あなただって同じようなものじゃないの？」

「え……？」

「四聖メタトロンと契けい約やくしたんでしょう？　あれをさんざん苦労して芝しば公こう園えんのダンジョンから引っ張り出したのは私なのに」

「そ……それは、ＩＳＳキット本体を置いていた東とう京きようミッドタウン・タワーを防衛させるためでしょう！」

　人間とまったく同じ知性や感情を持つメタトロンを、道具のように扱あつかった白の王への怒いかりが湧わき上がってきてハルユキは叫さけんだ。

　そう──メタトロンだけではない。ホワイト・コスモスと加速研究会は、自分たちが守り、導くべき新米ニユービーバーストリンカーであるウルフラム・サーベラスをも単なる手て駒ごまとして利用し、災さい禍かの鎧よろいマークⅡの依より代しろにしてしまった。サーベラスは、自分がハルユキを害することを防ぐためにバーストポイントをわざと残り10にまで減らし、ハルユキの手で全損させられようとさえしたのだ。

　オーキッド・オラクルも、ローズ・ミレディーも、そしてブラック・ロータスも。白の王は、自分を信しん頼らいするバーストリンカーたちを次々と裏切り、道具として使い捨ててきた。どんな理由が、どんな必然性があろうとも、その行いは絶対に許されない。

　心の中で改めてそう認にん識しきしながら、ハルユキは押し殺した声で言った。

「……メタトロンとは契けい約やくしたんじゃない……友達になったんです。友達だからお互たがいに助け合うんです。それがおかしいことですか？」

「おかしくないわよ。いつか辛つらい思いをするだろうな、とは思うけど……まあ、それはいいわ。ともかく、私がさっき言った三つの試作トライアルゲームにまつわる《問題》っていうのは、アクセル・アサルトとコスモス・コラプトのプレイヤーたちが全員記き憶おくを消去されたことじゃないわ。その前……ゲームが終わる時に何が起きたのか、よ」

「何が……起きたのか……？」

　熾おき火びのようにくすぶる憤いきどおりを抑おさえながら、ハルユキは繰くり返かえした。

　ハルユキ自身、ブレイン・バースト以前にプレイしていたオンラインゲームがサービス終しゆう了りようしてしまった経験は何度かある。理由は全て収益の悪化だったので、終しゆう了りよう直前にはアクティブプレイヤーの数も相当に減っていて、がらんとした街の広場に佇たたずみながらサーバークローズのカウントダウンを聞いた。それと同じことが二つの試作ゲームでも起きたのだろう、と思っていたのだが──。

　続きを待つハルユキから視線を外した白の王は、城の前に静止するテスカトリポカを見上げ、わずかに両目を細めた。薄うす桃もも色いろとも薄うす水みず色いろとも薄うす紫むらさき色いろとも見えるアイレンズに何らかの感情が過よぎった気がしたが、すぐにそれは消え去り、元の超ちよう然ぜんとした光が宿る。

　顔の向きを戻もどすと、ホワイト・コスモスは言った。

「さっきあなたが……つまりグラフが《リーダーＢ》と呼んだ人物が加速世界の原型を作ってから、実際に試作トライアルゲームの運用が始まるまでには十年もの時間がかかったの。理由はまず、《ソウル・トランレーション・テクノロジーＳＴＬＴ》を搭とう載さいした初の民生用デバイスであるニューロリンカーが発売され、生まれた直後にそれを装着することでＳＴＬＴに高い親和性を獲かく得とくした子供たちが育つのを待つため。そしてもう一つの理由は、ゲームを実際に管理するＡＩが実用レベルに達するのを待つため……」

「え、ＡＩ!?　ブレイン・バーストは、ＡＩが管理してるんですか!?」

　思わず叫さけんでしまってから、ハルユキはしばらく前にレギオンの仲間たちと交かわした会話を思い出した。

　あれは──十日ほど前の日曜日、緑のレギオンとの模も擬ぎ領土戦の前に、レギオンメンバーたちと渋しぶ谷やラヴィン・タワー上層階にあるプールに行った時のことだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コは同じ日に《宇宙》ステージが実装されると予想していて、理由は七月十四日が《ひまわりの日》という、日本初の気象衛星が打ち上げられた日に由来する記念日だからというものだった。予想は見事に当たり、宇宙ステージで行われた模も擬ぎ領土戦にネガ・ネビュラスは見事勝利できたのだが、ひまわりの日と宇宙はちょっとこじつけが過ぎるのではないか、とハルユキは管理者に対して思わずにいられなかった。しかし管理者がＡＩだと言われると、その強ごう引いんさがいかにもそれらしい……という気もする。

　それに、そう、ハルユキが災さい禍かの鎧よろいを介かいして追体験したクロム・ファルコンの記き憶おくの中で、彼も同じことを考えていたはずだ。バーストリンカーたちが発見するシステムの穴、すなわち美お味いしい稼かせぎテクを、驚きよう異い的てきなスピードで無効化していく管理者はもしかしたら人間ではなくＡＩなのかもしれない、と。事実、彼が帝てい城じように侵しん入にゆうした時に使った《短距離テレポートフラツシユ・ブリンクの連続で濠ほりと壁かべを越こえる》という技わざは、壕ほり上空の重力が強化されてあっという間に使えなくなった。

　ハルユキの驚おどろきが納なつ得とくに変わるのを待っていたかのように、白の王が口を開いた。

「私も管理者に会ったわけじゃないけど、まず間ま違ちがいないわ。さっき、北きたの丸まる公こう園えんであなたが邪じや魔まをしなければ、私はレベル10になって管理者の正体を確かめられたんだけど」

「……何回だって邪じや魔ましますよ」

　硬かたい声で宣言してから、ハルユキは話題を戻もどした。

「ブレイン・バーストの管理者がＡＩだとして……それが、アクセル・アサルトとコスモス・コラプトが終わる時に何が起きたのかっていう話に、どう繫つながるんですか？」

「この世界の管理者は、リーダーＡとＢがそうだったように、全能の神ではないということ。そして、ＳＴＬＴを用いない従来型ＡＩというのは、ひたすらに最適化オプテイマイズを追究する怪かい物ぶつだということ……」

　謎なぞめいた言葉を呟つぶやくと、白の王はほっそりした両手を持ち上げ、二つの透とう明めいな球体を摑つかむような形を作った。

「せめて、管理ＡＩが全能の神ならまだましだった。そうであれば、世界を閉じるためには、ただ全プレイヤーのプログラムと記き憶おくを奪うばうだけでよかったんだから。でも、神ならぬ存在には、そこまでの権限はない。強制アンインストールと強制記き憶おく消去、これらの処理を行うためには、まず全プレイヤーのポイントをゼロにする必要がある。そこで……」

　白の王の両手がゆっくりと近づき、不可視の球体を一つに融ゆう合ごうさせる。

「管理ＡＩは、最初から世界にそのためのギミックを組み込んだの。己おのれの代行者……全能ではないけれど隔かく絶ぜつした力を持つ処しよ刑けい装置を」

「処しよ刑けい……装置？」

　禍まが々まがしい言葉を掠かすれ声ごえで繰くり返かえしてから、ハルユキは再びテスカトリポカを見た。

　異常なまでにディティールの少ない暗赤色の巨きよ体たいは、確かに生物というより無機的な人造物のイメージが強い。だがそういうデザインのエネミーが他に全くいないというわけでもないし、そもそも──。

「……エネミーは全部そうなんじゃないんですか？　中にはノンアクティブなやつもいますけど、たいていのエネミーは問答無用で攻こう撃げきしてきますし……」

「でも、どんなエネミーも、絶対倒たおせないってわけじゃないでしょう？　帝てい城じようの四神ですら、可能性くらいは感じられたはずよ。あなた、北きたの丸まる公こう園えんで言ってたじゃない。この場の全員と協力すれば、帝城の四神だって支配できるはずだ……とか」

「それは……そうですが……」

「でも、テスカトリポカは違ちがう。あれは加速世界のバーストリンカー全員が力を合わせても、十本ある体力ゲージを半分減らすことも叶かなわない。クロウ、あなた、テスカトリポカの《卵》である太陽神インティが、何の目的もなく、ただ闇やみ雲くもに無制限中立フィールドミーン・レベルを転がってたと思うの？」

「……違ちがうんですか？」

「エネミーも、種類によっては成長するのよ。バーストリンカーを、あるいは他のエネミーを倒たおせば倒たおすほど、ステータスが強化されていく。インティは加速世界の黎れい明めい期きから、内部時間で八千年にもわたって数え切れないほどのバーストリンカーやエネミーを焼やき尽つくし、殻からの中のテスカトリポカを育て続けてきた。世界に終わりをもたらすため……終わりの時に、全てのバーストリンカーを消し去るために」

「……………………」

　白の王が口を閉じても、ハルユキはしばらく何も言えなかった。

　ゲームを終わらせるにあたって、単にサーバーを止めるだけではプレイヤーに記き憶おくが残ってしまう。記き憶おくを消去するにはポイントを全損させる必要があり、ポイントを全損させるには何らかの手段で減らすしかない。そこまではどうにか理解できなくもないが、しかし。

「……その話には、少なくとも二つ、大きな矛む盾じゆんがあると思うんですが……」

　ハルユキが小声でそう言うと、コスモスはアイレンズを一度瞬しばたたかせた。

「どんな？」

「まず……テスカトリポカを作った管理ＡＩは、リーダーＢ側の……つまり帝てい城じように封ふう印いんされているビーイングを解放するためにこのゲームを作った側の存在なんですよね。だったら、絶対無敵のテスカトリポカで四神を倒たおして帝城に攻せめ込んで、目的を遂とげればいいと思うんですが……」

「それと？」

「それと、もう一つは、バーストリンカー全員が力を合わせても倒たおせないテスカトリポカを、どうしてあなたがテイムできたのかってことです。ある人が、テイムできるエネミーは、原則的に一対一で倒たおせる強さのやつまでだって言ってました。もしあなたが一人でテスカトリポカに勝てるなら、さっきの話と矛む盾じゆんしますよね」

「……なるほどね」

　小さく二度頷うなずいた白の王は、珍めずらしく迷うような気配を滲にじませた。極限まで絞しぼられたウエストの上で両りよう腕うでを交差させ、右手の人差し指を繰くり返かえし動かす。

「んん……それは最高レベルの核かく心しん的てき情報なのよね。まあ、ここまで来たら答えてもいいけど……聞いたら、あなたの選せん択たく肢しも二つしかなくなるわよ」

「……どんな選せん択たく肢しですか？」

「もちろん、私たちに協力するか、この場で全損するかよ」

「…………」

　咄とつ嗟さに何も言えず、ハルユキは全身を強こわ張ばらせた。

　白のレギオンに──加速研究会に協力するなどあり得ないし、全損するわけにもいかない。だが、ここで話を切り上げられるのは生殺しもいいところだ。

　たっぷり三秒以上も煩はん悶もんしてから、ハルユキは二つの質問を取り下げるという妥だ協きよう策さくを口にしようとした。だが。

　白の王が突とつ然ぜんぴくりと体を揺ゆらし、次いで虚こ空くうを見つめた。

「……残念だけど、続きはまた今度みたいね」

「え……ど、どうして……」

「あなたのライトキューブ……思考用量子回路がバックアップ処理を開始したわ。現実世界で、あなたのニューロリンカーが外されようとしているのよ」

「は……!?」

　ハルユキ当人がまったく自覚できない処理を、どうして白の王が知覚できるのか。その前に、どうしてニューロリンカーが──と驚きよう愕がくしかけてから、むしろ当然のことだと思い直す。

　恐おそらく、北きたの丸まる公こう園えんの最も寄よりにあるポータルからバーストアウトした黒クロ雪ユキ姫ヒメが、現実世界で目覚めるやいなやハルユキを強制切断させようとしているのだ。ホワイト・コスモスには待ち時間を無視して強制蘇そ生せいさせる必ひつ殺さつ技わざ《リザレクト・バイ・コンパッション》があるのだから、蘇そ生せいと攻こう撃げきを繰くり返かえせば短時間で大量のポイントを奪うばえる。逆の立場なら、ハルユキも黒雪姫のニューロリンカーを最速で外しにかかるだろう。

　実際に切断されるまであと何秒あるのかは不明だが、仲間たちのためにも、得られる限りの情報を得ておかないと──と慌あわてるハルユキに、白の王が先んじて訊きいてきた。

「シルバー・クロウ、あなた、レギオンの誰だれかとリアルで一いつ緒しよにダイブしてたの？」

「え？　え……ええ、黒雪姫先せん輩ぱいと……」

　反射的にそう答えた途と端たん、白の王が軽く上体を引いた。

「……ロータスと？　この時間に？　あなたたち、そういう関係なの？」

「そういうって…………あっ、ち、違ちがいますよ！」

　慌あわてて叫さけんだ直後、ハルユキもようやく感じた。視野の中央だけが遠ざかっていくような減速感。

　最後に聞こえたのは、白の王の落ち着いた言葉だった。

「一週間以内にまた連れん絡らくするわ。次に会う時までに、どうするのか決めておいて。それと……私が指定した日時以外に勝手にダイブしたら、一秒後に死ぬと思っていてね。もちろん、あなたの仲間も」

　何かを答える前に、ハルユキの全感覚が暗くら闇やみに閉ざされた。




　瞼まぶたを開けても、目の前にあるものが何なのか、すぐには解わからなかった。

　ぼやけていた視界が徐じよ々じよにフォーカスされていき、それが人の──黒雪姫の顔だと認にん識しきできた、その瞬しゆん間かん。

「無事か、ハルユキ君！」

　叫さけび声ごえとともに、右みぎ肩かたがぐいぐい揺ゆさぶられた。漆しつ黒こくの瞳ひとみが薄うすく濡ぬれていることに気づき、思わず息を吞のんでから、何度も頷うなずく。

「は……はい、大だい丈じよう夫ぶです。すみません、心配かけて……」

　掠かすれた声でそう答え、急いで起き上がろうとしたが起きられない。ロングＴシャツ姿の黒雪姫が、ハルユキのお腹なかに馬乗りになっているからだ。

「あ、あの、先せん輩ぱい……」

「本当に無事なんだな!?　全損したわけではないんだな!?」

「も、もちろんです。全損どころか、一回も死んでませんから」

　それを聞くと、黒クロ雪ユキ姫ヒメはようやく表情を少しだけ緩ゆるめ、長く息を吐はいた。

「…………そうか」

　至近距きよ離りで頷うなずき返かえし、片かた脚あしを持ち上げてハルユキの左側に移動する。

　有アリ田タ家けのリビングルームは、照明が全て消えたままなのに仄ほのかに明るい。ハルユキが無制限中立フィールドに入ったのは午前一時三十分だったが、現在はもう五時を回り、窓の向こうの空が白み始めているのだ。

　腹筋に力を入れ、今度こそ起き上がると、右側で新たな声が聞こえた。

「あの、これ、どうぞ」

　見れば、正座した日クサ下カ部ベ綸リンが両手でグラスを差し出している。途と端たんに喉のどの渇かわきが襲おそってきて、「ありがとう、いただきます」と礼を言ってから受け取る。

　よく冷えた水を一息に飲み干した途と端たん、頭の芯しんにじんわりとした痺しびれが広がるのを感じた。太陽神インティ攻こう略りやく作戦を開始した瞬しゆん間かんから、先刻黒雪姫にニューロリンカーを外されるまで、極度の緊きん張ちように晒さらされ続けていたことを自覚する。

　空になったグラスを持ったまま、ハルユキはぺたんと座すわり込んでいる黒雪姫に向き直り、改めて謝罪した。

「……すみません先せん輩ぱい、あんなあっさり捕つかまっちゃって……」

「いや……。キミが謝あやまることなど何もない。むしろ、謝あやまるべきは私のほうだ……。サドンデスするところだった私を、いや六王を全員救ってくれたキミが拉ら致ちされるのを、ただ見ていることしかできなかったのだから……」

　痛苦と悔かい恨こんに満ちたその言葉を聞いた途と端たん、ハルユキは身を乗り出していた。

「いえ……！　大事なのは、先せん輩ぱいが無事にポータルから離り脱だつすることです。それが達成できるなら、僕がどうなろうと安い代だい償しようです！」

「馬鹿を言うな！　ハルユキ君を犠ぎ牲せいにしてまで助かるつもりなど私には毛頭ないぞ！」

　正座した膝ひざがぶつかるほどの至近距きよ離りで言い合いを続けていると。

「……つまるところ、何があったわけ？」

　という落ち着いた声が背後で響ひびいた。

　反射的にびくっと背筋を伸ばし、中ちゆう腰ごしになって振り向く。

　ハルユキと黒雪姫、綸が座すわっているラグマットの南側で、ソファーに深く腰こし掛かけているのは、長い髪かみをポニーテールにまとめた、タンクトップにショートパンツ姿の女子だった。ハルユキにオメガ流りゆう合がつ切さい剣けんを伝授してくれた《剣鬼ルースレス》セントレア・セントリーこと鈴スズ川カワ瀬セ利リだ。

　瀬利は、無制限中立フィールドでの四ヶ月にも及およぶ修しゆ業ぎようを終えるとハルユキを《桜おう夢む亭てい》に残して現実世界に戻もどったので、インティ攻こう略りやく作戦の顚てん末まつを知らない。それは、黒雪姫への伝令役を務めてくれた綸も同じだ。二人には何があったのかを細大漏もらさず説明しなくてはならない。

「ええと……」

　立ちながら頭の中で情報をまとめ、話し始めようとしたその瞬しゆん間かん。

「ム……」

　またしても背後で声が上がったので、ハルユキは再度振り向いた。すると同じく立った黒クロ雪ユキ姫ヒメが眉まゆを寄せ、空中に指を走らせている。

「楓フウ子コと謡ウタイ、あきらからコールだ……いや、チユリ君とタクム君、それにニコ、レパード……ショコと累ルイからも……」

　つまり、レギオンメンバーのほぼ全員が黒雪姫に連れん絡らくしてきたということだ。用件は恐おそらくハルユキの安否確かく認にんなので、なら直接僕にコールしてくれれば……と考えてから、ニューロリンカーが黒雪姫の左手に握にぎられたままであることに気付く。

「あの、先せん輩ぱい、そしたらダイブチャットで僕からみんなに説明しますんで、うちのＶＲスペースに繫つなぐよう伝えて貰もらえますか」

「ン……そうだな……」

　ハルユキの提案に、いったんは首しゆ肯こうしかけた黒雪姫だったが、すぐに大きくかぶりを振った。

「いや、キミはいますぐに充じゆう分ぶんな休息を取るべきだ。説明はそのあとでいい……シルバー・クロウが無制限フィールドでどんな状じよう況きように置かれていようと、再びダイブしない限り危険はないんだからな」

　確かに、脳だけでなく全身にずしりとした倦けん怠たい感かんがまとわりついている。だが考えてみればそれは奇き妙みようなことだ。加速しているあいだ、ハルユキは自前の脳ではなく、メイン・ビジュアライザーの中にある専用量子回路を使って思考し、バーストアウトする瞬しゆん間かんに記き憶おくだけが同期されるのだから。現実世界に疲つかれまで持もち越こすのは理り屈くつに合わない。

　と、自分に言い聞かせようとしても瞼まぶたはどんどん重くなっていくので、ハルユキは瞬まばたきを繰くり返かえしてから答えた。

「じゃあ……すみませんけど、そうさせてもらいます……」

「しっかり休むんだぞ」

　そう言うと、黒雪姫はハルユキのニューロリンカーを差し出した。両手で受け取ってから、綸リンに向き直る。

「綸さんも、今日はありがとう」

「次は、私も……一いつ緒しよに、戦う」

「うん、頼たよりにしてる」

　続いて瀬セ利リを見ると、ハルユキはぺこりと低頭した。

「あの……師し範はん、じゃなくて瀬利さん、そういうことなので細かい状じよう況きよう説明は後回しにさせてもらいますが、二つだけ……。瀬利さんとオメガ流りゆうの《極きよく》のおかげで、インティの本体を斬きれました」

「そう、よかった」

　クールすぎる答えに思わず苦く笑しようしそうになり、口くち許もとを引ひき締しめてから続ける。

「それと……《合ごう》も、一いつ瞬しゆんですが使えた気がします」

　今度は、瀬セ利リも表情をわずかだが動かした。仄ほのかな驚おどろきと──そして微笑ほほえみ。何も言わずに二度頷うなずき、ソファーから立ち上がる。

「じゃあ、私は帰るわ。色々あったけど、楽しかった」

「ありがとうございました！」

　もう一度頭を下げるハルユキの肩かたをぽんと叩たたき、床ゆかからリュックを拾い上げると、瀬利はリビングの扉とびらへと歩き始めた。だが黒クロ雪ユキ姫ヒメがさっと左手を伸ばし、立ち止まらせる。

「剣鬼ルースレス……いや、セントリー……いや、瀬利」

　二回言い直すと、黒雪姫はこほんと咳せき払ばらいし、続けた。

「私からも厚く礼を言う。本当に世話になった……なりついでに言うが、瀬利、お前、うちのレギオンに入れ」

「えっ」

　と声を上げたのは瀬利ではなくハルユキだった。セントレア・セントリーは孤こ高こうの大だい剣けん豪ごう、というイメージが強く頭に染しみついていて、ネガ・ネビュラスに勧かん誘ゆうすることなど思いつきもしなかったが、確かに加入してくれるならこれほど心強い存在もない。

　固かた唾ずを吞のんで見守っていると──。

「……黒クロ雪ユキ。私が昔、あらゆるレギオンからの誘さそいを蹴け飛とばし続けたこと、覚えていないわけじゃないでしょ？」

「無論。だが、かつてのお前は、《子》はもちろん弟で子しでさえも頑かたくなに作らなかったはずだ。主義を一つ枉まげたなら、二つ枉まげるも大きな違ちがいはあるまい」

　黒雪姫らしくはあるが直ちよく截せつすぎるその物言いに、瀬利が怒おこるのではないかとハルユキは内心慌あわてた。

　瀬利は、自分よりいくらか背が低い黒雪姫の顔をじっと見つめ──言った。

「それもそうね。じゃ、入るわ」

「えあ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を出してしまったハルユキに、瀬利と黒雪姫の視線が注がれる。

「なんじゃクロウ、儂わしがレギオンに入るのは嫌いやか？」

　加速世界用の《のじゃ口調》で瀬利にそう訊きかれ、フルスピードで首を左右に振り動かす。

「い、いえいえいえそんなこと全然！　あの、すっ、すっごく嬉うれしいです!!」

「ならばよい」

　頷うなずき、再び黒雪姫を見る。

「私はいまグローバル接続を切ってるから、加入操作は直結でいい？」

「いいとも。ハルユキ君、頼たのむ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが左手を差し出してきたので、ハルユキはローテーブルに載のっているＸＳＢケーブルを摑つかみ、ダッシュで渡わたした。

　二人のニューロリンカーが有線接続されると、黒雪姫が立ったまま「バースト・リンク」と呟つぶやく。両名が静止していたのは一いつ瞬しゆんで、すぐにケーブルを外し始めたので、ハルユキはほっと息を吐はいた。加入操作のついでに対戦しちゃうのでは……と危き惧ぐしたのだが、その場合は最低でも一秒は加速するはずだ。

　黒雪姫と瀬セ利リは無言で右手を差し出し、ぐっと握あく手しゆを交かわした。

　加速世界への復帰に続いてネガ・ネビュラスへの加入も果たした古いにしえの剣けん豪ごうは、ハルユキと綸リンにも頷うなずき掛かけると、無言のまま颯さつ爽そうとリビングのドアへ歩き始めた。

　その背中に向かって、綸がおずおずと呼びかけた。

「あの……、鈴スズ川カワさん、その格好で……帰るんですか？」

　ぴたりと立ち止まった瀬利は、タンクトップとショートパンツ姿の我わが身みを見下ろすと、振り向いて言った。

「有アリ田タ君、着き替がえるから洗面所を借りるわ」
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　冷静に考えれば、無制限中立フィールドから切断できたとしても、ハルユキ──シルバー・クロウの安全が確保されたわけではまったくない。ポータルから正常に離り脱だつしていないので、無制限中立フィールドにダイブすれば出現するのは東とう京きようグランキャッスル、ハイムヴェルト城のバルコニーであり、恐おそらく白の王に警告されたとおり、ダイブした瞬しゆん間かん目の前に立っているテスカトリポカの攻こう撃げきで即そく死ししてしまうのだろう。そして、きっちり一時間ごとに同じことが繰くり返かえされる。

　事実上の無限ＥＫ状態に置かれるのは、レベル４になって以来初めてのことだ。加速世界の本質である無制限中立フィールドに入れないのだ、と考えただけで呼吸が浅くなる。四方門に封ふう印いんされていた当時の謡ウタイやあきら、インティ落としに巻まき込まれた黒クロ雪ユキ姫ヒメの心の裡うちを慮おもんぱかろうとしたことはあるが、あたかも周囲の酸素が希き薄はくになってしまったかのような息苦しさは想像を超こえている。

　それでも、瀬セ利リと綸リン、黒雪姫を玄げん関かんで見送ってから自分の部屋に戻もどり、ベッドに倒たおれ込んだ途と端たん、ハルユキはスイッチが切れたように眠ねむりに落ちた。暖かくて柔やわらかな暗くら闇やみに包まれて、ひたすらに深く深く眠ねむり続けた。

　記き憶おくにはほぼ残らなかったが、寝ているあいだにハルユキは不思議な体験をした。

　夢──なのだろう。地平線まで果てしなく続く、不毛な荒こう野やをひたすらに歩いている。全身は酷ひどく傷つき、一歩踏ふみ出すごとに鈍にぶい痛みが走るが、足を止めることはできない。なぜなら後方で絶え間なく轟とどろく、重々しい地じ響ひびきに追い立てられているからだ。

　歩きながら、肩かた越ごしに後ろを見る。

　色のない荒こう野やの彼方かなたで、途と方ほうもなく大きなものが動いている。全身に赤黒い炎ほのおをまとう巨きよ人じん……大木のような足で踏ふみしだき、岩がん塊かいのような拳こぶしを振り下ろすたび、地面で色とりどりの閃せん光こうが瞬またたき、かすかな悲鳴が上がる。

　しばらく前まで肩かたを並べて戦っていた仲間たちが、巨きよ人じんに蹂じゆう躙りんされているのだ。ハルユキはその戦場から一人逃げてきてしまった。戻もどらないと……と思っても、両足は止まろうとしない。少しでも前へ。少しでも遠くへと、乾かわいた地面を蹴けり続ける。

　絶え間なく届いていた戦せん闘とう音おんが少しずつまばらになり、やがて静せい寂じやくが訪おとずれた。

　おそるおそる振り向くと、巨きよ人じんは完全に静止していた。

　足あし許もとに、動くものは見えない。殺さつ戮りくは終わったのだ。ハルユキが逃げ出した戦場で雄お々おしく戦った仲間たちは、一人残らず全ぜん滅めつしてしまった。

　始まりの時から予定されていた終わりの時。世界の終しゆう焉えん。

　彼方かなたで静止していた巨きよ人じんが、ゆっくりと首を回してハルユキを見る。

　無む貌ぼうの頭部に白く浮うかぶ同心円模様が、まるで一つ目のようにぎらりと輝かがやく。
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「──────っ!!」

　びくん、と自分の体が戦慄わなないたその振しん動どうで、ハルユキは目を覚ました。

　ベッドに横たわったまま、何度も瞬まばたきを繰くり返かえす。ホームサーバーに制せい御ぎよされたエアコンが室内の温度と湿しつ度どを完かん璧ぺきにコントロールしているはずなのに、額と胸むな許もとにじっとりと汗あせが滲にじんでいる。

　せわしなく脈打つ心臓が落ち着くのを待ちながら、どんな悪夢を見ていたのか思い出そうとしたのだが、頭の中には恐きよう怖ふと絶望、諦てい念ねんの余よ韻いんが苦い煙けむりのように漂ただよっているだけで、それもすぐに消えてしまった。

　詰つめていた息を吐はき、体を起こす。ニューロリンカーを外したままなのでデスクの上の時計を見ると、デジタル数字は午前十時七分を示している。ベッドに入ったのが六時頃ごろだったから、四時間しか寝ていない計算だ。

　それでも、寝たりないという感覚はなかった。考えてみれば、セントレア・セントリーとの修しゆ業ぎようの前に四時間ほど眠ねむったので、合計すれば八時間になる。黒クロ雪ユキ姫ヒメはハルユキがしっかり眠ねむれるようにレギオンのミーティングを午後三時に設定してくれたのだが、せっかく午前中に起きたのに二に度ど寝ねするのももったいない。

　悪い夢は見たにせよ、しっかり眠ねむったおかげか無限ＥＫの焦しよう燥そう感かんは無視できるほど薄うすらいでいた。ベッドから降りたハルユキは、まずはシャワーを浴びるべく着き替がえを用意してから部屋を出た。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩きながらニューロリンカーを装着すると、仮想デスクトップが立ち上がった途と端たん、ボイスコールの不在着信通知とメッセージやメールの着信通知が大量に流れていった。慌あわててチェックすると、ネガ・ネビュラスの仲間だけでなく、匿とく名めいメールアドレスで繫つながっている他レギオンのメンバーからも大量に連れん絡らくが入っている。彼らの目の前でテスカトリポカに攫さらわれてそれきりなのだから、状じよう況きようを知りたいと思うのは当然だ。

　たぶん黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コやチユリが代わりに返信してくれたはずだ──と思いつつもハルユキは廊ろう下かに立ったままメールアプリを開いた。【連れん絡らくが遅おそくなってすみません、僕はいまのところ無事です、詳しよう細さいな状じよう況きようは追ってお知らせします】と打ち込み、連れん絡らくしてきたバーストリンカー全員に一いつ斉せい送信する。

　再びリビングへと歩きながら、廊ろう下かの左側にある母親の寝しん室しつのドアを見ると、在室／就しゆう寝しん中ちゆうのホロタグが浮うかんだ。ハルユキが寝ているうちに帰宅したらしい。音がしないよう、そっと突き当たり右側のドアを開ける。

　明るいリビングに入った途と端たん、今度はテーブルの上にメッセージ・ウインドウが出現した。母親からの書き置きだ。近寄って読む。

【冷蔵庫にあったトルティーヤロール一つ頂いたわよ。明日の昼まで家にいるから、生徒会選挙のスピーチの草そう稿こう、できてたら見せてみなさい】

「……あー……」

　と呟つぶやきながらウインドウを消し、キッチンに移動。冷えた麦茶を一いつ杯ぱい飲んでから、リビングを出て浴室へ。

　熱いシャワーを頭から浴びながら、生徒会選挙について考える。

　ハルユキは約二週間前、同じ二年Ｃ組のクラス委員長である生イク沢ザワ真マ優ユウから、彼女とタクムと一いつ緒しよに次期生徒会役員選挙に出馬しないかと誘さそわれた。

　梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの生徒会選挙はやや特とく殊しゆで、普ふ通つうは生徒会長、副生徒会長、書記、会計の四役にそれぞれ候補者が立ち、投票も別個に行われるのだが、梅郷中では最初から四人がチームで立候補することになる。つまり、生徒会長にならんとする生徒のスタッフィング能力やマネージメント能力が選挙戦の段階から試ためされるわけだ。大手教育関連企き業ぎようが経営する学校ならではのルールと言える。

　その意味では、真優がタクムを選んだのはよく解わかる。剣けん道どう部ぶの二年生エースで学業成績も優ゆう秀しゆう、加えて温おん厚こう篤とく実じつで眉び目もく秀しゆう麗れいな彼なら、候補者として一点の瑕か疵しもない。翻ひるがえってハルユキは、成績そこそこ運動だめだめ弁べん舌ぜつもごもごのまんまるぽよーんである。真優に勧かん誘ゆうされた時は、どうして学年でいちばん適性がないであろう僕にと驚おどろいたり怪あやしんだりしてしまったのだが、文化祭でクラス展示のＡＲマッピング企き画かくをハルユキが独力でブラッシュアップしたことや、飼育委員会の委員長として活動していることなどを見ての人選だったらしい。

　とは言え、さすがに生徒会役員は荷が重すぎる──それ以前に、たとえ立候補しても自分が足を引っ張ってチームごと落選してしまうだろうと考えたハルユキは、最初は断るつもりだった。だが、タクムや黒クロ雪ユキ姫ヒメに相談して、考えを変えた。

　直接のきっかけになったのは、黒雪姫がハルユキに投げかけた一つの問いだった。

　──結果なき努力に意味があるのか……キミはいま、そう考えているんだろう。

　そう、ハルユキは幼い頃ころからずっと自分にそう言い続けてきた。何であれ、失敗して惨みじめな思いをするくらいなら最初からしないほうがいいと思い続けてきた。だが、加速世界での多くの出会いや出来事を経て、その後ろ向きな考えは少しずつ変わってきている。

　自分のために、誰だれかのために頑がん張ばる。ただ頑がん張ばりたいから頑がん張ばる。その積み重ねは、きっと無む駄だじゃない。

　だからハルユキは、終業式の前日、梅うめ郷さと中ちゆうの屋上で生イク沢ザワ真マ優ユウにイエスと答えた。

　引き受けたからには、真しん剣けんに取り組まねばならない。選挙運動が始まるのは二学期に入ってからだが、準備しておくべきことはたくさんある。母親の書き置きにあったスピーチの草そう稿こうも早めに用意したいし、何より四人目のチームメンバーを早さつ急きゆうに決める必要がある。真優は当然自分でも探すだろうが、ハルユキに「これって人がいたら教えてね」とも言っていた。連れん絡らくが来た時に、せめて一人は名前を挙げたいが──。

　などと考えつつ頭と体を洗い、泡あわを流すとハルユキは浴室を出た。自室に戻もどり、時刻を確かく認にんしてから制服を着る。書き置きアプリに、【委員会の仕事で学校に行ってきます、スピーチの原げん稿こうはもう少しかかりそう】とメッセージを残すと、再びキッチンへ。冷蔵庫を開けて、まだ三本残っているトルティーヤロールの皿から一本取る。

　ついでに上段の隅すみにある小さな保存容器も取り出し、反対側のシンクへ。トルティーヤロールをもぐもぐ齧かじりながら、容器を開けた途と端たん──。

「……あっ！」

　と小さく叫さけんでしまい、トルティーヤロールが口から落ちそうになった。危あやういところで咥くわえ直し、急いで食べながら容器の中を注視する。

　湿しめったガーゼの上に並んでいるのは、長径七ミリほどの薄うす茶ちや色いろの楕だ円えん体たい──さくらんぼの種だ。今月の七日にニコと黒雪姫が有アリ田タ家けを急きゆう襲しゆうしてきて突とつ発ぱつ的てきお泊とまり会が開かい催さいされたのだが、夕食後のデザートに母方の祖父が送ってくれたさくらんぼを出したところ、ニコが大いに気に入って、種を植えて育てようと言いだしたのだ。

　食用さくらんぼ、すなわち桜おう桃とうの木は基本的に接つぎ木きで育てるもので、種から栽さい培ばいするのは相当に難しい。発芽させるには《低温湿しつ層そう処理》というものが必要で、七月の外気温では絶対に不可能なので、洗っていったん乾かわかした十二個の種を湿しめらせたガーゼの上に並べて有アリ田タ家けの冷蔵庫に保管し、ハルユキが毎日慎しん重ちように水を足していたのだが──。

　今日までの二週間、うんともすんとも言わなかった種たちのうち三つの側面から、一見ゴミのように見える極ごく細ぼその根が数本ずつ顔を出している。真冬の寒さに二週間晒さらされた種が目覚め、発根したのだ。

「おお……やったじゃん……」

　と小声で呟つぶやいたが、実はここまでは数年前に試ためした時も成功している。当時は発根した種をベランダにあったポットに植えたのだが、土が古かったのか水をやり過ぎたのか、残念ながら発芽までは行かなかった。果たして今回はどうか──。

　ハルユキは、別のミニ容器に新たなガーゼを敷しくと、発根した三つの種をそっと移動させて上からもガーゼを被かぶせた。蓋ふたを閉め、しばし考えてから小型の断だん熱ねつ袋ぶくろに保ほ冷れい剤ざいと一いつ緒しよに入れる。水すい筒とうに麦茶と氷を詰つめ、玄げん関かんに移動すると、ウォールフックからボディバッグを取って断だん熱ねつ袋ぶくろと水すい筒とうをしまう。バッグを斜ななめに掛かけ、隣となりのフックに掛かかっていたキャップを被かぶり、メッシュスニーカーを履はいて、ゆっくり玄げん関かんドアを開ける。

　途と端たん、まだ午前中なのに顔を炙あぶるような熱気がむわっと押おし寄よせてきた。普ふ段だんならこのままドアを閉め直したくなるが、楽しみなことが一つあるだけで夏の暑さも何するものぞと思える。

　外そと廊ろう下かに出たハルユキは、背後でオートロックの施せ錠じよう音おんが軽かろやかに響ひびくのを聞きながら、エレベーターホールへと走った。




　なるべく日ひ陰かげを選んで歩いたのに、梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの校門に着くころには、ハルユキのシャツは汗あせでびっしょり濡ぬれていた。

　校門の内側でいったん立ち止まり、ボディバッグからタオルを出して顔と首筋を拭ふく。いくらか汗あせが引くまで待って、第二校舎──別名旧校舎の裏手へと向かう。

　校舎の壁かべと高い塀へいに挟はさまれた通路を歩いていくと、前方にぽっかりと開けた空間が現れる。梅郷中の敷しき地ちの角に人知れず存在する中庭、と言うより裏庭だ。二方向をコンクリートの塀へい、一方向を校舎の壁かべに囲まれているにもかかわらず、不思議と日当たりがいい。

　裏庭のいちばん北には、板張りの小屋が建っている。縦横四メートル、高さが二メートル半。校舎と比べれば果てしなく小さいが、床ゆか面めん積せきは十六平方メートルある計算なので、ハルユキの自室より広い。

　ハルユキが近づいていくと、その小屋の前で地面の落ち葉を掃はいていた生徒が、足音に気付いて顔を上げた。

「あれっ、イインチョじゃん。今日って来る日だっけ？」

　と声を掛かけてきた女子生徒は井イ関ゼキ玲レイ那ナ。ハルユキが委員長を務める梅郷中学校飼育委員会のメンバーである。

　校舎内で見かける時はなかなかのギャル度を誇ほこっている彼女も、緩ゆるくウェーブする髪かみを後ろでまとめ、白い指定キャップを被かぶって体操服を着ていると運動部系にも見えるから不思議なものだ。片手を持ち上げながら近づいたハルユキは、玲レイ那ナの前で立ち止まって答えた。

「ううん、僕は昨日が当番だったから、次は明日なんだけど……暇ひまだったから来てみた」

　こうしてつっかえずに話せるようになったのもそう昔のことではない。前は井イ関ゼキさんすごい怖こわかったのになぁ……とハルユキがこっそり感かん慨がいに浸ひたっていると、玲那が二回瞬まばたきしてから、何か思いついたようにニンマリ笑った。

「ヒマぁ？　イインチョ、あんだけオンナがいんだから夏休みにヒマなんかねーっしょ」

「オンッ…………い、い、いないよそんなの!!」

「アハハ、そうやってテンパってるほうがイインチョらしいし」

　玲那がからから笑った途と端たん、小屋の中からばさばさという音が聞こえた。

　小屋の前面に張られた網あみ越ごしに中を覗のぞくと、床ゆかに立てられた止まり木の上で、アフリカオオコノハズクのホウが翼つばさを大きく動かしている。怒おこったり不安になったりしているわけではなく、ホウなりに歓かん迎げいしているのだ、ということも最近解わかるようになってきた。

　梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの飼育委員会は、このホウの世話をするために先月立ち上げられたばかりの組織で、ハルユキが委員長になったのも半ばアクシデント的な成り行きだ。名めい簿ぼ上じようは玲那の他にも浜ハマ島ジマという男子生徒が所属しているのだが、活動初日に顔を出したきり一度も姿を見せない。本当は、委員長として何とかしなくてはいけないのかもしれないが、自分が浜ハマ島ジマのクラスに乗り込んでいって口頭で職しよく務む怠たい慢まんを咎とがめる場面を想像しただけで背筋に冷ひや汗あせが滲にじむ。

　当面は現行の態勢で頑がん張ばろう……とハルユキが前向きなのか後ろ向きなのか解わからない決意を固めていると、玲那が左手で額の汗あせを拭ぬぐった。

「つーか、今年は暑さエグいわー。ホウはこんな暑くて平気なわけ？」

「うーん、アフリカ原産だからそこそこ暑さには強いらしいんだけど、さすがにちょっと心配になるよね……」

　二人同時に、再び小屋の中を見る。止まり木のホウは、視線を感じたのか羽づくろいをやめ、オレンジ色の大きな目でハルユキたちを見返した。首をくりっと傾かたむける仕草が、「ごはん？」と言っているかのようなので、「ごめん、まだだよ」とテレパシーを送ってから玲那に視線を戻もどす。

「この小屋は広くて風が通るし、大きい水場もあるから、ホウの様子をこまめにチェックしてれば大だい丈じよう夫ぶじゃないかな……と思うけど、四シ埜ノ宮ミヤさんが来たら改めて相談してみるよ。今日は何時ごろ来る予定なの？」

「十一時半って言ってたからもう来るんじゃね？」

「そっか。じゃあ僕も掃そう除じ手伝うよ」

「わりーね、イインチョ」

　にかっと笑う玲レイ那ナの額に再び汗あせが宿っているのを見て、ハルユキはボディバッグから水すい筒とうを出すと差し出した。

「これ、麦茶だけど、良かったら飲んで。あ、コップ、まだ使ってないから」

「あはは、間接なんちゃらとか気にしねーし！」

　ハルユキの肩かたをバシッと叩たたき、玲那は水すい筒とうを受け取ると「あんがと」とキャップを回し始めた。そそくさとその場を離はなれ、いつも荷物置き場に使っている旧校舎裏口の階段にボディバッグを置く。近くの用具入れを開け、デッキブラシとマルチノズルつきホースを取り出す。

　飼育小屋脇わきの水道にホースを接続し、小屋に入ると、ホウに「掃そう除じするよー」と声をかけてから、止まり木の周囲に敷しいてある厚手の耐たい水すいシートを剝はがす。水浴び用の大型バードバスと一いつ緒しよに小屋の外に出し、床ゆかに水を撒まき始める。フンの大部分はシートが受け止めるのでほとんど汚よごれていないし、謡ウタイも「床ゆか掃そう除じは週一でいいですよ」と言っていたが、いつも綺き麗れいなほうがホウも気持ちいいはずだ。

　流した水を、土つち埃ぼこりや羽根と一いつ緒しよにデッキブラシで小屋の外に追い出していく。外から見れば大きい小屋ではないのだが、入ってみると四メートル四方は意外と広い。右手にブラシ、左手にホースを装備して、南北方向に往復し続ける。

　一心に作業を続け、天然木の床ゆか全ぜん面めんが焦こげ茶ちや色いろに濡ぬれた頃ころ、外で玲那の声が聞こえた。

「超ちようイインチョ、おつかれーっ」

《超ちよう委員長》の姿は見えないが、ハルユキの視界にチャットウインドウが開く。

【ＵＩ∨　こんにちは、井イ関ゼキさん】

　そのテキストが見えたはずもないのに、止まり木の上でホウがわさわさ羽ばたいた。

「今度こそごはんだぞ」

　フクロウに囁ささやきかけ、ブラシとホースを持って小屋を出る。

　玲那の前に立っていたのは、白いワンピース型の制服を着た四シ埜ノ宮ミヤ謡だった。梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの系列校、私立松まつ乃の木ぎ学がく園えん初等部に通う彼女を井関玲那が超ちよう委員長と呼ぶのは、そもそも梅郷中の飼育委員会が設立されたのが謡の要よう請せいによるものだからだ。

　謡は、熱ねつ中ちゆう症しよう対策の白い鍔つば広びろ帽ぼう子しを少し持ち上げ、小屋から出てきたハルユキを見て大きな瞳ひとみを瞬しばたたかせた。

【ＵＩ∨　あれ、有アリ田タさんの当番は明日だと思いましたが】

「うん、そうなんだけどね……」

　夏休み中も当然ホウの世話はしなくてはならないが、飼育委員は他校生の謡を入れても三人しかいないので、当番が三日に一度回ってくる──と思いきや実際にはハルユキと玲那が一日おき、謡は毎日世話をしに来ている。なぜなら、いまのところホウに餌えさを食べさせられるのが謡だけだからだ。彼女が近くにいればハルユキの手からも食べてくれるのだが、それでは結局謡は休めない。ゆえにハルユキも、夏休み中は当番日でなくとも可能な限り世話をしに来ようと決めている。

　という思考を隠かくしつつ、ハルユキは先刻と同じ言葉を口にした。

「暇ひまだったんで、手伝いに来たんだ」

【ＵＩ∨　そう、なのですか】

　と一いつ瞬しゆんでタイプした謡ウタイが、ホロキーボードから離はなした両手を胸の前で握にぎり合わせ、わずかに顔を曇くもらせた。

　その理由を、少し遅おくれてハルユキは察した。

　謡──アーダー・メイデンは、無制限中立フィールドの北きたの丸まる公こう園えんで、シルバー・クロウがテスカトリポカに連れ去られるところを目まの当あたりにしている。その後、黒クロ雪ユキ姫ヒメか楓フウ子コから、ハルユキは緊きん急きゆう切断できたのでさしあたって危険はないという連れん絡らくがあったはずだが、具体的にどのような状態に置かれているのかはまだ知らないのだ。

　ハルユキは、ブラシとホースを放り出して数歩前に出ると、謡の小さな両手を自分の両手で包つつみ込んだ。

「あの、メイ……四シ埜ノ宮ミヤさん、僕は大だい丈じよう夫ぶだから。心配かけてごめん……でも、本当に大だい丈じよう夫ぶだから」

　すると謡は、一いつ瞬しゆん両目を見開いてから、少しばかり頰ほおを赤らめつつ頷うなずいた。何かを言おうとするかのように唇くちびるが震ふるえるが、声は出てこない。後天性の運動性失しつ語ご症しようを患わずらう謡は現実世界では肉声で喋しやべれず、ブレイン・インプラント・チップＢＩＣを経由したチャットで会話しているのに、ハルユキに両手を握にぎられているせいでタイプできないのだ。

「あっ……ご、ごめん！」

　謝あやまりつつ手を離はなし、飛とび退のく。重ねて謝罪しようとしたのだが、謡は開いた両手でハルユキを制し、微笑ほほえみながら頷うなずいた。ほっと息を吐はく間もなく、右後方から玲レイ那ナの声が響ひびく。

「おいおいイインチョ、小学生にセクハラはいかんだろー」

「セ……し、してないよそんなの！」

　にやにやしている玲那に全力で抗こう弁べんすると、ハルユキはブラシとホースを拾い上げた。もう一度謡を見やり、「詳くわしいことはミーティングで説明するから」と念波を送って、小屋に引き返す。

　小屋から出した耐たい水すいシートとバードバスを立りつ水すい栓せんの前まで運び、シートを地面に広げてからマルチノズルをジェット水流に変えて、汚よごれを洗い流す。撥はつ水すいコートされたシートはすぐ綺き麗れいになるので、そのまま日光に当てて乾かわかす。続いてバードバスもスポンジで丁てい寧ねいに洗う。

　ハルユキがその作業をしている間に、玲那も落ち葉掃はきと草むしりを終えた。二人で道具を片付け、小屋の前に戻もどると、謡が左ひだり腕うでに革かわのファルコングローブを装着しているところだった。小屋の中では、今度こそご飯タイムを確信したホウが盛さかんに羽を打ち鳴らしている。

　グローブの装着を終えた謡、餌えさが入った大型容器を持った玲那、乾かわいた耐たい水すいシートを抱かかえたハルユキが順に小屋に入ると、ホウが止まり木から飛び立った。縦横四メートルの小屋の中を時計回りに三周し、謡ウタイが掲かかげた左ひだり腕うでにふわりと止まる。待ちきれないというように嘴くちばしを動かすフクロウの頭を、謡は右手の指先で優やさしく撫なでる。

　隣となりに立った玲レイ那ナが保ほ冷れい容よう器きを開け、謡の胸の高さで保持した。中にはビニール袋ぶくろに包まれた赤黒い生肉と、樹じゆ脂し製せいのピンセットが入っている。謡が右手でピンセットを持ち、肉にく片へんを一つ挟はさんで口くち許もとに近づけると、ホウが勢いよく食いついて丸まる吞のみにする。

　ホウの餌えさはマウスかヒヨコかウズラの生肉で、謡が丸ごと冷れい凍とうされたものを購こう入にゆうして自分で捌さばいている。今日は色合いや形状からしてウズラの肉らしい──ということくらいはハルユキにも解わかるようになってきたが、まだ捌さばける気はまったくしない。以前、解かい凍とうしただけのマウスを小刀で細く裂さくところを見せてもらったのだが、ハルユキは目を逸そらさないようにするのが精いっぱいだった。謡に休みの日を作るには、その作業と給きゆう餌じを一人でできるようにならなければいけないのだが──。

　そんなことを考えながら餌えさやりを見守っていると、不意に玲那が小声で言った。

「あのさ、超ちようイインチョ……謡っち。あたしも、やってみていいかな」

　謡が手を止め、玲那を見上げる。すぐに温かな笑えみを浮うかべ、大きく頷うなずく。

　差し出されたピンセットを受け取ると、玲那は小ぶりな肉にく片へんをつまみ、慎しん重ちような手つきでホウの口くち許もとに近づけた。

　いままでは盛さかんな食欲を発揮していたホウが、さっと顔を逸そらす。大きな目で玲那を見上げ、威い嚇かくするように全身の羽う毛もうを膨ふくらませる。

　ホウは以前、どこかの家で飼われていたのだが無責任にも捨てられてしまい、松まつ乃の木ぎ学がく園えんの庭にうずくまっていたところを謡に保護された。自分から逃げたのではない。改正動物愛護法によってほぼ全てのペットへの皮下封ふう入にゆうが義務づけられている個体識別用マイクロチップを、刃は物ものでえぐり取られた傷があったからだ。

　以来ホウは、死にかけていた自分を助けてくれた謡以外の人間を信用しなくなってしまった。最近になってハルユキの手からも餌えさを食べてくれるようになったが、それも謡の腕うでに止まっている時だけだ。

　威い嚇かくを続けるホウを見て、玲那は「だめかー」と呟つぶやきながら餌えさを容器に戻もどそうとした。だが謡がさっと右手を動かし、励はげますように玲那の背中に触ふれる。左ひだり腕うでのホウを見つめ、唇くちびるをかすかに震ふるわせる。

　どんなにかもどかしいだろう、とハルユキは改めて思った。こんな時も、謡はホウにも玲那にも言葉を掛かけられない。言葉の形に口を動かすことすらできないのだ。例外的に可能なのは、加速コマンドを無声音で唱えることだけ。

　代わりにホウに語りかけたい──と思ったが、ハルユキは口を引き結び続けた。謡はいま、喋しやべれずとも懸けん命めいにホウとコミュニケートしようとしている。そこに割わり込むような真ま似ねをするべきではない。

　やがて──。

　丸く膨ふくらんでいたホウの羽う毛もうが、ゆっくりと元に戻もどり始めた。前ぜん傾けいしていた体も、少しずつまっすぐになる。何度も瞬まばたきをしながら、検分するように玲レイ那ナの顔を見上げる。

　玲那の背中に触ふれたままだった謡ウタイの手が、合図するように軽く動いた。玲那が、おずおずと右手を持ち上げ、再び肉にく片へんをホウに近づける。

　今度は顔を逸そらすことも、威い嚇かくすることもなかったが、すぐに食べようともしない。玲那を、というより自分を試ためそうとするかのように、体を前後に揺ゆらし続ける。その動きが突とつ然ぜん止まり、首を少し傾かたむけると──ぱくっ、と肉をついばみ、吞のみ込んだ。

　謡が再び右手を動かす。玲那はハッとしたように背筋を伸ばすと、ピンセットに新しい肉を挟はさんで差し出す。もう躊躇ためらう様子もなく、ホウが肉を咥くわえ取る。

　よかった、と息を吐はき出しながら、ハルユキは玲那の横顔を見た。

　すると、目め尻じりから頰ほおを伝う小さな雫しずくが見えた。逆光になっているが間ま違ちがいない……玲那は、微笑ほほえみながら涙なみだを零こぼしている。
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　声も出せずその光景に見入っていたハルユキは、不意に思った。

　──井イ関ゼキさんを誘さそってみよう。

　生徒会選挙の立候補チームの、まだ決まっていない四人目。先に生イク沢ザワ真マ優ユウに相談する必要があるし、玲レイ那ナが引き受けてくれるかどうかも定さだかでないが、それでもハルユキは玲那と一いつ緒しよに選挙戦を戦ってみたい……もし当選できたら、一いつ緒しよに生徒会活動をしたいと思ったのだ。

　真マ優ユウは以前、四人目をどうするかという話になった時、『有アリ田タくんや黛マユズミくんみたいに尖とがったところがある人がいい』と言った。驚おどろいたハルユキが、『タクはともかく、僕には尖とがったところなんてない』と応じると、真優は真顔で反はん駁ばくした。

　──誰だれだって自分だけの何かを、人と違ちがうところを持ってる。でも、それを表に出すのは難しい。大事なのは、自分が好きなこと、自分にできることを、ちゃんとやれるかどうかだと思う。

　井イ関ゼキ玲那は、自分を偽いつわらない人だ。一いつ緒しよに飼育委員会で活動するようになってまだ一ヶ月しか経たっていないし、活動と無関係な話をしたこともほとんどないが、それだけは確信できる。

　やがて、お腹なかがいっぱいになったホウが謡ウタイの腕うでから飛び立ち、小屋の中を今度は反時計回りで飛んでから止まり木に戻もどった。そこで玲那はやっと自分が泣いていたことに気付いたのか、左ひだり拳こぶしで頰ほおを拭ぬぐいながら謡とハルユキを見て、「へへへ」と照れくさそうに笑った。




　午後一時。

　全ての仕事を終えた三人は、冷たい麦茶を分け合って飲み干し、裏庭でそのまま解散した。

　更こう衣い室しつに向かう玲那を見送ったハルユキが、いよいよ真夏らしくなってきた晴天を見上げて「うへー」と思っていると──。

【ＵＩ∨　有アリ田タさん、本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか？】

　という文章が視界に浮うかび、ハルユキは慌あわてて左に向き直った。

　すると、謡が鍔つば広びろ帽ぼう子しの下からじっとハルユキを見上げていた。漆しつ黒こくの瞳ひとみには、案じるような光が宿っている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、本当に。いまのとこ、一ポイントも減ってないから」

　急いでそう答えたが、謡の顔は晴れない。両手の指が、素す早ばやく空中を叩たたく。

【ＵＩ∨　でも、緊きん急きゆう切断したということは、監かん禁きん状態から脱だつ出しゆつできたわけではないんですよね？】

　少し迷うように指を止め、再びタイプする。

【ＵＩ∨　フーねえから、詳しよう細さいは三時のミーティングで、と言われていますし……いま説明をお願いしても二度手間になってしまうことは解わかっているのですが、正直、不安で仕方ないのです。こうしているいまも、私たちに見えないところで、何か取り返しのつかないことが進行しているような気がして……】

「…………」

　すぐには答えられず、ハルユキは軽く唇くちびるを嚙かんだ。

　二度手間などまったく問題ではない。謡が安心できるならこの場で詳くわしく説明したいが──実のところハルユキも、自分が置かれている状じよう況きようを把は握あくしかねているのだ。

　事実上の無限ＥＫ状態、それは間ま違ちがいない。だが問題は、なぜ白の王がハルユキを拉ら致ちし、多くのことを語って聞かせたのか、だ。何を知ろうとハルユキがネガ・ネビュラスと黒の王を裏切るわけがないのだから、そんなことをしても白の王には何の利益もない。全損させたいのなら、悠ゆう長ちように話などせず、即そく座ざに殺すこともできたはずなのに。

　軽く頭を振り、ハルユキは言った。

「四シ埜ノ宮ミヤさん、心配かけてごめん。でも、白の王は僕を東とう京きようグランキャッスルに連れていっただけで、そこで何かされたわけでもないし……脱だつ出しゆつできるかどうかはまだ解わからないけど、差さし迫せまった危険がないのは確かなんだ」

　すると謡ウタイは、きゅっと眉まゆを寄せた。

【ＵＩ∨　東とう京きようグランキャッスル、ですか？　なぜそんなところに？】

「さあ……どうやら全体がオシラトリの拠きよ点てんになってるみたいだったけど……」

　そう答えたハルユキが、空から見たグランキャッスルの全景を思い出そうとしていると──。

　背後からたたっと小刻みな足音が聞こえて、玲レイ那ナが忘れ物でも取りに来たのかと振り向いた、その途と端たん。

　ずどーん！　と腹部に衝しよう撃げきが走り、ハルユキは「ぐえっ」と呻うめいた。尻しり餅もちをつく寸前でどうにか踏ふみとどまり、見下ろすと、胃のあたりに食い込んでいるのは、見事な赤毛を黒いリボンでツインテールに結ゆった小さな頭だった。この色合いを見み間ま違ちがえるはずがない。

「に……ニコ!?」

　呼びかけた途と端たん、頭が勢いよく上を向く。光の加減によって緑にも赤茶にも見える瞳ひとみには、うっすらと涙なみだが宿っている。

「お兄ちゃん……あたし、すっごく心配したんだからねっ！」

「え、あ、う……」

　久々の《天使モード》に直ちよく撃げきされ、脳が動作停止しかけたハルユキに、ニコこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コはさらに三秒近くもうるうるした視線を浴びせてから──突とつ然ぜん、ニカッとまったく逆ベクトルの笑えみを浮うかべた。

　体を離はなし、一歩下がって両手を腰こしに当てる。別人と思えるほどピッチの下がった声で、

「なんだ、案外元気そーじゃん」

「はー…………」

　長々と息を吐はいてから、ハルユキは答えた。

「元気だし、アバターも無事だよ。ていうか……ニコ、なんでここに？」

「なんでって、アンタが連れん絡らくしてきたんだろ」

　肩かたをすくめてそう答えると、ニコは謡に歩み寄った。

「よっ、メイデン、今朝はお疲つかれ！」

【ＵＩ∨　はい、ニコさんもお疲つかれ様さまなのです】

「あのあとちゃんと寝れたか？　あたしはイマイチ寝ね不ぶ足そくでさー」

【ＵＩ∨　実は私もです。ほぼクーさんのせいですが】

「だよなー。無事っつわれても気になるよなあ」

　チャットと肉声で会話をする二人を、ハルユキは少し離はなれたところからぼんやり眺ながめた。

　謡ウタイと同じく、ニコも学校の制服姿だ。白い半はん袖そでブラウスに、紺こん色いろのサスペンダースカート。考えてみればこの二人には、共通点が色々とある。学年は違ちがえど小学生バーストリンカーで、高こう彩さい度どな《遠えん隔かくの赤》。対戦すれば高度な射しや撃げき戦せんが繰くり広ひろげられると思うが、ハルユキはニコと謡の一対一の通常対戦は見たことがない。

　──まあ、メイさんはレベル７で、ニコはレベル９だもんな。いまさら普ふ通つうの対戦とかする理由もないよな……。

　などと考えていると、挨あい拶さつを終えたニコがハルユキを見て言った。

「んじゃ、やるか！」

「え……やるって、何を？」

「おいおい、さっきも言ったけど、連れん絡らくしてきたのはハルユキだろ！」

「え、あ、まあ、そうだけど……」

　確かにハルユキは、家を出てから学校に着くまでのあいだに、ニコに【さくらんぼの種が発根したから学校に植えてみるね】というメールを送った。だがそれはあくまで──。

「あれはただの報告のつもりで、ニコを呼び出したわけじゃ……」

「アァ!?　さくらんぼのタネ取って育てよーぜって言ったのあたしじゃん！　だったらあたしがいなきゃ始まんねーだろ！」

「そ、そうかなあ～……」

　と呟つぶやきつつ謡を見たが、ネガ・ネビュラスの最年少メンバーにして最大級の良識を持つ少女は、にこっと微笑ほほえんでエアタイプした。

【ＵＩ∨　経けい緯いがよく解わかりませんが、なんでも一いつ緒しよにやったほうが楽しいのです】

「だよな！　ほれ、とっとと植える場所決めようぜ！」

　ニコにお腹なかをぽよぽよ押され、もはや頷うなずくしかないハルユキだった。




　保ほ冷れい容よう器きに並んだ三つの種を見たニコが、嬉うれしそうに「おー、根っこ出てるじゃん」と声を上げる傍かたわらで、ハルユキは種を植える場所を探した。

　ネットで調べたところ、野菜の種を発芽させるにはセルトレイという凹へこみがたくさん並んだパネルと成分調整済みの専用培ばい土どを使うのが一いつ般ぱん的てきらしいが、苗なえを大量生産するわけではないし、野菜用の培ばい土どがさくらんぼの種に適合するかどうかも解わからない。今回はテストプレイ……ではなくテストプラントと割り切って、ひとまず植えてみるしかないだろう。

　あれこれ考えつつ地面を見回していると、視界にチャット窓が浮うかんだ。

【ＵＩ∨　有アリ田タさん、ここはどうでしょう？】

　顔を上げると、謡ウタイが飼育小屋の南西側、コンクリート塀べいの根元あたりを指差していた。小走りに近寄ると、塀へいの根元には、いままでまったく気付かなかったが自然石のブロックを並べた花か壇だんらしきものがいくつか造成されている。一つの大きさは、幅はば八十センチの奥おく行ゆき五十センチほど。かなりの大きさなのに目に入らなかったのは、表面が雑草に覆おおわれてしまっているからだ。

　花か壇だんの前に立ち、空を仰あおぐ。すぐ西が塀へいなので午後は日差しが遮さえぎられるが、朝から昼頃までは日当たりも良さそうだ。考えてみればこの季節、一日中陽光に晒さらされていると土の温度が上がりすぎてしまう気もする。

「うん、いいんじゃないかな。草取りをしないとだけど」

「そんなの手分けすればすぐだろ！」

　と、いつの間にか隣となりにいたニコが叫さけび、しゃがみ込むと両手で雑草を抜き始めた。僕以上にせっかちだよなー、と思いながらハルユキも作業に加わる。謡もニコの反対側で、手て際ぎわよく草を根から抜いていく。

　数分で、花か壇だんは黒い土を露あらわにした。湿しめり気けも団だん粒りゆう化かの具合もなかなか良さそうだ。十五センチほど間かん隔かくを取って三つ穴を開け、右を見る。

「じゃ、ニコが種を植えてよ」

「せっかく三人いるんだから、いっこずつ植えようぜ」

　ニッと笑いながらそう言うと、ニコは保ほ冷れい容よう器きから種を一つ取り、いちばん右側の穴にそっと落とした。ハルユキが真ん中の穴に、謡が左の穴に種を植え、ふんわりと土を被かぶせる。

　用具入れからじょうろを出してきて、花か壇だん全体をたっぷりと湿しめらせると、土と水の匂においが濃のう密みつに漂ただよった。加速世界にも《原始林》や《草原》といった木属性ステージは色々あるが、土地の命そのもののようなこの匂においまでは再現されていない。

　ハルユキは、無言で濡ぬれた土を眺ながめているニコの横顔をちらりと見てから、小声で言った。

「……ニコ、水を差すようだけど、さくらんぼの種の発芽は本当に難しいんだ。根が出たのも十二個中三個だけだったんだし、今回はテストと思ってたほうが……」

「……わーってるよ」

　ニコがぽつりと零こぼした呟つぶやきを受け止めるかのように。

【ＵＩ∨　でしたら、三人で心しん意いを込めましょう】

　というテキストが視界に浮うかんだ。

　驚おどろいて左を見ると、謡がにっこり笑って指を動かした。

【ＵＩ∨　ハイランカー三人の心意が合わされば、きっと芽が出るのです】

「い……いや、僕、まだレベル６だし……」

「ケンソンすんなって」

　笑いを含ふくんだニコの声に、首を右に動かす。途と端たん、脇わき腹ばらをぶにっとつつかれる。

「ハルユキの心しん意いパワーはもう王クラス……いや、王は言い過ぎか。デカレギオンの幹部集団クラスはあんだろ」

　幹部集団──と言えばプロミネンスの《三獣士トリプレツクス》やグレート・ウォールの《六層装甲シツクス・アーマー》、それにネガ・ネビュラスの《四元素エレメンツ》のことだ。その誰だれもがハルユキにとっては雲の上の存在であり、心しん意い力りよく比べはもちろんノーマルな対戦でもまともな勝負ができる気さえしない。

「あるわけないよ……ないけど……」

　ぶんぶん首を横に振ってから、ハルユキは続けた。

「でも、芽が出たら僕も嬉うれしいから……一いつ生しよう懸けん命めい心意を込めるよ」

「よっしゃ」

　ニコが、ハルユキの脇わき腹ばらから離はなした左手を差し出してくる。右手で握にぎり返かえし、謡ウタイが伸ばしてきた右手を左手で握にぎる。

　二人と手を繫つないだハルユキは、花か壇だんの前で目を閉じ、一心に念じた。小さな種から芽が出て、すくすくと育って、立派な桜おう桃とうの木になって……いつか実をつけるその日にも、こうして二人と一いつ緒しよにいられますようにと、心から願った。




　飼育小屋に来るのは初めてのニコがホウに挨あい拶さつしている間に、ハルユキは飼育委員会の日報ファイルを開き、活動内容を記入すると──もちろんニコの急きゆう襲しゆうには触ふれなかったが──学内ネットにアップロードした。

　荷物をまとめ、前庭まで移動する。時刻は午後一時四十分──レギオンの全体ミーティングまではあと一時間二十分ある。

「そういえば……ニコはどうやってここまで来たの？　パドさんのバイク？」

　ハルユキが訊たずねると、赤の王はひょいと肩かたを上下させた。

「うんにゃ、バス。パドは店に出てっからさ……レギオン・ミーティングには休きゆう憩けい時間を合わせるって言ってたけど」

「そっか……」

　赤のレギオンのナンバー２、《血まみれ仔猫ブラツデイ・キテイ》ブラッド・レパードこと掛カケ居イ美ミ早ハヤは、練ねり馬ま区く桜さくら台だいに店てん舗ぽを構える洋よう菓が子しの名店《パティスリー・ラ・プラージュ》で見習いパティシエール兼けんウェイトレスをしている。通っている高校は夏休みでも、お店が閉まるのは定休日だけだ。ハルユキは以前、メイド風の制服を着たままの美早にバイクで送そう迎げいしてもらったことがあるが、休きゆう憩けい時間でもそうそう店を抜け出すわけにはいかないのだろう。

「だったら、帰りもバスだね。バス停まで送るよ」

　そう言ったハルユキに、ニコが不満そうな顔を向けてくる。

「あれ、ハルユキん家チ行っちゃだめなのか？　あたしそのつもりで寮りようのシステムに外がい泊はく許可証ぶっこんできたんだけど」

「うえ!?　また何も言わずにそんな……。明日の昼まで、母さんが家にいるんだよ……」

「あー……」

　ニコが微び妙みような表情で黙だまり込む。さすがに、会ったこともないハルユキ母がいるところに乗り込むのはハードルが高いのだろう。それにハルユキも、ニコとの関係をどう説明していいのか解わからない。

　二人がウーンと考え込んでいると、謡ウタイが軽く首を傾かたむけてから空中を叩たたいた。

【ＵＩ∨　でしたら、ニコさんは私の家に泊とまりますか？】

「「え？」」

　ニコとハルユキの口から、同じ間投詞が発せられる。ぱちぱちと瞬まばたきしたニコが、首をすくめながら訊たずねる。

「い……いやでも、メイデンちもオヤゴサンがいるんだろ？」

【ＵＩ∨　いえ、祖父と父と母と兄は地方公演中でしばらく帰りません。家にいるのはばあやだけなので、友達が泊とまると説明すれば大だい丈じよう夫ぶです】

「そ、そっか……」

　何度かリアルで交流する機会はあったので、すでに謡が能楽師の家の子であることは知っているのだろう。しかしそれでも気き後おくれは消えないらしく、何やらもじもじしているニコを謡はしばらく見守っていたが、やがてハルユキを見上げて──。

【ＵＩ∨　せっかくですし、有アリ田タさんも一いつ緒しよにどうですか？】

「ふえ!?　ぼ、僕も!?」

【ＵＩ∨　お母様には、飼育委員会の合宿をすると説明したらいかがでしょう。実際、ホウさんのことでご相談もありますし】

　滑なめらかに綴つづられるテキストを見て、ハルユキは本気で感心してしまった。確かにそれなら噓うそにはならないし、遊びにいく感も大おお幅はばに低減できる。さすがは臨りん機き応おう変へん活かつ殺さつ自じ在ざいな楓フウ子コ師し匠しようのパートナーだなあ、と思いながら頷うなずく。

「うん、それなら大だい丈じよう夫ぶそうだけど……でも、ほんとにいいの？」

【ＵＩ∨　もちろんなのです。ニコさんもそのほうが嬉うれしいでしょうし】

　と謡が入力した途と端たん、なぜかニコはハルユキの背中をバシーンとひっぱたいた。

「そっ、そんなんじゃねーって！　あたしはただ、人数多いほうが楽しいかなって……いいよもう、そうと決まったらさっさと行こうぜ！」

　赤いリュックを背負い直したニコが、足早に校門へと歩き始める。ハルユキと謡は一いつ瞬しゆん笑えみを交かわしてから、ぴこぴこ揺ゆれるツインテールを追いかけた。
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「ほれ、ハラに力を入れる！」

　まんまるぽよーんなお腹なかをぺちんと叩たたかれ、ハルユキは「はひっ」と声を上げつつ腹筋に力を込めた。

　背中から回された紐ひもが、臍へそのすぐ下あたりでちょうちょ結びにされる。ハルユキが両手で持っていた布がぴんと引かれ、腰こしの前に垂らされる。

「これでできあがり。どうだい、褌ふんどしは気合いが入るだろ？」

　立ち上がりながらそう言ったのは、六十代半ばと思おぼしき女性。塩シオ見ミさんという、四シ埜ノ宮ミヤ家けの《ばあや》だ。鶴つるのようにすらりとした長身に、銀色がかった灰色の着物がよく似合っている。いっぽうハルユキは、裸はだかに白い褌ふんどしを締しめただけ。

　謡ウタイ、ニコと一いつ緒しよに杉すぎ並なみ区く大おお宮みやにある四埜宮家を訪おとずれたハルユキは、謡の勧すすめで最初にお風ふ呂ろを使わせてもらった。もちろん最後でいいと言ったものの、三人の中で汗あせだくなのはハルユキだけだったので断り切れなかったのだ。

　まるで高級旅館のような総そう檜ひのき造づくりの浴室で気分良く汗あせを流したハルユキは、脱だつ衣い所じよではたと困ってしまった。ホウの世話を終えたらまっすぐ家に帰るつもりだったので、着き替がえを持っていない。やむなく湿しめった下着と制服を再び身につけようとしたところ、どちらも消しよう滅めつしていた。えーっと慌あわてた時、脱だつ衣い所じよの外から女性の声で、棚たなに用意してある着き替がえを使うようにと指示されたというわけだ。

　問題は、その着き替がえが浴衣ゆかただったこと。

　正確には、下着が生まれて初めて触ふれる褌ふんどしだったことだ。

　とりあえずニューロリンカーで褌ふんどしの締しめ方を検けん索さくし、見よう見まねで装着してみたのだが、その途と端たんに「失礼しますよ」と入ってきた塩見さんに「ユルユルじゃないか」と駄だ目め出だしされ、有う無むを言わせず紐ひもを締しめ直されてしまったというわけだ。

　脳のキャパシティを超こえた状じよう況きようにハルユキが呆ぼう然ぜんとしていると、塩見さんは藍あい染ぞめの浴衣ゆかたと芥子からし色いろの兵へ児こ帯おびも手て際ぎわよく着付けをしてくれた。

「あ……ありがとうございます」

　礼を言うハルユキの肩かたを、骨張った手がぽんと叩たたく。

「これからも、謡嬢じようちゃんと仲良くしとくれよ」

　続けて何かを言おうとしたようだが、塩見さんは閉じた口に温かい微笑ほほえみを浮うかべ、脱だつ衣い所じよを出ていった。

　ドライヤーで髪かみをざっと乾かわかし、長い廊ろう下かを歩いて謡の部屋に戻もどると、謡とニコはハルユキの浴衣ゆかた姿すがたをああだこうだと講評してから一いつ緒しよに汗あせを流しにいった。時刻は午後二時二十三分。女子のお風ふ呂ろは長いものだ、と以前チユリが言っていた気がするが、三時のミーティングまでには戻もどるだろう。

　謡ウタイの自室に入るのは二度目だ。畳たたみ敷じきに砂すな壁かべの純和室だが、さすがにエアコンは設置されている。小さな座ざ卓たくの周りには、上等そうな座ざ布ぶ団とん。前回は三分でギブアップしてしまったので、「今度こそ」と思いながら正座する。

　道すがら、母親に飼育委員会で合宿をするむねメールしておいたが、まだ就しゆう寝しん中ちゆうらしく返事はない。珍めずらしく明日の昼まで家にいると書き置きにあったので、顔を見ることはできるにしても、生徒会選挙のスピーチ草そう稿こうを準備するのは無理そうだ……と考えてから思い直す。せっかく添てん削さくしてくれると言うのだから、その気持ちを無む駄だにしたくない。

　正座したまま、仮想デスクトップにエディターアプリを立ち上げる。ホロキーボードに指を置き、点てん滅めつするカーソルを見つめる。だが、最初のひと言が出てこない。

　生徒会選挙のスピーチについて相談した時、母親は言った。なんでも言いたいことを言えばいいのだ、と。

　それに対して、言いたいことが見つからないのだとハルユキが答えると、ならあんたは何のために役員になるのかと問われた。あれこれ長々と考えてから、ハルユキは胸むねの奥おくにある素す直なおな気持ちを吐と露ろした。

　──僕は、ただ、何かをしたいと思ったんだ。いままでの自分にできなかった、何かを。

　すると母親は、淡あわく微笑ほほえみながらハルユキを諭さとした。

　──じゃあ、それを伝えればいいわ。演説でいちばん大事なのは、聞いている人の心にどれだけ届くかよ。ご大層なマニフェストをただ並べても、聞き手の耳を滑すべっていくだけだわ。

「……心にどれだけ届くか……」

　呟つぶやき、指を動かす。Ｂのキーに触ふれ、少し躊躇ためらってから押す。次のキー、その次のキー。友達へのメールなら、謡には遠く及およばないにせよブラインド・タッチで高速タイプできるのだが、いまは分厚い手て袋ぶくろをしているかのように動きがぎこちない。

　それでも、十秒かけて打ち込んだ一文を、ハルユキはじっと見つめた。

【僕は、自分が嫌きらいです】

　途と端たん、これを聞いた生徒たちの大半が思うであろう、「なら好きになれるよう努力しろよ」という声が脳のう裏りに響ひびいてバックスペースキーに手が伸びる。だが、文章を消し去る寸前でなんとか堪たえ、次の文章を打ち込む。

【嫌きらいすぎて、自分のことを見るのも考えるのもいやで、昔からずっと目を背そむけてきました。どこにいても、何をしていても、目立たないように、話しかけられないようにって、そんなことばかり考えていました】

　本当に、こんなことを全校生徒に聞いてほしいのか。痛々しい告白で皆みなを不快にするくらいなら、聞き心ごこ地ちのいいマニフェストを並べたほうがいいのではないか。だが、言葉はハルユキの中から次々に溢あふれ出してくる。

【そんな僕を、気き遣づかってくれる友達もいました。でも僕は、友達のことさえ信じられなかった。差し出された手を払はらいのけたことも、酷ひどい言葉を投げつけて逃げてしまったこともあります。正直、こうして皆みなさんの前で演説しているいまも、芯しんのところはぜんぜん変わっていません。いますぐ走って逃げたいし、自分に生徒会役員が務まるとも思えない。それでも……】

　──それでも。

　──それでも、変わりたいと思った。思えたんだ。

　分ぶん岐き点てんがどこだったのかは定さだかでない。黒クロ雪ユキ姫ヒメにＢＢプログラムをもらった瞬しゆん間かん、初めて加速世界の空を飛んだ瞬しゆん間かん、ダスク・テイカーとの激げき闘とうに勝利した瞬しゆん間かん、災さい禍かの鎧よろいの支配を打ち破った瞬しゆん間かん、飼育小屋の掃そう除じをやり遂とげた瞬しゆん間かん、クラス展示の改修を買って出た瞬しゆん間かん、あるいは生徒会選挙への誘さそいを承しよう諾だくした瞬しゆん間かん……。

　たぶん、明確な分ぶん岐き点てんなどというものはないのだろう。

　多くの出会いと多くの出来事、多くの悲しいことと嬉うれしいことが、少しずつ、少しずつハルユキを変えた。自分と向き合いたい、自分を信じたいという気持ちが、硬かたく凍こおり付ついた種が芽め吹ぶくようにゆっくりと大きくなって、丸めていた背中を伸ばしてくれた。

　たとえ、テスカトリポカの無限ＥＫから脱だつ出しゆつできなくても。

　東とう京きようグランキャッスルでポイント全損し、バーストリンカーでなくなるのだとしても。

　この気持ちだけはなくさない。加速世界の記き憶おくを失い、ただの有アリ田タ春ハル雪ユキに戻もどっても、下だけ向いて歩くようなことは絶対にしない。

　いつしかキーボードの上で両手を握にぎり締しめ、生徒会役員候補ではなくバーストリンカーとしての覚かく悟ごを嚙かみ締しめていると──。

「お待たせーっ！」

　という声とともに引き戸がスパーンと開いて、ハルユキはびくっと両手を浮うかせた。
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　勢いよく入ってきたのはもちろんニコと謡ウタイだが、二人ともハルユキと同じく浴衣ゆかたに着き替がえている。ニコが赤地に白い牡ぼ丹たんの柄がら、謡が白地に青い朝顔の柄がら。ハルユキがほえーっと見とれていると、髪かみをお団子に結ゆったニコが唇くちびるを尖とがらせる。

「おいハルユキ、なんか言うことねーの？」

「へ？　あ……ふ、二人ともよく似合ってるよ」

「それをサラッと言えればなぁ」

　やれやれとばかりに首を振るニコの隣となりで、謡が笑え顔がおで指を動かした。

【ＵＩ∨　そこが有田さんのいいところだと思うのです】

「コイツを甘あまやかしたらダメだぜメイデン……じゃなかった、うい」

　どうやら入浴しているあいだに、ニコは謡を《うい》と呼ぶことになったらしい。仲良くなってくれてよかったよかった……と思っていると、ニコに髪かみの毛けを軽く引っ張られる。

「にやにやしてねーで、そろそろダイブの準備しようぜ」

「え……あ、もう三分前か」

　二人には見えないエディターアプリをセーブし、謡ウタイを見る。

「四シ埜ノ宮ミヤさん、誰だれのＶＲに集まるか決まってるの？」

【ＵＩ∨　はい、サッちんから、インティ攻こう略りやく会議の時と同じくフーねえがホストになると連れん絡らくがありました】

「え……あ、ほんとだ」

　いつの間にか、仮想デスクトップの通知エリアに着信アイコンが点灯している。スピーチ原げん稿こうに集中していて、黒クロ雪ユキ姫ヒメの一いつ斉せい送信メッセージを見み逃のがしていたらしい。いちおう内容を確かく認にんしてから、自分が座すわっている座ざ布ぶ団とんを見る。

「えっと……加速ミーティングじゃないから、座すわったままだとダイブ中に体が倒たおれるかもだね……」

【ＵＩ∨　そうですね、少しお待ちください】

　そうタイプすると、謡は押し入れを開け、中からタオルケットらしき布を出した。

【ＵＩ∨　座ざ布ぶ団とんが枕まくら代がわりですみませんが、座ざ卓たくを片付けて横になりましょう】

「エッ」

「いまさら照れるような仲じゃねーだろ。ほら、時間がねーぞ！」

　ニコに再び髪かみを引っ張られ、ハルユキは慌あわてて立ち上がった。座ざ卓たくを持ち上げ、謡ウタイが指定した壁かべ際ぎわに移動させる。できたスペースに、ニコ、謡、ハルユキの順で横たわる。

　謡が用意したタオルケットを横向きにして全員のお腹なかに掛かけ、準備完かん了りよう。残り時間ジャスト十秒。

「おい、ハル」

　謡の向こうからニコに呼びかけられ、ハルユキは右側を見た。

「どんな状じよう況きようでも、ぜってーあたしらが助け出してやっかんな。心配しねーで、ありのままを話せよ」

「……うん」

　と応じる時間しか残っていなかった。三時二秒前、ハルユキとニコはボイスコマンドで、謡はデスクトップ操作で、意識を仮想世界に飛ばした。

「「ダイレクト・リンク！」」
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　桃もも色いろブタアバターに変身したハルユキは、楓フウ子コのＶＲスペースにダイブした瞬しゆん間かん、前回同様に悲鳴を上げてしまった。

「ひ、ひええええっ！」

　空を泳ぐ巨きよ大だいクジラ──名前は《タラッサ》──の上に出現することは予想していたのだが、ハルユキが着地したのは背中に乗っている板張りのデッキの端はしぎりぎりの、あと一歩ずれたら虚こ空くうに転落必至な場所だったのだ。

　両手をぶんぶん振り回してバランスを取ろうとするハルユキの尖とがったブタ耳を、後ろから伸びてきた手がむんずと摑つかむ。そのまま空中に持ち上げられ、柔やわらかいクッションにすぽっと包まれる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ鴉からすさん。落っこちても百メートル下でまた背中にテレポートする設定になっていますから」

　という声に首を回すと、ハルユキを抱だきかかえているのはこのＶＲスペースのホストである楓子だった。前回同様、白ブラウスに縁ふちなし眼鏡の教師スタイルだ。ということは、ハルユキの背中を包んでいるのはクッションではなく──。

　いやいやこれはＶＲＶＲＶＲ、と脳内で念じながらハルユキは答えた。

「な、なんでそんな設定なんですか……最初から落っこちないように、デッキの端はしっこに透とう明めいな障しよう壁へきを作っておけば……」

「わたし昔から、３Ｄゲームの《見えない壁かべ》って嫌きらいなのよね」

「ま……まあそれは、僕もですが……」

　楓フウ子コの胸に抱だかれたまま、そんな会話を交かわしていると──。

「ふうん、気持ちよさそうだな、ハルユキ君」

「え、ええ、そりゃもう……って、ふわっ」

　声の主を見た途と端たん、びくんと全身を竦すくませてしまう。

　楓子の右前方に立っていたのは、いつもの黒くろ揚あげ羽はドレスに身を包んだ黒クロ雪ユキ姫ヒメだった。畳たたんだ日ひ傘がさを両手で剣のように地面に突き、極冷気クロユキスマイル一歩手前といった感じの微び笑しようを浮うかべている。

「あら、サッちゃんも抱だっこしたい？」

　楓子に問われた黒雪姫は、ふんと顔を逸そらせた。

「私のアバターはフーコのほどクッション性がないからな。抱だっこされても気持ちよくあるまい」

「え……アバターなんだから、好きにカスタマイズできるのでは……」

　とハルユキが発言した瞬しゆん間かん、神速で伸ばされた左手の親指と人差し指が、ブタ鼻を左右からムギュウウウと挟はさむ。

「おいハルユキ君、アバターの胸部を生身の自分より盛もる行こう為いがどれだけ空むなしいか、男子だとて想像できないわけではあるまい？」

「ふ、ふあい……」

　鼻を圧あつ迫ぱくされたまま小刻みに頷うなずいていると、周囲からくすくすと笑い声が上がった。

　見れば、同時にダイブした謡ウタイとニコの隣となりに、プチ・パケ組の志シ帆ホ子コ・聖サト実ミ・結ユ芽メとチユリ、綸リンが笑え顔がおで並び、いつもクールな累ルイ、パドさん、カワウソアバターのあきらまでもが口くち許もとを綻ほころばせている。

　やや顔を赤らめた黒雪姫がブタ鼻から手を離はなすと、楓子はハルユキを抱だいたままタラッサの背中の前方に移動し、そこに設置してあった教きよう卓たくのような机の上にハルユキを下ろした。

　そうしているあいだにも、ＶＲ空間には次々と新たなアバターが出現する。黒スーツを着たシカ頭の男性は元プロミネンス《三獣士トリプレツクス》の一人カシス・ムース、赤ドレスにヤマアラシ頭の女性が同じくシスル・ポーキュパイン、赤いボレロにミニスカートの、アイドルのように可か憐れんな女の子はブレイズ・ハート。

　古めかしいロボットのアバターはタクム、平安貴族のような直衣のうしに烏え帽ぼ子しの仮面アバターはトリリード、そして最後に出現したのは……身長一メートルほどの、青い長なが着ぎと黒くろ袴ばかまを身につけた動物型アバターだった。細長い体はあきらのカワウソに似ているが、鼻はな面づらがややシュッとしているのでイタチかもしれない。

　誰だれだっけ……？　とハルユキが首を捻ひねっていると。

　長なが着ぎのたもとを揺ゆらして教きよう卓たくに歩み寄ってきたイタチは、ハルユキを見上げて右側のヒゲをにやりと持ち上げた。

「ほう、それがおぬしのＶＲアバターか。なかなかカワイイではないか」

「し……師し範はん！」

　と思わず叫さけんでしまったが、そのつもりで見れば長なが着ぎの少し紫むらさきがかった青は矢車菊セントレアの色だ。

　ネガ・ネビュラスの最新メンバーである鈴スズ川カワ瀬セ利リは、空飛ぶクジラの背中に出現するのは初めてのはずなのに、まったく慌あわてる様子もなく振り向き、並び立つ一同を端はしから端はしまで見み渡わたした。

「おいクロウ、紹しよう介かいしてくれんのか？」

「あ……は、はい。ええと、レインとパドさん以外のプロミネンスの人たちと、あとリードは初めてだと思うけど……今日レギオンに加入してくれた、セントレア・セントリーさんです」

　どええ!?　という声とともにカシス・ムースとシスル・ポーキュパインが全力で飛とび退のき、平らなデッキを踏ふみ外はずした。クジラの滑なめらかな側面を二人が転がり落ちていくのを見ながら、ハルユキは心の中で「南な無む……」と呟つぶやいた。




　プロミネンスの二人が復活するまで待って、二日ぶりのレギオン・ミーティングが開かい催さいされた。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの短い挨あい拶さつに続いて、さっそくハルユキに発言権が渡わたされた。加速ミーティングではないので、使える時間は限られている。シルバー・クロウが置かれている状じよう況きようと、白の王に聞かされた話を、極力コンパクトかつ正確に伝えねばならない。

　一いつ瞬しゆん目を閉じ、頭の中を整理してから、ハルユキは教きよう卓たくの上で話し始めた。

　七分後。

　どうにか全ての説明を終えたハルユキは、最後にひとつ付け加えた。

「……ええと、ここまで話しておいてなんですけど……加速世界とテスカトリポカにまつわる白の王の話は、一部または全部が虚きよ偽ぎである可能性があります。僕たちを操あやつるための偽にせ情報かもしれないってことを頭に置いて、議論する必要があるかと……」

「ン……まったくその通りだな」

　進み出てきた黒雪姫が、「クロウ、お疲つかれ様さま」とハルユキを小声でねぎらってから、くるりと振り向く。

「ホワイト・コスモスが、何の目もく論ろ見みもなくタダで情報を開示するはずがない。彼女の発言の大部分は他人を操あやつるためのものだと思っておくべきだが……いっぽうで、現時点で我々が得ている情報との、明らかな矛む盾じゆんも見当たらないな……」

　その言葉に、楓フウ子コやパドさんが小さく頷うなずく。

　テスカトリポカは、世界を終わらせるための処しよ刑けい装置。あの巨きよ人じんの隔かく絶ぜつした力を我わが身みで味わった者ならば、白の王の言葉をはったりだと言い切ることはできまい。

　黙だまり込むメンバーの緊きん張ちようをほぐそうとするかのように、のんびりとした声を響ひびかせたのは、ただ一人作戦に参加していなかったセントレア・セントリーだった。

「テスカトリポカか……。あの燃える玉っころの中に、そんなモノがおったとはなあ」

　和装のイタチは、教きよう卓たくの前までてくてく進み出ると、腕うで組ぐみして続けた。

「じゃがまあ、出てきてしまったモノはどうしようもあるまい？　そいつが何のために存在するのかなど、この際二の次よ。いまやらねばならぬのは、加速世界の謎なぞを解くことではなく、攫さらわれたクロウを取り返すことじゃろう」

「……確かにそうだなー」

　と真っ先に答えたのは、元プロミネンスのブレイズ・ハートだった。

　加速世界で二、三番手だというアイドルグループ、《ヘリオスフェア》のメンバーである彼女は、可か愛わいらしい外見に反して猛もう烈れつな熱血ソウルの持ち主で、レギオン間の休戦協定を破って杉すぎ並なみエリアに攻せめ込んできたこともある。

　一昨日のミーティングでも、黒クロ雪ユキ姫ヒメに対して「あんたがレッド・ライダーを全損させたことを許したわけじゃない」と宣言していたので、心の中ではネガ・ネビュラスとプロミネンスが合がつ併ぺいしたことへのわだかまりを残しているのだろうに、それを態度に出すことなくブレイズは言葉を続けた。

「あたしたちの最終目標は、白の王と手下どもをぶっ飛ばして、オシラトリと加速研究会がこれ以上加速世界を引っかき回せないようにすることと、いままでやってきた悪事のツケを払はらわせることだ。そのためにシルバー・クロウは絶対必要だからなー。さくっと助け出して、次のステージに進むんだよ！」

「だな！」

　ばしっと掌てのひらに拳こぶしを打ち付けたニコが、王子様コスチュームのアバターを一歩進ませる。

「あのデカブツがどんなに強かろうと、通常対戦や領土戦に持ち込めるわけじゃねえ。クロウさえ戻もどってくりゃあ、六……じゃねぇ、五レギオン総動員で白の領土を攻せめまくってレギオン崩ほう壊かいに持ち込める。っつーことで、こっからはクロウ救出に絞しぼって考えよーぜ！」

　さすがは王と思わせる、聞く者を鼓こ舞ぶするようなその言葉に、参加者たちから「おう！」や「よーし！」という声が上がった。

　それが収まった途と端たん、メンバーの後方から落ち着いた声が響ひびいた。

「となれば、基本方針は一つですね」

　立ち上がったのはタクムだ。冷静さの中にも熱いものを秘めた口調で、意見を述べる。

「テスカトリポカを正せい攻こう法ほうで破は壊かいするのは困難です。一つ間ま違ちがえれば、クロウの他にも誰だれかが……もしかしたら何人もが無限ＥＫになりかねない。でも、あれが本質的に危険なのは、白のレギオンにとっても同じはず」

　そこまで黙だまって聞いていた猫ねこ耳みみアバターのチユリが、「そっか！」と声を上げた。

「テイムを解除させちゃえばいいんだ！　そしたらテスカトリポカは白の王の命令も聞かなくなるから、クロウが脱だつ出しゆつする隙すきもできるはずよね！」

「うん、そのとおり。ただ……」

　声のトーンを落としたタクムに代わって、隣となりに立つトリリードが発言した。

「テイムを解除するには、テスカトリポカを拘こう束そくする《ザ・ルミナリー》の荊けい冠かんを破は壊かいしなくてはならない。しかし今回は荊冠が六個もあるうえに、インティの時と同じく火か炎えん無効、物理無効の強化が施ほどこされていると考えるべき……ということですね」

　それを聞き、参加者たちが低くざわめく。

　確かに、荊冠を破は壊かいできればテスカトリポカは白の王の命令を受け付けなくなる。しかも、これまでの例からすると、ザ・ルミナリーの支配から解放されたエネミーは最短でも三秒程度の行動不能状態に陥おちいる。ハルユキがフルスピードで飛べば、重力攻こう撃げきの射程圏けん内ないから逃のがれるには充じゆう分ぶんな時間だ。

　だが、リードが指し摘てきしたとおり、《鍛か冶じ屋や》によって強化された荊冠の破は壊かいは容易ではない。インティの時は、それができないからこそハルユキはオメガ流りゆうで本体を斬きったのだ。物理も炎ほのおも弾はじく荊冠を、どうすれば破は壊かいできるのか。

「……電でん撃げきも、冷気も、確実とは言えないわね」

　教きよう卓たくの右側に立つ教師姿の楓フウ子コがそう言うと、何人かが深く頷うなずいた。

「だったら、答えは一つよ。心しん意い技わざを使うしかないわ。インティの時は、心しん意いで荊冠を斬きろうにも近づいただけで強化外装もしくは使い手自身が燃もえ尽つきてしまうからその手は使えなかったけれど、テスカトリポカにはダメージフィールドはない。超高速で接近し、一いち撃げきで荊冠を破は壊かいすることができれば……」

「じゃが、レイカーよ」

　教きよう卓たくにぴょんと飛び乗ってきたイタチが、長なが着ぎの懐ふところからミニサイズの煙管キセルを取り出し、剣のように軽く振った。

「物理無効属性のオブジェクトを心意で斬きるのも、言うほど簡単ではないぞ。しかも話を聞く限り、六個ある荊冠とやらを全て同時に斬きらねばならないのじゃろう？　それほどの剣の使い手を、六人も集められるか？」

「一人はここにいるぞ」

　すかさずそう言い、日ひ傘がさをデッキに音高く突き立てた黒クロ雪ユキ姫ヒメを、皆みながじっと見つめる。

「だ……だめですよ先せん輩ぱい！」

　というハルユキの叫さけび声ごえに、同じ意味の声が幾いくつも重なった。最後に楓フウ子コが、諭さとすように言いい含ふくめる。

「ロータス、今回のインティ攻こう略りやく作戦はそもそも、あなたを無限ＥＫ状態から解放するためのものだったのよ。そのあなたがまた無限ＥＫになったりしたら堂どう々どう巡めぐりじゃないの」

「ならなければいいんだろう？　テスカトリポカの重力波攻こう撃げきはもう見た、同じ技わざは二度喰くらわん」

「だ────め！　六人のアタッカーは王以外から選びます！」

「むう……」

　いまだ納なつ得とくしかねる様子の黒クロ雪ユキ姫ヒメの手を、巫み女こアバターの謡ウタイがぽんぽんと優やさしく叩たたく。最年少メンバーになだめられては、さしもの黒雪姫も納なつ得とくするしかないだろう。ほっとするハルユキの耳に、太い男性の声が届く。

「となると、《剣聖ヴアンキツシユ》……青の王も勘かん定じように入れられないな」

　発言者は、巨きよ大だいな角を伸ばしたシカ頭のカシス・ムースだ。黒光りする革かわ靴ぐつでデッキの上をコツコツ左右に歩きながら続ける。

「プロミで一番の剣けん使つかいは《静穏剣トランキル》ことラベンダー・ダウナーだが……物理無効を斬きれるほどの心しん意いを使えるかどうかは定さだかでないな。他のレギオンだと、真っ先に思いつくのはレオニの《二剣デユアリス》、グレウォのビリジアン・デクリオン、オシラトリのプラチナム・キャバリアー……は当然除外か。あとは……」

　腕うで組ぐみをして唸うなるカシス・ムースの前に、ヤマアラシ頭のシスル・ポーキュパインが割わり込んだ。

「つーか、目の前に三人もいるし！」

　まず指が向けられたのは、陶とう器きめいた質感の仮面をつけた平安貴族アバター、トリリード・テトラオキサイドだ。言われてみればそのとおり。神じん器きたる《ジ・インフィニティ》と心しん意い技わざ《天叢雲ヘブンリイ・ストレイタス》を持つトリリードは、二つ名こそまだないが、ハルユキの知る限り最強の剣けん使つかいの一人だ。

　続いてシスルが指差したのは──。

　荊けい冠かん破は壊かい作戦を提唱した当人、タクムだった。

「え……えっ？」

　ぎょっとした様子のタクムに、シスルは超ちようハイトーンの早口でまくし立てた。

「オレ、今朝の作戦の時バッチリ見たし。クロウから剣借りたパイルの業わざ前まえ、激ヤバだったし！　アンタ普ふ段だんは杭パイ打ルドちライ機バーでガッシュンガッシュンやってるけど、本職は剣けん使つかいだろ！」

　──そういえば、ルシード・ブレードをタクムに貸したままだった。あれはいったいどうなるんだろう。

　などと考えるハルユキの耳に、タクムの慌あわてた声が届く。

「い、いえ、僕の本職は杭くい使つかいで……心しん意い技わざも、剣を出すのが限界ですから……」

「そこまでできりゃ充じゆう分ぶんだし！」

　ズバッと言い切ると、シスルは続いてハルユキの隣となりに立つイタチアバターを指差した。

「んで、アンタ！　《剣鬼ルースレス》、《阿ア修ス羅ラ》、《オメガウェポン》ことセントレア・セントリー！　いままでどこにいたんだとか、いつの間にネガビュに入ったんだとか、訊ききたいことは山ほどあっけど、剣の腕うでなら確実に加速世界トップクラスっしょ。つまり、ここにいる三人プラス、コバマガとデクリオンできっちり六人だし！」

　おお～という声とともにプチ・パケ組やチユリ、綸リンが拍はく手しゆした。確かにその面々ならやってくれるはず……とハルユキも思ったのだが。

「まあ待て」

　右手で煙管キセルをくるりと回すと、瀬セ利リは銀色の火皿でリードとタクムを順に指した。

「そこの小こ僧ぞうたちの腕うでは、後で儂わしが見てやるが……二剣デユアリスとデクリオンは少々不安じゃな」

「ほう？　なぜだ？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメに問われ、イタチは軽く肩かたをすくめる。

「コバマガはブルー・ナイトの《無ム限ゲン流りゆう》の使い手じゃろ？　儂が知る限り、ナイトは心意技に関しては慎しん重ちよう派はじゃ。弟で子しに心しん意いの指導はしていても、第一段階までに留とどめている可能性が高いぞ」

「……そうかもな。ナイトは心意の暗黒面をことのほか嫌きらっているからな……」

　黒雪姫の言葉に、楓フウ子コやあきらも頷うなずく。

　続けて瀬利は、グレート・ウォール《六層装甲シツクス・アーマー》の第二席についても忌き憚たんのない意見を述べた。

「次にデクリオン……確かに奴やつはなかなかの剣けん使つかいにして、心意技のレベルもそれなりじゃ。しかし今回の任務とは少々相あい性しようが悪い。なぜなら奴やつの剣けん技ぎは、グリーン・グランデめと同じくカウンターが基本じゃからな」

「あー……」

　と楓子が呟つぶやく。頷うなずいた瀬利が、説明を重ねる。

「デクリオンの剣けん技ぎは、左手のバックラーが起点なのじゃ。受けて斬きる、受けて斬きる、それでリズムを作ってとどめの一いち撃げきを放つ。初手でフルパワーの斬ざん撃げきを放ったところなぞ、儂は見たことがないぞ」

　多くの強者が集っているこの場でも最古参かもしれないセントリーにそう言われては、誰だれも反論できない。皆みなが黙だまり込み、風の音だけがかすかに響ひびく。

　やがて、謡ウタイが静かに声を発した。

「けれど……他にどなたか、適任な方がいるのでしょうか？」

　すると瀬利は、尖とがった鼻はな面づらを左に向けた。

「さっきそこのシカ頭が名前を出した、ラベンダー・ダウナー。赤のレギオンに入っていたとは知らなんだが……四人目のアタッカーは《静穏剣トランキル》で良かろう」

「な、何だと？　コバマガやデクリオン以上の使い手だというのか、あのおとなしくて控ひかえ目めなラヴィーが？」

　驚おどろきの声を上げるカシス・ムースに、瀬セ利リはにやりと笑いかけた。

「なんじゃおぬし、惚ほれとるのか？」

「ちっ、違ちがうのだ！」

「まあどうでもいいが。──儂わしの知っているラベンダーと同一人物ならば、コバマガとは一つ次元が違ちがうはずだ。近々引き合わせてくれ。──で、五人目だが」

　瀬利の瞳ひとみが、自分の右側に立つ楓フウ子コに向けられる。

「昔、オーロラ・オーバルにいたあのネジ小こ僧ぞう……《史ス上ト最ロ強ンのゲ名ス前トを・持ネつー男ム》はまだ生きておるのか？」

　その問いに、楓子は軽く眉まゆをひそめた。

「ストロンゲストって……クリキン？　えーと、しばらく前にロータスから名前を聞いた気がするけど……」

　一同の視線を集めた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、同じく微び妙みような表情で頷うなずいた。

「ああ……半年ほど前に会ったぞ。てっきりどこぞで全損してしまったものと思っていたが、家の事情で東とう京きようから遠く離はなれた場所に引ひっ越こしていたらしい」

「なるほど、《引ひっ越こし引退》か。通常対戦もエネミー狩がりも実質、東とう京きよう二十三区とその周辺でしかできんからな……。普ふ通つうはポイントを徐じよ々じよに使い果たし、全損してしまうものじゃが、クリキンはまだ健在だったんじゃな？」

「うむ。同居しているイトコだかハトコだかを《子》にして、その子にも《子》を作らせて、三人で地道にエネミー狩がりをしていたようだ」

「ははは、しぶといな。まったく奴やつらしい」

　愉ゆ快かいそうに笑う瀬利に、ハルユキはおずおずと問いかけた。

「あの……クリキンさんって、どんな人なんですか？　《ストロンゲスト・ネーム》っていう二つ名は、どこかで聞いたような気もするんですが……」

　すると、瀬利ではなくその奥おくに立つ楓子が微笑ほほえみながら答えた。

「鴉からすさん、プロミネンスとの合がつ併ぺい会議の時、似たような二つ名の人と戦ったでしょう？」

「え……あっ、《ストロンガー・ネーム》！　アイオダイン・ステライザーさん！」

　思わず叫さけんでしまってから、三日前の記き憶おくを再生する。

「そっか、あの時、楓子師し匠しようが言ってましたよね。アイオダインさんは昔、別の二つ名を他のバーストリンカーと取り合って、負けて……負けたから《ストロンガー》になったんだ、って。取り合った二つ名が《ストロンゲスト・ネーム》で……戦った相手が、クリキンさんっていう人……？」

　ハルユキの推測を、楓フウ子コと瀬セ利リが同時に首しゆ肯こうした。しかしすぐに、ミーティング参加者の中から疑問の声が飛ぶ。

「でも、クリキンって名前、全然ストロンゲストっぽくないんですけど～」

　発言したのはプチ・パケ組の由ユ留ル木キ結ユ芽メ──プラム・フリッパーだ。右に立つ三ミ登ト聖サト実ミ──ミント・ミトンと左に立つ奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コ──ショコラ・パペッターもこくこく頷うなずく。

　途と端たん、古参リンカーたちから笑い声が上がった。それが収まると、三人の隣となりにいたパドさんが解説した。

「クリキンはあだ名。フルネームは《クリムゾン・キングボルト》」

　──かっこいい。そして強そうだ。確かに名前の最強感は、アイオダイン・ステライザーといい勝負かもしれない。

　ハルユキが納なつ得とくしていると、参加者の前列中央からまたしても「でもさぁ」と声が上がった。王子様コスチュームのニコだ。ショートブーツを鳴らして二歩前に出ると、じっと卓たく上じようの瀬利を見つめる。

「あたし、そのクリキンって奴やつ、名前だけなら聞いたことあんだよな。なんでも、あたしの前に加速世界で《遠えん距きよ離り火力最強》の看板ハッてたんだって？　その真しん偽ぎはおいとくとしても、火力最強ってことはつまりドンパチ系なんだろ？　剣なんか使えんのか？」

「そう、そこだ」

　ハルユキから見て教きよう卓たくの左側に立っていた黒クロ雪ユキ姫ヒメも、同じ疑問を口にする。

「私はクリキンと共きよう闘とうしたことも対戦したことも何度となくあるが、単体でもロボになっても遠えん距きよ離り火力全ぜん振ふりだったぞ。剣を使うところなど一度も見たことがない。セントリー、お前、誰だれかと勘かん違ちがいしているのではないか？」

「ろ、ロボ……？」

　というハルユキの疑問には答えず、瀬利は黒雪姫に煙管キセルを向けた。

「おいロータス、こんな口調じゃからって儂わしを年寄り扱あつかいするでない。勘かん違ちがいなぞであるものか……クリキンはな、悩なやんでおったのじゃ」

「な、悩なやんでいた？　あのお気楽ネジ男が？」

「バーストリンカーである限り、誰だれしも心に秘めたる悩なやみはあろうが」

　重々しい口調で指し摘てきされた黒雪姫は、唇くちびるを引き結んで目を伏ふせた。

　確かに瀬利の言うとおりだ。デュエルアバターは心の傷を鋳い型がたとして生まれる。それゆえ、バーストリンカーは加速するたび、自分の弱いところ、醜みにくいところと向き合うことを強しいられる。どんなに格好良く、あるいは美しいアバターの持ち主であってもそれは例外ではない。

　黙だまり込む一同に向けて、瀬利は静かに語りかけた。

「クリキンは、大変な苦労をして無制限フィールドの儂の家を探し当て、門の前で儂が現れるのを延々待ち続けたのじゃ。ようやく会えた儂わしに、奴やつは心の裡うちを明かした。──クリキンはな、ロボとなった時の自分に、ずっと《欠落》を感じていたのじゃ」

「欠落……？　あれほどの凄すさまじい火力があるのにか？」

「然しかり。曰いわく……ジャパニーズスーパーロボットのメイン武器は、どでかい剣であるべきだと。レーザーやミサイルやカノン砲ほうをどれだけ装備していようと、巨きよ大だい剣けんがなくては恥はずかしくてスーパー系を名乗れんと。そう言って、奴やつは男泣きに泣いたよ」

「……………………」

　再び、全員が沈ちん黙もくした。

　たっぷり五秒ほども経過してから、黒クロ雪ユキ姫ヒメが楓フウ子コを見た。

「レイカー、南西はどっちの方向だ？」

「え？　ええと……タラッサは真西に飛ぶよう設定してあるから、あっち……かしらね」

「ありがとう」

　楓子が指差した方向に体を向けた黒雪姫は、すううっと息を吸い込み、全身を思い切り反らせて──。

「くっっっっだらな！　アホかクリキン！　く────っだらなぁ──────っ!!」

　と叫さけんだ。

　瀬セ利リの話で全員が脱だつ力りよく感かんのあまり立っていられなくなったので、楓子がＶＲに人数分の椅い子すを生成し、ついでに飲み物も配ってからミーティングが再開された。

　教きよう卓たくの縁ふちにハルユキと並んで座すわった瀬利は、イタチサイズの湯ゆ吞のみから番茶を一口すすり、クリムゾン・キングボルト伝説の続きを語った。

「まあそういうわけでな、儂もクッソくだらねーと思ったので弟で子し入いりは全力で拒きよ否ひしたが、火器を心しん意いで剣に変える術すべだけは伝授してやったんじゃ。強化外装の形状変化は、第一段階の攻こう撃げき威い力りよく拡張に属する心しん意い技わざじゃから、時間と努力を惜おしまねば独力でも習得できる可能性はあるしな。とは言え、まあ無理じゃろと思っていたが……数ヶ月後、クリキンは再び儂の家を訪おとずれ、身につけた心意技を披ひ露ろうした。ロボの全武装を一振りの馬鹿でかい剣に変え、《魔ま都と》ステージの激ゲキ硬カタビルを一いち撃げきで真っ二つに斬きりおった。直後、エネルギーゲージを使い果たして動けなくなったところを、心意の匂においに寄ってきたエネミーにぼっこぼこにされておったが……ともあれ、あの威い力りよくならルミナリーの荊けい冠かんも斬きれるじゃろう。無制限中立フィールドなら、時間さえかければ安全確実にロボ化できるしな……。というわけで、五人目のアタッカーはクリキンでよかろう」

　瀬利の長い語りが終わると、今度は黒雪姫も真しん剣けんな顔で頷うなずいた。

「なるほど……《魔都》のビルが斬きれるなら、確かに望みがありそうだ。だが、残念ながら、奴やつの引ひっ越こし先は沖おき縄なわなんだ。ちょっとメールで呼びつけるというわけにはいかない」

　それを聞いた一同から、一様にため息が零こぼれる。

　二〇四〇年代に入ってから、各国の主要都市を結ぶ国際線では大たい気き圏けん外がいを超音速で飛行するスペースプレーンの導入が進んでいるが、東とう京きよう～那な覇は間を含ふくむ国内線はまだ従来のジェット機しか飛んでいない。さっと検けん索さくしてみたところ、フライトは二時間半、料金はＬＣＣでも往復二万円弱──黒クロ雪ユキ姫ヒメの言うとおり、気軽に呼び出せる距きよ離りでも金額でもない。

　と、そこまで考えてから、ハルユキは三ヶ月前のダスク・テイカーとの激戦を思い出した。

　あの時、黒雪姫は修学旅行で沖おき縄なわに行っていたのだが、無制限中立フィールド内を移動するという思いもよらぬ方法で最後の決戦に加勢してくれた。黒雪姫がクリムゾン・キングボルトと再会したのも、修学旅行の最中に違ちがいない。ならば、同じ手段が使えないだろうか。

「あの……クリキンさんに、無制限中立フィールドを東京まで移動してもらうというのはどうでしょう……？」

　ハルユキがおずおずと提案すると、まだ教きよう卓たくの脇わきに立ったままの黒雪姫が「うーん」と唸うなった。

「私も同じことを考えたが……沖縄からだとどうにかして海を渡わたる必要があるし、九きゆう州しゆうに着けたとしても、東京まで歩いたら何日どころか何ヶ月もかかってしまうしな……」

「キャバリアーのように、空を飛べるエネミーをテイムしてもらうのはどう？」

　楓フウ子コの意見に、黒雪姫は再び唸うなる。

「沖縄エリアにも騎き乗じよう可能な飛行型エネミーはいるんだが、テイムするにはレアな強化外装が必要だ。私が一つ持っているので、こちらで飛行エネミーを用意して迎むかえに行く手もあるにはあるが、往復で三十時間はかかるし、道中で鳥型エネミーが襲おそってくる。ほとんどが小レツ獣サー級きゆうなので単体なら対処可能だが、複数に絡からまれたらハイランカーでも死ぬ危険がある」

「あの……」

　手を上げたのは、山ほどのリベットが打たれたレザージャケットと、あちこち大穴が開いたダメージジーンズという格好の綸リンだった。パンクな出いで立たちに似合わないおずおずとした口調で──。

「今回の作戦は、他の四レギオンも、協力……してくれるんですよね……？」

　その問いに、黒雪姫と楓子がちらりと視線を交かわし、同時に頷うなずいた。綸の《親》である楓子が答える。

「そのはずよ。さすがに、自分たちさえ助かれば、最大功労者の鴉からすさんはどうなっても知らない……とはイエロー・レディオだって言わないと思うわ」

「だったら、クリキンさんの旅費を、全レギオンで分担したらどう……でしょう？　滞たい在ざい費ひを含ふくめて三万円としても、百人で割れば一人三百円……ですし、それくらいなら、お小こ遣づかいから出せる……んじゃ……？」

「うーん、まあ、そう……なんだけどね」

　頷うなずきはしたものの、楓子は珍めずらしく歯切れの悪い口調で続ける。

「先月の、東とう京きようミッドタウン・タワー攻こう略りやく作戦の時も、現実世界でタワー高層階に入っているホテルの部屋を借りて、そこから無制限中立フィールドにダイブしたらどうかっていう意見が出たんだけど……そう言えば、あの時も一いつ泊ぱくで三万円だったかしらね。でも、結局その意見は採用されなかったの。加速世界の問題をリアルマネーで解決することと、レギオンがレギオンメンバーからどんなに少額でもリアルマネーを徴ちよう収しゆうすること、それに加速能力でリアルマネーを稼かせぐことは、昔からタブー視されてるのよね……」

「まあ、どんな古参や達人も、アバターを一皮剝むけばただの小中高生じゃからな」

　瀬セ利リの言葉に、一同ふう……と息を吐はく。

「もちろん昔からバーストリンカーの中には、加速の力で小こ遣づかいを稼かせごうとする連中もおったが、たいてい不幸な結果を招いたもんじゃ。残念じゃが、クリキンを五人目にするのは諦あきらめたほうがいいかもしれんな……」

　──僕が飛べれば。

　と、ハルユキは思わずにいられなかった。

　無限ＥＫ状態になっているのはハルユキなのだからまったく無意味な仮定だが、もし自分が無制限中立フィールドの空を飛べれば、どんなに苦労してでも沖おき縄なわまで飛んで、クリムゾン・キングボルトを背中に乗せて帰ってくるのに。飛行アビリティのゲージが尽つきても、心しん意いの力とメタトロンにもらった翼つばさで、一回も地面に降りずに片道千五百五十キロを往復してみせるのに……。

「あ……」

　その思考が、ハルユキに小さな声を上げさせた。近くの瀬利や黒クロ雪ユキ姫ヒメ、楓フウ子コが視線を向けてくる。

　三人の顔を順に見返しながら、ハルユキは言った。

「いえ、その……もしかしたら、メタトロンなら沖縄まで往復することも難しくないんじゃ、って思ったんです。富ふ士じ山さんまで行ったのを、ちょっとそこまでみたいな言い方してましたし……」

「メタトロン？」

　瀬利がイタチの顔に怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「そんなアバターネームのレギメンがおるのか？」

「あ、そっか、師し範はんはまだ会ったことないですよね。バーストリンカーじゃなくて、芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうのラスボスの、《四聖》メタトロンのことです。色々あって、いまはネガ・ネビュラスのメンバーなんです」

「………………」

　わずかに両目を見開き、二秒ほど沈ちん黙もくしてから、瀬利はふっと微笑ほほえんだ。

「なるほど、これで色々と合点が行ったというもんじゃ。クロウ、おぬし《契けい約やく者しや》じゃったか……」

「け、契けい約やく者しや……？　って何ですか？」

「いまはいい。ともかく……おぬしは四聖メタトロンの本体を無制限中立フィールドに召しよう喚かんできるんじゃな？　ならばわざわざタクシー役なぞ頼たのまんでも、彼女を五人目にすればよかろう」

　瀬セ利リの言葉に、楓フウ子コと黒クロ雪ユキ姫ヒメ、他のレギオンメンバーたちもどよめく。ハルユキも一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしてしまってから、慌あわてて両手をぴこぴこ振る。

「い、いやでも、メタトロンは剣なんか持ってないですよ！　あと心しん意い技わざを使えるとも思えないですし……」

「剣は儂わしが貸そう。それに、四聖クラスのエネミーならば、その気になれば儂らの第三段階心意技と同等の攻こう撃げきを行えるはずじゃ。なぜなら彼女らは、ハイエスト・レベルに繫つながっておるからな」

「…………！」

　鋭するどく息を吸い込んだ途と端たん、ハルユキの脳のう裏りに過去のワンシーンが甦よみがえった。

　帝てい城じようの中で、グラファイト・エッジが第三段階の心意技についてレクチャーしてくれた時、一いつ緒しよにいたメタトロンが言っていた。第三段階とは、ハイエスト・レベルからの情報直接干かん渉しように他ならない、と。

　ロジックを看破できるなら、実際に使うことも可能……なのかもしれない。だが、メタトロンにアタッカーを頼たのむなら、もう一つ大きな問題がある。

「ええと、それが……」

　無意識のうちに《リンク》を繫つなげてしまわないよう注意しながら、ハルユキは言った。

「メタトロンは、白のレギオンとの戦いでコア以外の全情報を喪そう失しつしてしまって……いまは、レイカー師し匠しようの《楓風ふう庵あん》を借りて、完全休きゆう眠みん状態で修復リカバリー中ちゆうなんです。僕が呼びかければ目を醒さましてくれるはずですが、できれば修復が百パーセント完かん了りようするまで、起こしたくないんです」

「ふむ」

　思案顔の瀬利が何かを言おうとする前に、黒雪姫がきっぱりと告げた。

「クロウ、それは私も同じ気持ちだ。メタトロンには何度もレギオンの危機を救ってもらったからな……。たとえキミ自身を救出するための作戦であっても、もう二度と彼女に無理はさせたくない」

「……はい！」

　ハルユキが深々と頷うなずくと、再び瀬利が訊きいてきた。

「クロウ、その修復というのはいつ頃ごろ終わる予定なんじゃ？」

「え？　えっと……一昨日の夕方に、あと三日って言ってましたから……明日の夕方ごろじゃないかなと……」

「なんじゃ、それなら問題ないではないか。どうせ、作戦実行の準備にそれくらいかかるじゃろ」

「あ……」

　言われてみればまったくそのとおり。六人のアタッカーを集め、作戦の細部を詰つめ、支し援えん態勢を整えるには他のレギオンとの調整が必ひつ須すだし、今夜いきなりというわけには絶対いかない。明日の夜でもまだ早いくらいだ。

　ハルユキがこくこく頷うなずくと、瀬セ利リも軽く頷うなずき返かえし、煙管キセルを手の中でくるりと回した。

「ならば、五人目のアタッカーは四聖メタトロンということでいいな。ようやく最後の一人まできたが……これはもう、奴やつで決まりじゃろう」

　普ふ段だんなら脊せき髄ずい反射的に「奴やつって誰だれですか」と問い返すところだが、今回ばかりはハルユキにも解わかった。加速世界の剣けん使つかい、と言えば真っ先に名前が挙がるべき人物の名がまだ出ていないからだ。

　同じ名前をとっくに想定していたらしい黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コが、同時にふうっとため息をついた。二人が口を開こうとしないので、ハルユキが答え合わせをしようとしたのだが、一いつ瞬しゆん早く正面右側から声が上がった。

「我わが師……《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジ、ですね」
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　トリリードのその言葉に、瀬利が「ほう」と驚おどろきを表明する。

「グラフが、ロータスの他に弟で子しを取ったか。トリリードと言ったな……ということは、おぬしも《明ア陰イン流りゆう》の使い手か？」

「いえ……」

　白い仮面をやや伏ふせてから、トリリードはそっとかぶりを振った。

「私には、二刀は扱あつかいきれませんでした」

「む？　明ア陰イン流りゆうにも一いつ刀とう剣けん技ぎはあるじゃろう？」

「ええ、師もそう言って下さいましたが、やはり二に刀とう剣けん技ぎが明陰流の神しん髄ずいですから。私は一刀の技わざを極きわめたいと思っています」

「ふむ、なるほど。ともあれそういうことなら、いかなグラフとてアタッカー役を拒きよ否ひはするまい。己おのれの孫まご弟で子しを助けるために、弟で子しが命を張るんじゃからな」

　──孫まご弟で子し？

　と首を傾かしげそうになってから、ハルユキはそれが自分のことだと気付いた。グラファイト・エッジの二に刀とう剣けん技ぎ・明陰流は黒雪姫が受うけ継ついでいて、ハルユキは黒雪姫の《子》で弟で子しなのだから、必然的にグラファイト・エッジの孫まご弟で子しということになる。しかしとなると、明陰流を学ぶには、ハルユキも二刀を装備しなくてはならないのだろうか。

　ちらりと黒雪姫を見たが、口をつぐんだままの横顔にはどこか遠くを──もしかしたら遠い過去を覗のぞいているかのような表情が漂ただよっていて、声を掛かけられなかった。

「ですが──」

　トリリードの声が聞こえ、意識を視界正面に戻もどす。

「我わが師にアタッカー役を依い頼らいするには、メタトロンさんと同様……いえ、ことによるとそれ以上に困難な問題を解決する必要があります」

「……なんじゃ？」

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいを振り切るように、トリリードはまっすぐ背中を伸ばし、言った。

「グラファイト・エッジは現在、帝てい城じようの内部に閉じ込められているのです」
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　フルダイブから覚かく醒せいしたハルユキは、見慣れない板張りの天てん井じようをぼんやりと見上げながら、どこだっけ……と考えた。しかしすぐにここが謡ウタイの部屋であることを思い出し、ふうっと軽く息を吐はく。

　現在時刻は……午後四時八分。ミーティングは一時間と少しで終わった計算だが、その三倍ほども潜もぐっていたような感覚がある。いや、ＶＲスペースは空飛ぶクジラの上だったのだから、潜もぐるという表現はそぐわない。そもそもどうして仮想世界に入ることをダイブするというのか。世界で初めてその表現を使ったのはどこの誰だれなんだろう……。

　などとぼんやり考えていると、すぐ右側に横たわる謡が、タオルケットの上で両手を動かした。

【ＵＩ∨　クーさん】

《有アリ田タさん》ではなく《クーさん》。数秒待っても続きが入力されないので、そっと首を右に傾かたむける。

　すると、チャット窓まど越ごしに見える謡は、天てん井じように向けた瞳ひとみに茫ぼう洋ようとした光を宿したまま、いつになくゆっくりと言葉を綴つづった。

【ＵＩ∨　私と一いつ緒しよに、帝てい城じように入った時のことを憶おぼえていますか？】

「……うん、もちろん」

　忘れるはずもない。四神スザクが守護する帝城南門に封ふう印いんされていたアーダー・メイデンを救出するための作戦が決行されたのは六月の、確か十八日。ハルユキは、スカイ・レイカーの助けも借りて当時の限界スピードで南門に繫つながる大橋に突とつ入にゆうし、出現したアーダー・メイデンをピックアップすることには成功したものの、後方から猛もう追ついしてくるスザクをどうしても振り切れず、そのまま南門の中に突とつ入にゆうしてしまったのだ。

　あれが初めての帝城侵しん入にゆうであり、そこでハルユキはトリリード・テトラオキサイドと出会い、多くのことを知った。もう一ヶ月以上が経たつが、瞼まぶたを閉じれば、《平安》ステージの帝城内ない苑えんに舞まい散ちる紅葉もみじの色が鮮あざやかに甦よみがえる。

　ハルユキが記き憶おくを呼び覚ますのを待っていたかのように、謡がチャット窓に新たなテキストを表示させた。

【ＵＩ∨　あそこで私はクーさんに、第四象限の……破は壊かいの心しん意い技わざをお見せしました】

「うん」

　それも鮮せん明めいに覚えている。強力な衛兵エネミーを撃げき破はするために、謡は地面をマグマの沼ぬまに変えるという恐おそるべき心意技を発動させた。あの技わざを、謡は──。

「……四神ゲンブ専用の技わざ……そう言ってたよね」

【ＵＩ∨　ええ。ついに、あの技わざを全力で使う時が来たのです】

　勇ましい言葉を打ち込んだ謡ウタイの両手が、自分を鼓こ舞ぶするように握にぎり締しめられるのをハルユキは見た。

　そう。今日の夜十時、ネガ・ネビュラスは他の大レギオンからも援えん軍ぐんを募つのり、帝てい城じよう北門を守護する四神ゲンブに戦いを挑いどむのだ。

　ミッションの目標はあくまで、帝城内部に閉じ込められているグラファイト・エッジの救出。つまりゲンブを撃げき破はする必要はなく、グラフが壕ほりに架かかる橋を渡わたり切るまで行動不能にすればいいのだが、無論それも容易なことではない。四神の中でも最高の防ぼう御ぎよ力りよくを持つというゲンブの甲こう羅らは、加速世界最強の剣士とも称しようされるグラフの双そう剣けん《ルークス》と《アンブラ》ですら斬きれなかったのだ。

　ゆえに、対ゲンブ戦の主しゆ軸じくアタッカーは、かねてよりゲンブ専用の心しん意い技わざを開発してきた謡が務めることとなった──のだが。

　謡は、帝城で第四象限の心しん意いを発動させたあと、精神的負ふ荷かに耐たえきれず倒たおれてしまった。今回必要となる技わざの威い力りよく、範はん囲いはあの時の比ではあるまい。謡の心にどれほどの負ふ荷かがかかるのか、想像もできない。

　力になりたい。強大な負の心意を行使せんとする謡の傍かたわらに立ち、ありったけの正の心意で援えん護ごしたい。だがそれはできない。ハルユキは現在、東とう京きようグランキャッスルで無限ＥＫ状態に陥おちいっているので、ゲンブ攻こう略りやく作戦には参加できないのだ。

　かつてないほどの無力感ともどかしさに苛さいなまれ、ハルユキはタオルケットの布地を思い切り握にぎった。

　無限ＥＫとはつまりこういうことなのだ。加速世界の本質たる無制限中立フィールドで、仲間たちがどれほど困難な目標に挑いどもうとも、そこに加わることはできない。スザク門に封ふう印いんされていた時の謡、セイリュウ門に封ふう印いんされていた時のあきら、太たい陽よう神しんインティに吞のみ込まれていた時の黒クロ雪ユキ姫ヒメもこんな思いをしていたのだろう。

　ここに至ってハルユキはようやく、自分がどれほどの危機的状じよう況きように置かれているのかを頭ではなく感覚で理解した。

　明日の深夜か、遅おそくとも明後日あさつての早朝には行われるであろうハルユキの救出作戦がもし失敗すれば、白のレギオンも何らかの対処をするだろうから、無限ＥＫからの脱だつ出しゆつはかなり難しくなる。現実時間で週単位か月単位……もしかすると謡やあきらのように、年単位で無制限中立フィールドに入れなくなるかもしれない。通常対戦は可能だし週末の領土戦にも参加できるが、仲間たちとエネミー狩がりをすることも、絶景を眺ながめながらとりとめもなく語らうことも、エリア境界のない加速世界の空を自由に飛ぶこともできなくなるのだ。

　そしてもちろん、死地に赴おもむく仲間たちと共に戦うことも。

　悔くやしさと恐おそろしさのあまり、涙なみだが滲にじみそうになった、その時。

「おい、ハルユキもこっち来いよ」

　そんな囁ささやき声ごえが聞こえて、ハルユキは右側を見た。

　すると、謡ウタイの向こう側に横たわるニコが、右手を謡の体に回し、しっかりと引き寄せていた。

「え、えっと……こっちって言われても……」

「あたしと同じにすりゃいいんだよ！」

　えー、と思うがニコは現ネガ・ネビュラスのサブマスターだし、謡も何も言おうとしない。意を決して右に九十度回転すると、左ひだり腕うでをニコの右みぎ腕うでに交差させ、謡の肩かたに触ふれる。

　すると掌てのひらに、小刻みな振しん動どうが伝わってきた。

　震ふるえている。ハルユキの体重の半分もないであろう小さな体が、氷のように冷たく強こわ張ばり、戦慄わなないている。先ほど謡が両手を握にぎり締しめたのは、自分を鼓こ舞ぶするためではなかった。震ふるえを止めようとしていたのだ。

　ネガ・ネビュラスに復帰したその時から、四シ埜ノ宮ミヤ謡はレギオンの精神的支柱の役割を果たし続けた。どんな時も微笑ほほえみを絶やさず、落ち着いた態度と温かな言葉でメンバーを励はげまし、勇気づけてくれた。

　でも、まだ、たったの十歳なのだ。高レベルのバーストリンカーは実じつ年ねん齢れいと精神年ねん齢れいが乖かい離りしていくと言われるが、それは感覚が鈍どん磨まするということではない。恐きよう怖ふに耐たえるすべを知識として身につけることはできても、恐きよう怖ふそのものが消えるわけではない。

　謡は約三年前に四神スザクと戦い、敗れている。その記き憶おくはまだ鮮せん明めいに残っているだろう。今夜、四神ゲンブ攻こう略りやく作戦で謡の心しん意い攻こう撃げきが失敗すれば、謡のみならず複数の仲間が無限ＥＫに陥おちいってしまうことも有り得る。その重圧が、華きや奢しやな体を激しく震ふるわせている。

　謡だって、弱音を吐はきたい時も、誰だれかにすがりたい時もあるだろう。しかし受け止めてくれる《親》──実の兄である四埜宮竟キヨウ也ヤ／ミラー・マスカーは、もう加速世界にも、現実世界にもいない。彼は、謡を《子》としたわずか一年後に、能のう舞ぶ台たいの《鏡の間》に設置してある大鏡が転てん倒とうするという事故に巻まき込まれ、謡の眼前で命を落とした。その日から、謡は声を失ってしまった。

　竟也は謡の四つ上だったという。つまり、生きていれば中学二年生。ハルユキと同い年だ。しかしハルユキは、竟也の代わりになることはできない。こんな時、彼なら謡に与あたえられたであろうものを、何一つ与あたえられない。

　たとえ、そうだとしても──。

　ハルユキは、謡の肩かたに置いた手に少しだけ力を込めた。浴衣ゆかたの生き地じ越ごし触ふれ合あう謡の体は、風ふ呂ろ上あがりなのにひんやりと冷たく感じられる。震ふるえ続つづける謡にせめて体温を分わけ与あたえるべく、全身からエネルギーをかき集める。

「なあ、うい」

　不意に、反対側で謡に密着するニコが囁ささやいた。

「確かに今夜の作戦のメインアタッカーはお前だけどさ……プレッシャーとかストレスとか、なんでもかんでも一人で背負おうとしなくていいんだぜ。重いモンは周りの奴やつにどんどん預けりゃいい……それができるのがいいレギオンってもんだろ？」

　確かにそのとおりだ。

　災さい禍かの鎧よろいに寄生された時、ハルユキは全てを自分一人で抱かかえ込もうとした。しかしタクムやチユリや黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コや……それに謡ウタイが手を伸ばし、鎧よろいの重さを一いつ緒しよに支えてくれた。

「僕も……僕も、一いつ緒しよに背負うよ。ゲンブ攻こう略りやく作戦には参加できないけど……でも、現実世界から、加速してる四シ埜ノ宮ミヤさんに力を送るから……」

　もちろん、ブレイン・バーストのシステム上では、たとえ直結していたとしてもハルユキは無制限中立フィールドの謡に一いつ切さいの援えん助じよも干かん渉しようもできない。声を届けることすら許されない。けれど、システムを超こえて伝わるものだってきっとある。そう信じる。

　タオルケットの下で密着する謡の体が少しずつ温度を取とり戻もどし、震ふるえも徐じよ々じよに収まっていく。ずっと握にぎられたままだった両手がほどけ、謡にだけ見えるキーボードに触ふれる。

　いったん消えていたチャット窓が表示され、

【ＵＩ∨　ニコさん、クーさん】

　という文字列が桜色のフォントで綴つづられた、その時。

　歯切れのいいノックの音が聞こえて、三人は引き戸のほうを見た。塩シオ見ミさんだろうと考えたハルユキは慌あわてて謡から離はなれようとしたが、それより早く。

　すたん！　と引き戸が開け放たれ、大おお股またに入ってきた誰だれかが、畳たたみに横たわる三人を見下ろして叫さけんだ。

「こんなことだろうと思ったぞ！」

「え……せ、先せん輩ぱい!?」

　思わず叫さけんでしまったハルユキの頭上に、ずいっと顔を突き出すのは、今日の早朝に有アリ田タ家けの玄げん関かんで見送った黒雪姫その人だ。しかも隣となりに、楓子までもが顔を出す。

「し、師し匠しようまで……どうして!?」

　すると楓子はにっこり微笑ほほえみ、言った。

「ういういが、鴉からすさんとニコがお家うちに泊とまるってわたしとサッちゃんに連れん絡らくしてくれたのよ」

　ハルユキが首を右に回すと、横になったままの謡はチャット窓の一行目を消し、改めて文章を打ち込んだ。

【ＵＩ∨　今夜から明日にかけて大きな作戦が続くので、お二人の所在は明らかにしておくべきだと思ったのです。でも、どうしてサッちんとフーねえまで私の家に？】

「レギオンメンバーの素行を監かん督とくするのもマスターの役目だからな」

「そ、素行って……」

　ハルユキが呟つぶやくと、楓子が微笑ほほえみを浮うかべたまま──

「鴉からすさん、その状じよう況きようは風紀の乱れ以外の何ものでもないと思うわ」

　確かに、謡ウタイ、ニコと一枚のタオルケットにくるまって密着している状じよう況きようは何の言い訳もできない。しかも廊ろう下かから、今度こそ塩シオ見ミさんであろう上品な足音が聞こえてきて、ハルユキは急いで起き上がると枕まくらにしていた座ざ布ぶ団とんを広げ、正座した。

　直後、お盆ぼんを持った塩見さんが入り口に姿を現す。不思議な状じよう況きようの室内を一いち瞥べつし、軽く眉まゆを動かす。

「謡嬢じようちゃん、こちらのお嬢じよう様さまがたは何年か前に一度お見えになったという覚えがあったので上がって頂きましたが、そちらの坊ぼつちゃん、嬢じようちゃんともお知り合いみたいですし、そもそもどういったご関係なんです？」

　そう思うのも無理はない。小六のニコはぎりぎり謡と同年代に見えるが、ハルユキは中二の男子、黒クロ雪ユキ姫ヒメは中三、楓フウ子コに至っては高一だ。見た目には何の共きよう通つう項こうも存在しないし、まさかブレイン・バーストのことを明かすわけにもいかない。

「謡嬢じようちゃんはいつもいい子すぎるほどいい子ですからね、あんまりうるさいことを言いたかありませんが、ばあやも旦だん那なさまから留守を預かっておりますのでね」

　塩見さんの言葉にハルユキたち四人が硬こう直ちよくしていると、謡は浴衣ゆかたの襟えり元もとを整えてから座ざ布ぶ団とんに正座し、にこりと微笑ほほえんで指を動かした。

【ＵＩ∨　ばあや、こちらの皆みなさんは、私の大切な】

　しかしそこでカーソルが止まる。塩見さんの首くび許もとにも上品な藤ふじ色いろのニューロリンカーが装着されているので、チャット窓は見えているはずだ。

　謡は、さっと左手を払はらってホロキーボードを消すと、両手を膝ひざの上に重ねた。

　背筋を伸ばし、すうっと息を吸う。

　唇くちびるが小さく痙けい攣れんする。笑えみの消えた顔が歪ゆがみ、苦しそうな呼吸が繰くり返かえされる。

「嬢じようちゃん！」

　叫さけんだ塩見さんが、謡に駆かけ寄よろうとした。だが謡はさっと左手を持ち上げて押しとどめる。その手を自分の胸に当て、一度、二度と叩たたく。まるで、喉のどにつかえているものを押し出そうとするかのように。

「ういうい……」

　楓子も掠かすれ声ごえを漏もらしたが、近づこうとはしない。ニコも、黒雪姫も、真しん剣けんな顔でじっと見守っている。

　謡が歯を食くい縛しばる。目め尻じりに滲にじんだ涙なみだが、浴衣ゆかたの膝ひざに落ちる。

　ハルユキは謡と出会った後に、失しつ語ご症しようというものについて調べてみたことがある。

　通常、精神的なショックが原因で言葉を失う症しよう状じようは、心因性失しつ声せい症しようと呼ぶらしい。いっぽう運動性失しつ語ご症しようとは、脳の言語中ちゆう枢すうに損傷を負ったことが原因で発生する高次脳機能障害のことなので、兄・竟キヨウ也ヤの死を目まの当あたりにした衝しよう撃げきで喋しやべれなくなったという謡の症しよう状じようは前者のように思える。

　しかし、ごく稀まれに、強すぎるストレスが脳に器質的ダメージを引き起こすこともあるらしい。謡ウタイの場合はＢＩＣによる治ち療りようまで行われたのだから、検査で実際の損傷が確かく認にんされたのだろう。つまり、謡の失語は、本人の意思で克こく服ふくできる障害ではないということになる。それは誰だれより謡自身がいちばんよく解わかっているはずだ。

　なのに謡は、声を出そうとする試みをやめようとしない。

　膝ひざの上で両手をきつく握にぎり締しめ、前のめりになって、せわしなく呼吸を繰くり返かえす。無声音で加速コマンドを唱える時も相当に苦しそうなのに、いまはその比ではない。涙なみだと汗あせの混ざった雫しずくが、小さな拳こぶしの上にとめどなく落ちる。

　──もういいよ！

　と口を衝ついて出そうになる声を、ハルユキは必死に吞のみ込んだ。

　数倍の長さにも思える時間が、十秒、十五秒と過ぎ去り……そして。

「……と…………」

　窓ガラス越ごしに入り込んでくる蟬せみの鳴き声にも負けそうなほど弱々しい、しかし確かな、声。加速世界で聞く声こわ音ねとほぼ同じだが、もっと優やさしくて、もっと透すき通とおっている声──。

「……と、も、だ……ち……」

　四つの音を体の底から絞しぼり出すと、謡は力ちから尽つきたように項うな垂だれ、両手で体を支えた。

　数秒間かけて呼吸を整えてから、背筋をぴんと伸ばしてホロキーボードに触ふれ。

【ＵＩ∨　です！】

　と力強く打ち込んだ。

　その文字はクリアに視し認にんできるのに、チャット窓の外側が虹にじ色いろにぼやけていて、ハルユキは瞬まばたきを繰くり返かえした。頰ほおを水すい滴てきが転がり落ちる感覚で、ようやく自分の目に涙なみだが溜たまっていたのだと気付く。

　左手で目め許もとを拭ぬぐい、見上げると、塩シオ見ミさんも両目を何度も瞬しばたたかせていた。ゆっくり頷うなずいて慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべ、

「……そうですか」

　とだけ言う。壁かべ際ぎわの座ざ卓たくに歩み寄ると、両手で持っていたお盆ぼんから冷茶のグラスを移動させ、立ち上がる。

「皆みなさん、ごゆっくりしていってくださいましね」

　そんな言葉とともに塩見さんが退出し、足音が聞こえなくなった、その瞬しゆん間かん。

「ういうい！」

　悲鳴のような声で叫さけんだ楓フウ子コが、畳たたみに滑すべり込むような姿勢で謡に飛びかかった。器用に体を反転させ、自分が下になると、思い切り抱だき締しめる。空中に伸ばされた謡の手が、じたばたとホロキーボードを叩たたく。

【ＵＩ∨　フーねえ、ｋるｓぢいのｄｗす】

　という文字列を見て、ハルユキとニコ、黒クロ雪ユキ姫ヒメは揃そろって泣き笑いの表情を浮うかべた。
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　この日の夕食は、塩シオ見ミさんが用意してくれたすき焼きだった。

　本来、塩見さんの仕事は謡ウタイ一人ぶんの夕食を作るところまでで、午後五時には帰宅する予定だったらしい。しかし今日は一時間残業して、五人分の食材の仕込みを済ませていってくれたのだ。もちろんハルユキたちも手伝ったが、塩見さんの手て際ぎわが鮮あざやかすぎて、たいしたことはできなかった。

　五人で一つの鍋なべを囲んで賑にぎやかに食事を終え、後片付けをしたあと、黒雪姫と楓フウ子コが一いつ緒しよに入浴した。黒雪姫が黒地によろけ縞じまの浴衣ゆかた、楓子が白地に青い麻あさの葉は柄がらの浴衣ゆかたで戻もどってくると、午後七時三十分からは勉強タイムとなった。

　思い返してみればハルユキは、夏休み初日の二十一日は黒雪姫の自宅に泊とまり、二十二日は有アリ田タ家けでハルユキの壮そう行こう会かいが大々的に行われたうえに瀬セ利リ、綸リン、黒雪姫が泊とまっていき、そして今日は謡ウタイの家に泊とまるわけだ。次にチユリに会った時、休みが始まった途と端たんに遊びすぎ！　と言われてしまいそうなので、せめて宿題くらいは前まえ倒だおしで進めなくてはならない。

　幸い、難問に詰つまるたびに、どちらかと言えば理系科目が得意な黒雪姫とどちらかと言えば文系科目が得意な楓子が適切なヒントをくれたので、今日もノルマ以上の分量をこなすことができた。

　年長組は年少組の宿題も手助けする傍かたわら、自分たちの課題もハイペースで消化していったが、あまり根を詰つめると大事な作戦に疲ひ労ろうを持もち越こしてしまうということで、勉強タイムは九時三十分にお開きとなった。

　四神ゲンブ攻こう略りやく作戦の開始まで、あと三十分。

　楓フウ子コと謡ウタイが淹いれてくれたお茶と、黒クロ雪ユキ姫ヒメが持参したマカロンでエネルギーを補ほ充じゆうしてから、再び座ざ卓たくを片付け、畳たたみに敷しき布ぶ団とんを敷しく。六ろく畳じよう間まなので二枚が限界だったが、ダイブするのは女子四名なので問題はない。

　と考えたハルユキは、謡に「僕は椅い子すを借りるね」と声を掛かけ、全員が戻もどってくるまで学習机の前の木製スツールに座すわろうとした──のだが。

「ハルユキ君もこっちに寝ればいいじゃないか」

　黒雪姫がそう言うと、他の三人も真顔で頷うなずく。

「え……でも狭せまくなっちゃいますし、僕は作戦に参加できませんから……」

「気分の問題よ、鴉からすさん。そんなとこから加速中の顔を見られてると思うと、落ち着いて戦えないわ」

　という楓子の言葉に、ニコと謡も大きく頷うなずく。

「そーそー。参加しねーからこそ、現実世界じゃ同じとこにいろよ」

【ＵＩ∨　ネガ・ネビュラスに上下の隔へだてなし、なのです！】

　立て続けにそう言われてしまえば、頑かたくなに拒きよ否ひもできない。やむなくスツールから離はなれ、女子四人が座すわっている布ふ団とんに近づく。

「じゃ、じゃあ、こっちの端はしっこで……」

　なるべくスペースを侵しん食しよくしないよう、体が半分はみ出すくらいのポジションで横になった、その途と端たん。

　デュエルアバター並みの身軽さでハルユキを飛とび越こえたニコが、「どーん！」と叫さけびながら体当たりしてきた。反射的に体を浮うかせたハルユキを、意外なほどのパワーでころころ転がし、二枚並んだ布ふ団とんの真ん中まで移動させる。

「うい、そっちを固定しろ！」

【ＵＩ∨　ハイ！」

　という言葉が交かわされた直後、ハルユキの右側からニコ、左側から謡が勢いよくぶつかり、動けなくしてしまった。

　目を白黒させるハルユキと、楽しそうに笑うニコと謡を、年長の二人は呆あきれるような、慈いつくしむような顔で眺ながめていたが、やがて黒雪姫がぽんと手を叩たたいた。

「よし、作戦開始五分前だ。謡、ホームサーバーの端たん末まつはこの部屋にあるのか？」

【ＵＩ∨　はい、棚たなの最下段に】

　四シ埜ノ宮ミヤ家けは区の有形文化財に指定されてもおかしくないほどの伝統的日本家屋だが、さすがにある程度のスマートホーム化は行われているようで、棚たなの最下段にはＸＳＢポートが並ぶ小型機器が設置されていた。黒クロ雪ユキ姫ヒメは自分のバッグから長めのＸＳＢケーブルを五本取り出すと、まず自分のニューロリンカーとホームサーバー端たん末まつを有線接続し、続けて残り四人のニューロリンカーを数珠つなぎデイジーチエーンで連結した。これで、黒雪姫のニューロリンカーがグローバルネットから切断されれば、他の四人も同時に切れるわけだ。無制限中立フィールドに入る時は必ひつ須すの、時限切断セーフティである。

「タイマーは、内部時間で三時間後に設定する。つまり、どんなに作戦が長引いても、現実時間で十・八秒後には全員が切断されるわけだ」

　そう言った黒雪姫は、ニコの右側に座すわりながらハルユキを見た。

「もちろん、実際には十秒……三時間もかけるつもりはない。ハルユキ君、作戦成功を信じて、我々が戻もどるのを待っていてくれ」

「……はい！」

　ハルユキが答えると、黒雪姫は笑え顔がおで頷うなずき、ニコの隣となりに横たわった。謡ウタイの隣となりには楓フウ子コが並び、全員で午後十時を待つ。あと四十秒……三十秒。

「おいハルユキ、つられてアンリミるなよ」

　右側に密着するニコにそう言われ、ハルユキは抗こう弁べんした。

「す、するわけないだろ！　したらその場で死んじゃうんだから！」

「オマエそそっかしいからなあ」

　途と端たん、左右から笑い声が上がる。左を見ると、謡も大きく口くち許もとを綻ほころばせている。

　残り十五秒。

「メイさん、頑がん張ばって」

　ハルユキが囁ささやくと、謡は笑え顔がおのままこっくり頷うなずいた。

「よし、ニコ、謡、フーコ、スリーカウントでダイブするぞ」

　笑いを収めた黒雪姫が、落ち着いた声で指示する。

　その言葉を聞いた途と端たん、再びハルユキの中に強きよう烈れつな焦しよう燥そう感かんが湧わき上がった。

　どうにかして、謡を……ゲンブ攻こう略りやく作戦の参加メンバー全員を支し援えんする方法はないのか。現実世界で祈いのることの他に、何かできることはないのか。

「カウント、スリー、ツー、ワン……アンリミテッド・バースト！」

　四人が同時に──謡だけは無声音で──加速コマンドを唱えた、その瞬しゆん間かん。ハルユキの脳のう裏りに、一つの可能性が火花となって弾はじけた。

　ある……かもしれない。無制限中立フィールドでは東とう京きようグランキャッスルに封ふう印いんされているシルバー・クロウが、ゲンブ攻こう略りやく作戦に助力するすべが。

　四人に一秒ほど遅おくれて、ハルユキも叫さけんだ。

「バースト・リンク！」
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　青く透すき通とおる初期加速空間ブルー・ワールドに、ハルユキは桃もも色いろブタアバターの姿でポーンと勢いよく飛び出した。

　一回バウンドしてから立ち上がり、後ろを見る。二枚並べられた敷しき布ぶ団とんに、黒クロ雪ユキ姫ヒメ、ニコ、ハルユキ、謡ウタイ、楓フウ子コが目を閉じて横たわっている。

　無制限中立フィールドも、初期加速空間も、時間の加速倍率は同じ現実比一千倍だ。しかしハルユキの加速は一秒遅おくれたので、黒クロ雪ユキ姫ヒメたちは約十七分先行している。帝てい城じよう近くに集合し、作戦を確かく認にんする時間があるはずなのでまだ作戦は始まっていないだろうが、あまりのんびりはしていられない。

　少し考え、引き戸をすり抜けて謡の部屋から出る。長い廊ろう下かをブタアバターの短い足で懸けん命めいにダッシュし、玄げん関かんから外へ。

　四シ埜ノ宮ミヤ家けは、観カン世ゼ流リユウという伝統ある能楽師の家系だ。広い敷しき地ちの中には本格的な能のう舞ぶ台たいが設しつらえられている。ハルユキはそこまで走ると、入り口でぺこりと礼をしてから建物に入った。

　能のう舞ぶ台たいは、《本ほん舞ぶ台たい》と《鏡の間》が《橋はし掛がかり》という廊ろう下かで繫つながった構造になっている。ハルユキが入ったのは、控ひかえ室しつである鏡の間だ。初期加速空間は原則的にソーシャルカメラが捉とらえた映像から構築されるが、ソーシャルカメラの視界外となる場所もニューロリンカーの内蔵カメラが過去に捉とらえた映像を元に作られ、細部は推測補完される。

　鏡の間は、色こそ青一色だが、以前一度だけ見た現実世界の内装をほぼ完かん璧ぺきに再現していた。四メートル四方ほどの板張りの部屋。左手には本ほん舞ぶ台たいへと続く戸口があり、右手には衣い装しよう部屋の扉とびら、そして正面には──高さ二メートル近い巨きよ大だいな鏡。

　ハルユキは数歩進むと、鏡の正面に立った。

　三年前、この鏡は一度割れている。謡ウタイの兄にして《親》である四シ埜ノ宮ミヤ竟キヨウ也ヤの上に倒たおれ込み、鋭えい利りな破は片へんが竟也の体を切きり裂さき……命を奪うばった。その瞬しゆん間かんから謡は言葉を失い、それまでは薄うす紅べに色いろだったというアーダー・メイデンの袴はかまは、深い緋ひ色いろへと変わった。

　初期加速空間でも鏡は鏡として機能し、ハルユキのアバターをくっきりと映し出している。ブタの姿の自分を正面から凝ぎよう視しし、その背後にいるかもしれない人物へと語りかける。




　──竟也さん……ミラー・マスカー。あなたがどれほど無念だったかは、僕には想像もできません。

　──僕は、あなたの代わりにはなれない。謡さんの苦しみを、あなたに代わって癒いやすことはできません。でも……謡さんを助けたいと思う、その気持ちは本物です。

　──謡さんはこれから、たぶんバーストリンカーになって以来いちばん大変な……三年前の四神スザク戦よりも苦しいだろう戦いに臨のぞみます。なぜなら謡さんは、もう四神の恐おそろしさを知っているから。自分を無限ＥＫにした巨きよ大だいすぎる敵に、そうと解わかって挑いどむんです。僕のために。白の王に捕つかまってしまった僕を助けるために。

　──だから、僕も謡さんを助けたい。ほんの少しでもいいから、力になりたい。もしここにあなたの心が残っているなら……どうか、僕を導いてください。




　ミラー・マスカーに向けてそう念じると、ハルユキはゆっくりとブタアバターの腰こしを落とし、左手を前に、右手を腰こし撓だめに構えた。黒いひづめを握にぎり、精神を集中する。

　鈴スズ川カワ瀬セ利リ／セントレア・セントリーを蘇そ生せいさせた時、ハルユキはこの方法でハイエスト・レベルへとアクセスした。だがあの時は、接続できたのはほんの一いつ瞬しゆんだった。今回は、それでは足りない。いままではメタトロンの力を借りるか、無制限中立フィールドで十時間以上も素す振ぶりを続けなくては実現できなかったハイエスト・レベルへの完全シフトを、この初期加速空間から、自分の力で成なし遂とげなくてはならない。

　限界を超こえた集中。それが世界の壁かべを破る鍵かぎだ。

　白の王が《ライトキューブ》と呼んだ、ハルユキの思考用量子回路に過大な負ふ荷かがかかるほどの、極限の集中。

　瀬利の時は、ハルユキが繰くり出した拳こぶしは、世界の壁かべにわずかに触ふれた程度だった。今回は、壁かべを打うち砕くだく必要がある。

　何回も試ためしている時間はない。たぶん、最初の一いち撃げきで壁かべを破れなければ、あとはいくら拳こぶしを振っても同じだろう。無制限中立フィールドでやったように、十何時間も素す振ぶりを繰くり返かえせば行けるかもしれないが、その頃ころには恐おそらくゲンブ攻こう略りやく作戦も終わっているし、そもそも初期加速空間には三十分しかいられない。

　集中。

　集中。

　集中……。

　右みぎ拳こぶしを構えたまま、必死に集中力を高めようとするハルユキの耳に。

　ふと、誰だれかの声が聞こえた。




　──光だよ。

　──きみの中に存在する、光を感じるんだ。終わりの神が放つ闇やみから、謡ウタイやほかの人たちを守った時と同じように。

　──ライトキューブやメイン・ビジュアライザーの中では、封ふうじ込められた光こう子したちが永遠の揺よう動どうを繰くり返かえしている。その光を感じ、一体化できれば、きみは新たなステージに行ける。心しん意いの力の、更さらに先へ。




　光…………。

　声に出さずに呟つぶやくと、ハルユキは目を閉じた。

　心しん意い技わざ《光殻防壁ライト・シエル》を発現した時、ハルユキはシルバー・クロウに与あたえられた属性としての光を見いだしたと思った。でも、あの光は、デュエルアバターではなく、ハルユキ自身の中にあったのだろうか。もしかしたら……バーストリンカーは誰だれもが、心の中に同じ光を宿しているのだろうか。

　光。

　集中……光。意識を集中し、光と一体化する。ライトキューブに負ふ荷かをかけるのではない。融ゆう合ごうするのだ。

　オメガ流りゆう秘ひ奥おう義ぎ《合ごう》によって、ハルユキは世界、すなわち《外》と融ゆう合ごうした。

　第二段階心意技《光殻防壁》によって、ハルユキは意識、すなわち《内》と融ゆう合ごうした。

　その二つを同時に行う。外──メイン・ビジュアライザー。内──ライトキューブ。それらが光によって繫つながり、一体化した時、新たな扉とびらが開く。

　ブタアバターの内部から、純白の光が湧わき上がる。波動となって広がり、全身を満たす。

　鏡に映る自分が、輝かがやきの中に溶とけていく。

　ハルユキは、一歩踏ふみ出し、右みぎ拳こぶしを突き出した。

　瀬セ利リの時とはまったく違ちがう、どちらかと言えば緩ゆるやかにすら感じられる一いち撃げき。

　光の波動を宿す拳こぶしが、巨きよ大だいな鏡に触ふれる。

　鏡の表面に、音もなく放射状の亀き裂れつが走る。鏡が内側に砕くだけていく。その奥おくには──まるで天の川のような、無限の星空が広がっている。




　──謡ウタイを頼たのんだよ。




　再び聞こえたその声が、バシイイイイイイッ！　という加速音にかき消された。











９






　気付くと、ハルユキは、静かに瞬またたく銀河の上に立っていた。

「……うあっ!?」

　思わず叫さけんでしまってから、自分の体を見下ろす。ブタアバター……ではない。ぼんやりと透すき通とおっているが、シルバー・クロウの姿だ。

　ハイエスト・レベル。

　ついに、独力で、この場所にもう一度到とう達たつできたのだ。

「やっ……」

　ついガッツポーズをしそうになり、慌あわてて両手を下ろす。この場所に来ることが最終目標ではないし、そもそも独力と言えるのかどうか。

　ハルユキは鏡の間で、確かに誰だれかの声を聞いた。落ち着いた、しかし幼さの残る少年の声。トリリードの声とも、クロム・ファルコンの声とも、ウルフラム・サーベラスの声とも違ちがっていた。あれは──もしかすると……。

　頭を振って思考を堰せき止とめる。いまは、やるべきことをやらなくては。

　改めて眼下の銀河に視線を落とす。

　密ひそやかに光る無数の星ほし屑くずは、ほぼ全てが《ノード》……つまり現実世界のソーシャルカメラの位置を示している。そのつもりで見ると、星たちの濃のう淡たんやラインによって、東とう京きよう都と心しんの詳しよう細さいな地図が描えがき出されていることが解わかる。

　ハルユキの真下で、ひときわ明るく輝かがやく星せい団だんは……たぶん新しん宿じゆく。その北には池いけ袋ぶくろが、南には渋しぶ谷やが、別の星せい団だんを作っている。

　無数のノードが凝ぎよう集しゆうした新宿駅から東に伸びる、くっきりとした星の道を目で辿たどる。あれが恐おそらく国道二〇号、新しん宿じゆく通どおりだろう。道の南側にある暗いエリアは新しん宿じゆく御ぎよ苑えん。その先が四よつ谷や、麴こうじ町まち……そして、東京の中心に広がる、まるで暗黒星雲のように黒々とした巨きよ大だい空間が皇こう居きよ、すなわち帝てい城じようだ。

　ハルユキは、背中の銀ぎん翼よくを広げると──恐おそらくその必要はないのだろうが──帝城に向けて降下した。

　風を切る感覚はないが、星ほし屑くずの海がみるみる近づく。大きな道路沿いに点在している、ノードとは色と大きさが違ちがう光点はたぶんエネミーだ。四谷で総そう武ぶ線せんを横切り、進路をやや左へ。千ち代よ田だ区く一いち番ばん町ちようを横切り、代だい官かん町ちよう通どおりに沿って飛ぶと、前方左側に激戦の舞ぶ台たいとなった北きたの丸まる公こう園えんが、そして右側に帝城北門──通つう称しようゲンブ門が見えてくる。

　ハイエスト・レベルでは、四神は禍まが々まがしいほど巨きよ大だいな光の塊かたまりに見えるはずだが、いまのところゲンブ門周辺は暗くら闇やみに包まれている。つまり、まだ攻こう略りやく作戦は始まっていないのだ。

　ほっとしながら、急角度で左に反転する。作戦の集合場所は、インティ攻こう略りやく作戦の時と同じ防ぼう衛えい省しようの儀ぎ仗じよう広ひろ場ばなので、そこを目指そうとしたのだが。

「……あっ」

　小さく声を上げてから、ハルユキは翼つばさを広げて急ブレーキをかけた。無制限中立フィールドミーン・レベルや通常対戦フィールドロウ・レベルと違ちがって慣性を一いつ切さい感じないのが実に奇き妙みようだが、いまはどうでもいい。

　市いちケが谷や駅えきから八百メートルほど東、靖やす国くに通どおりの路上に、色とりどりの小さな星たちが行列を作っている。

　数は五十を超こえる。エネミーではあり得ない。これが黒クロ雪ユキ姫ヒメたち、ゲンブ攻こう略りやく部隊だ。

　そのつもりで見ると、行列の先頭には、藍あい色いろや水色、緑色、緋ひ色いろの星たちと、青あお紫むらさきの燐りん光こうをまとった黒い星が視し認にんできる。以前はハイエスト・レベルから個々のバーストリンカーを識別することは不可能だと思っていたが、いまはそれらの星がタクム、楓フウ子コ、チユリ、謡ウタイ、黒雪姫であると直感的に理解できた。すぐ後ろにはあきらやニコ、パドさん、累ルイや志シ帆ホ子コたちの星も見える。

　一行は、北の丸公園から二百メートルほどの地点にまで近づいている。無制限中立フィールドの時間では、あと十分もしないうちにゲンブ門手前の待機位置に到とう着ちやくし、最後の作戦確かく認にんが行われるだろう。

　だがハイエスト・レベルでは、無制限中立フィールドですら停止して見えるほどの超ちよう高倍率で時間が流れている。ここで何時間待っても、黒クロ雪ユキ姫ヒメたちがゲンブ門に着くことはない。

　ハルユキが、ハイエスト・レベルからしようと思ったこと。それは、謡ウタイへの援えん護ごだ。

　かつてメタトロンは、ハルユキがこの場所でできることは観察だけだと断言した。

　だが同時に、全てを極きわめた存在ならば、《ハイエスト・レベルでの情報直接干かん渉しよう》も不可能ではない……とも言った。

　もちろん、まだそんな段階にはまったく到とう達たつしていない。しかし、いまのハルユキならば、ほんのわずかばかりの干かん渉しよう──たとえば、謡の星に接せつ触しよくし、エネルギーを届けるようなことができるのではないか。あるいは単なる自己満足に終わってしまうのかもしれないが、それでも現実世界でただ秒数をカウントしているよりは絶対にいい。

　だが、謡にエネルギーを届けるには、ゲンブ攻こう略りやく作戦が開始されるまで時間を進める必要がある。いったん現実世界に戻もどり、もう一度ハイエスト・レベルに入る余よ裕ゆうはない。この場所で、何とかして加速倍率を下げることができないだろうか。

　メタトロンに方法を訊きければ……と思ってから、さっと首を左右に振る。メタトロンの完全修復が終わるまで、現実時間であと一日足らずなのだ。それまで、彼女の邪じや魔まをするつもりはない。

　──とりあえず、ゲンブ門に行ってみよう。

　そう考え、ハルユキは再び上じよう昇しようした。

　メタトロンは、《ハイエスト・レベルに距きよ離りは存在しない》と言っていた。ならば、念じるだけでテレポートするようなことも可能なのかもしれないが、方法は推測すらできないし、いまは急ぐ理由もない。

　先刻のルートを引き返して北きたの丸まる公こう園えんへ。太たい陽よう神しんインティが消しよう滅めつし、その後に変へん遷せんが起きたため、日に本ほん武ぶ道どう館かんも復元されている。──ということはインティも中身がない状態でどこかに復活しているのかもしれないが、もうこちらから接せつ触しよくする必要はない。

　武道館を左手に見ながらゆっくり移動し、東とう京きよう国こく立りつ近きん代だい美び術じゆつ館かんの上空で停止する。

　加速世界の帝てい城じようは、東とう京きよう都と心しんのランドマークの中で唯ゆい一いつ、現実世界とは大きく異なる形状をしている。現実の皇こう居きよは縦長の六角形だが、帝城は完全な真円形で、広い壕ほりで完全に隔かく離りされ、東西南北の大橋でのみ外界と繫つながる。帝城北門に相当するのは北の丸公園の南にある乾いぬい門もんだが、現実世界では陸続きなのに、こちらでは幅はば五百メートルもある底なしの壕ほりが、近づく者を引きずり込まんと口を開けている。

　壕ほりには幅はば三十メートルの橋がかかり、その突き当たりに巨きよ大だいな城門がそびえる。あれが帝城北門、通つう称しようゲンブ門。

　三年前、第一期のネガ・ネビュラスは、レギオンを四チームに分けて帝城攻こう略りやくに挑いどんだ。

　南のスザク門攻こう略りやくチームを率いたのは、《緋色弾頭テスタロツサ》アーダー・メイデン。

　東のセイリュウ門は、《純アク水アマ無テイ色ツク》アクア・カレント。

　西のビャッコ門は、《超スト空ラトの・シ流ユー星ター》スカイ・レイカーと《絶ワー対ルド切・エ断ンド》ブラック・ロータス。

　そして北のゲンブ門を担当したのが、《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジ。

　戦せん闘とうはわずか百二十秒で終わり、ネガ・ネビュラスは壊かい滅めつした。西門ではスカイ・レイカーがどうにかブラック・ロータスを脱だつ出しゆつさせたものの、アーダー・メイデンとアクア・カレント、グラファイト・エッジは、四神の猛もう攻こうからレギオンメンバーを逃がすために無限ＥＫに陥おちいってしまった。

　メイデンとカレントは先月ようやく救出されたのだが、グラファイト・エッジはずっと昔に自力で無限ＥＫから脱だつ出しゆつしていたらしい。しかしゲンブの重力攻こう撃げきが強力すぎて橋を対岸まで渡わたることができず、逆にゲンブ門へと移動し、本来ゲンブを倒たおさないと開かないはずの門を、第三段階心しん意い技わざ《解明剣エルシデイター》によって切断し、帝てい城じよう内部に逃のがれたのだ。

　彼はグレート・ウォール《六シツ層クス装アー甲マー》の第一席を務めるいっぽう、無制限中立フィールドではいまだ帝城に囚とらわれている。当人はその状じよう況きようをさほど苦にしていないようで、黒クロ雪ユキ姫ヒメたちが無限ＥＫに陥おちいった時は帝城内から一年近くもインティの様子を監かん視ししてくれたりもしたのだが、今回ばかりは外に出てきてもらわなくてはならない。ハルユキを助けるためではなく、白の王がテスカトリポカを用いてやろうとしていることを止めるために。

　ふと、そういえば、と思う。ゲンブ攻こう略りやく作戦のことは当然グラファイト・エッジにも伝えられているので、彼はもう脱だつ出しゆつに備えて門の近くで待機しているはずだ。ハイエスト・レベルからなら、その姿を確かく認にんできるのではないか。

　ハルユキは高度を上げ、ゲンブ門の奥おくを覗のぞこうとした。

　だが、白い光点で描びよう画がされた門は半ば透すけているのに、その奥おくは漆しつ黒こくの闇やみに満たされていてノード一つ見つけられない。やはり、帝城の外と内は完全な別世界なのだ。広大な加速世界とは異なる製作者によって築かれた、金きん城じよう鉄てつ壁ぺきの要よう塞さい──あるいは牢ろう獄ごく。恐おそらく、ハイエスト・レベルから接近しても、壕ほりの上空で不可視の障しよう壁へきに阻はばまれてしまうだろう。

　グラファイト・エッジを探すのは諦あきらめて、ハルユキはさてと考え込んだ。

　時間がほぼ停止したこの世界で、作戦開始を待つのはやはり現実的ではない。どうにかして時間を早送りする──言いい換かえれば自分の意識、思考を減速させる方法はないものか。空中で腕うで組ぐみをしながら、ヒントを探すようにあてどなく下界を見回す。

　東とう京きよう国こく立りつ近きん代だい美び術じゆつ館かんの西側は、駐ちゆう車しや場じようと広い樹林になっている。北には科学技術館があり、東には二本の円えん塔とうが特とく徴ちよう的てきな複合商業ビルが建つ。やはりソーシャルカメラは、商業ビルの中がいちばん多い。この距きよ離りから見ると、緊きん密みつに並ぶ光点たちを繫つなぐ淡あわい光の流れまでもが確かく認にんできる。全てのソーシャルカメラは専用ネットワークで接続され、所在地が公開されていない《ソーシャルセキュリティ・サーベイランスセンターＳＳＳＣ》に情報を送っているので、あの流れを辿たどっていけばＳＳＳＣの場所が解わかるのかもしれない……。

　などと考えながら、ハルユキはじっとノードを繫つなぐストリームを見つめた。

　そして、気付いた。

　横に長い商業ビルの端はしにそびえる円えん塔とう。その内部に、ノードではない光点が固まっている。数は四……いや、五個。色は薄うすい紫むらさき色いろ、暗い赤色、濃こい灰色、ほぼ完全な黒……それに、銀と赤と闇やみが入り交じる、奇き妙みような色。

　エネミーではない。バーストリンカーだ。

　偶ぐう然ぜん、小規模レギオンがエネミー狩がりをしていたのだろうか。だとしても、あの人数で帝てい城じようのこんなに近くまで来ることは考えにくい。内うち堀ぼり通どおりや靖やす国くに通どおりには強力な巨ビー獣スト級きゆうエネミーが頻ひん繁ぱんに出現する。インティ攻こう略りやく作戦の直前に出くわした《フレイムブローワー》などは、ハイランカーが十人いても苦戦する難敵なのだ。だとすると、あの集団は……。

　高度を落としながら、五個の光点をじっと凝ぎよう視ししたハルユキは──。

　突とつ然ぜん、不ふ吉きつな天てん啓けいに打たれて喘あえいだ。

　集団の中心にいる、薄うすい紫むらさきの光点。まったく同じ色の光を、ハルユキは過去何度も見ている。帽ぼう子しと両目、四つのレンズからレーザーを放つ寸前に煌きらめいた紫むらさきの光。あの光点は、《四眼のクアツドアイズ・分析者アナリスト》、アルゴン・アレイだ。

　そうと悟さとった途と端たん、他の光点の正体が連れん鎖さ的てきに思おもい浮うかぶ。暗い赤色は、ヘルメス・コード縦走レースに乱入したラスト・ジグソー。濃こい灰色は、白のレギオンとの領土戦やインティ落下の直前にハルユキと戦ったシャドウ・クローカー。背景と同化しそうなほど黒いドットは、仇きゆう敵てきブラック・バイス。そして……銀と赤と闇やみが渦うず巻まく光点は、災さい禍かの鎧よろいマークⅡと同化した、ウルフラム・サーベラス。

　加速研究会。そのほぼ全戦力。

　偶ぐう然ぜんであるはずがない。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちゲンブ攻こう略りやく部隊を待まち伏ぶせているのだ。

「情報が……漏もれてる……？」

　掠かすれ声ごえで呟つぶやいてから、ハルユキは思いきりかぶりを振った。

　ネガ・ネビュラスや他のレギオンに内通者がいるわけではない。白のレギオンと加速研究会は、いかなる手段によってか、無制限中立フィールドの出来事を監かん視しできるのだ。真っ先に思おもい浮うかぶのはブラック・バイスの《減速能力》だが、今回は違ちがう。なぜならバイスの《減速》は脳内のＢＩＣを利用するので、アボカド・アボイダの《虚無空間ボイド》と違ちがって、他のバーストリンカーには効力を及およぼせない。

　いや──いまは、監かん視しの方法などどうでもいい。加速研究会が待まち伏ぶせていることを、黒雪姫たちに伝えなくては。作戦を妨ぼう害がいされたら、グラファイト・エッジを脱だつ出しゆつさせるどころか、謡ウタイやグラフを含ふくむ何人もがゲンブによる無限ＥＫに陥おちいってしまいかねない。

　だが、どうやって伝えればいいのか。

　加速停止して黒雪姫のニューロリンカーを外す？　いや、ハルユキの時もそうだったように、たとえ相手がすぐ近くに横たわっていても、覚かく醒せいし、起き上がってニューロリンカーを摑つかみ、引き抜くにはどうしても三秒はかかる。そのあいだに加速世界では三千秒、五十分が経過する。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちが帝てい城じよう北門に到とう着ちやくし、作戦を開始するには充じゆう分ぶんな時間だ。

　それに、その手段で強制切断できるのは黒雪姫と、デイジーチェーン接続している謡ウタイ、楓フウ子コ、ニコだけ。他のメンバーにとっては主力中の主力がいきなり消しよう滅めつすることになるので、むしろ危険が増してしまう。

　どうする。どうする──。

　漆しつ黒こくの情報空間に浮うかんだまま、ハルユキは懸けん命めいに考えた。考える時間だけは無限にあるので、あらゆる方法を模も索さくし、検討しては捨て、そして一つの結論に至る。

　このハイエスト・レベルから、直接警告するしかない。

　謡にエネルギーを送る試みも実効性があるかどうか定さだかでないのに、声を届けるなどということが一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできるとは思えないが、やるしかないのだ。

　ハルユキは以前、災さい禍かの鎧よろいマークⅡとの戦いで消しよう滅めつ寸前となったメタトロンにハイエスト・レベル経由で呼びかけ、途と切ぎれかけた《リンク》を修復した。もちろん、すでに回線があったからこそできたことで、黒雪姫や謡たちとのあいだにはメタトロンとのリンクに相当するものはないが──しかし、絆きずなという名の繫つながりはある。言葉までは無理でも、警告の意思を届けるだけならきっとできる。

「……先せん輩ぱい」

　ハルユキは目をつぶり、脳のう裏りに黒雪姫の姿を思おもい描えがいた。

　梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうローカルネット内のスカッシュゲームコーナーで、初めて声を掛かけてくれた時の黒くろ揚あげ羽は蝶ちようのアバター姿。学生食堂のラウンジで、ＸＳＢケーブルを差し出した時の制服姿。ネガ・ネビュラス復活を宣言した時の、凜り々りしくも雄お々おしいデュエルアバター姿。

　そして、ハルユキにうなじのバーコードを見せた時の、妖よう精せいのように美しく、氷像のように儚はかなげな姿──。

　ハルユキとシルバー・クロウは、黒雪姫と黒の王ブラック・ロータスに剣を捧ささげた騎き士しだ。何があっても守り抜くという誓ちかいが、いつもハルユキの行く手を照らし、前に進む力を与あたえてくれた。

　自分のためにはできないことでも、黒雪姫のためならばできる。絶対にできる。

　両りよう拳こぶしを強く握にぎり、両目を見開く。背中の翼つばさを広げ、再び黒雪姫たちが移動中の靖やす国くに通どおりへと移動しようとした、

　その時。

　ぴぃん……。

　極ごく薄うすの金きん属ぞく片へんを極小のハンマーで叩たたくような、かすかな音が聞こえた。

　ぴぃん、ぴぃん。暗い虚こ空くうに、結けつ晶しよう化かした音が連続して響ひびく。少しずつ大きくなるその音が、ハルユキの記き憶おくを刺し激げきする。

　あれは……三日前、白のレギオンとの領土戦ステージが、若ワカ宮ミヤ恵メグミ／オーキッド・オラクルの心しん意い技わざ《パラダイム・ブレイクダウン》によって無制限中立フィールドになってしまった時のことだ。ハルユキは咄とつ嗟さにメタトロンを喚よび、意識をハイエスト・レベルにシフトしてもらった。そこで、この音を聞いたのだ。──つまり。

　ぞくりと冷たい戦せん慄りつを感じながら、ハルユキは振り向いた。

　ぴぃん、という響ひびき──足音が止まった。

　漆しつ黒こくの闇やみを背景に、仄ほの白じろい人ひと影かげが浮うかんでいる。

　半ば透すき通とおる冷光で描えがき出されているのは、驚おどろくほど細身な女性型デュエルアバター。雪の結けつ晶しようを模したドレス型アーマーと毛先がくるくる巻かれた長い髪かみ、鋭えい利りな針のようなティアラ。華きや奢しやさは白の王ホワイト・コスモスと同程度でも、身長はずっと低い。装そう甲こう色しよくは解わからないが、この姿を見み間ま違ちがえるはずもない。

　オシラトリ・ユニヴァース《七連矮星セブン・ドワーフス》の第二位、《眠り屋スリーピー》こと──

「……スノー・フェアリー！」

　叫さけんだハルユキに、妖よう精せいめいたアバターは無む邪じや気きな笑えみを向けてきた。淡あわ雪ゆきにフルーツシロップを垂らしたような、甘あま酸ずっぱい声がわずかなエコーを伴ともなって響ひびく。

「ひさしぶり、シルバー・クロウ。またあったね」

「どうしてここに……!?」

「あなた、前のときもおなじこときいたよ。あたしの答えもおんなじ。みられてる感じがしたから」

「…………」

　そう──領土戦の時も、スノー・フェアリーはそう言った。無制限中立フィールドの彼女を、ハイエスト・レベルから見ているハルユキの視線を感じた、と。

　ハルユキは一いつ瞬しゆんだけ眼下の円えん塔とうビルに視線を落としてから、再び訊たずねた。

「でも……あそこにいるのは加速研究会のメンバーだけですよね。僕、あなたを見つけてもいなかったんですが」

「あんなやつらはしろうと」

　最古参バーストリンカーであろうブラック・バイスやアルゴン・アレイをも含ふくむ集団をそう断じると、スノー・フェアリーはもう一度にっこりと笑った。

「あなたもだけどね、クロウ。ハイエスト・レベルじゃ、あたしのほうがずっと、ずうーっと先せん輩ぱいなんだよ」

　その言葉を聞いた途と端たん、ハルユキは反射的に両手を構えてしまった。ハイエスト・レベルには体力ゲージも当たり判定もないと解わかってはいるが、それでも防ぼう御ぎよ姿勢を取らずにはいられない。

　先せん輩ぱい、という単語の意味を一いつ瞬しゆん考え、さらに問いかける。

「あなたは……あなたも《契けい約やく者しや》なんですね」

「あら……その言葉、だれからきいたの？」

　直接的にはセントレア・セントリーからだが、その名前を出すのは百害あって一利なしだし、同じ言葉を使ったバーストリンカーはもう一人いる。ハルユキ自身はメタトロンと契けい約やくしたのではなく友達になったのだと信じているが、それもいま言うことではない。

「……白の王からです」

　ハルユキの答えを聞くと、フェアリーは可か愛わいらしく首を傾かたむけ、「あー」と言った。

「そっか、あなた、コスモスとはなしたのね。王さまのきまぐれもこまったものよね……もう、物語はさいごのページにちかづいているのに」

「最後のページ……？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいたが、それには答えようとせず、フェアリーは体の後ろに両手を回した。

　ぴん、ぴぃん、と音を立ててステップを踏ふみ、再びハルユキを見る。

「コスモスの定義なら、あたしも契けい約やく者しやってことになるかな。もう、契けい約やくしたあいてはどこにもいないけどね」

「いない……？　四聖の誰だれか……いえ、メタトロンとアマテラスを除いた、他の二人のどっちかじゃないんですか？」

「シーワンムーでもウシャスでも、もちろんニュクスでもないよ」

「シ、シーワン……？」

　聞いたことのない名前が次々に出てきて、ハルユキは首を傾かしげた。だがフェアリーは気にする様子もなく続ける。

「ライトキューブをもってるエネミーは、ほかにもいるってこと。初期化されたらそれまで、だけどね……」

　呟つぶやくようにそう告げると、フェアリーは軽く首を振り、可か愛わいらしいアイレンズでハルユキを見た。

「さあ、おしゃべりはこれくらいにしよっか。わるいけどあなたには、しばらくここで凍こおっててもらうね」

「こ、凍こおる？」

「だって邪じや魔まするつもりなんでしょ？　アルゴンたちのまちぶせを」

　ど真ん中の質問をぶつけられ、一いつ瞬しゆん詰つまってから頷うなずく。もう、誤ご魔ま化かす意味はない。

「もちろんです。待まち伏ぶせされてると知ってて、黙だまって見てるわけないでしょう」

「だったらあたしも、邪じや魔まされるとしっててほっとくわけないよね」

　淡あわく微笑ほほえむスノー・フェアリーの小さな体から、突とつ如じよ強きよう烈れつな冷気が吹ふき付つけてきたような気がして、ハルユキは息を詰つめた。

　錯さつ覚かくだ。ハイエスト・レベルでは、他者に物理的な干かん渉しようはできない。スノー・フェアリーは前回現れた時、ハルユキとメタトロンのリンクを切断しようとしたが、いまはそのメタトロンもいない。フェアリーに何らかの危害を加えられる恐おそれはない──はずだが、先ほど言われたように、向こうがハルユキより《ずっと、ずうーっと先せん輩ぱい》であることは事実だ。《凍こおっててもらう》という言葉の真意は不明だが、物理的干かん渉しようやリンク切断以外の何かをされる可能性はゼロではない。

　ならば。

　ハルユキは、一いつ切さいの予備動作なしに、いきなり垂直上じよう昇しようした。

　地上のノード群が個別に見分けられなくなるほどの高度にまで駆かけ上のぼり、水平飛行に移る。西に見える新しん宿じゆくエリアの輝かがやき目指して、フルスピードで飛ひ翔しようする。

　スノー・フェアリーは、ハイエスト・レベルを自分の足で歩いていた。あの移動速度なら、飛ぶハルユキを捕ほ捉そくし続けることは不可能だ。いったん引ひき離はなし、大きく迂う回かいしながら下降、地面ぎりぎりを飛んで黒クロ雪ユキ姫ヒメたちのところに戻もどる。もちろんフェアリーはまた現れるだろうが、見つかる前に黒雪姫に危険を伝えられれば、あとは何をされても問題はない。

　来た時の数倍のスピードで新しん宿じゆく通どおりの遥はるか上空を飛び、四よつ谷やを越こえて新しん宿じゆく御ぎよ苑えんにまで到とう達たつした、その時だった。

　ぴぃん。

　再び、あの音が聞こえ──。

「…………!?」

　ハルユキは驚きよう愕がくしながら翼つばさでフルブレーキを掛かけた。慣性がないはずなのに、十メートルほども滑すべってからやっと停止する。

　前方の空中に、白い人ひと影かげがぽつんと浮うかんでいる。

　氷の針でできたティアラ。雪の結けつ晶しようを繫つないだドレス。スノー・フェアリー。

「ど……どうして!?」

　思わず遥はるか後方の帝てい城じようを振り返ってから、ハルユキは新宿エリアの眩まばゆい星々を背負って佇たたずむフェアリーに問いかけた。

「追いつけるはずがない……！」

「だからあなたはしろうとなの」

　軽く肩かたをすくめ、《眠り屋スリーピー》の二つ名を持つ少女は言った。

「ハイエスト・レベルで距きよ離りは意味をもたないって、おしえてもらわなかった？」

「……そう、言われましたけど、だからって……」

「クロウ、いまのあなたやあたしがみてるのは、ミーン・レベル上の《データの位置》が表示されてる三次元モニターみたいなものなの。モニターだから、視点の位置はすきかってにかえられる。あなたは視点をカーソルキーでいっしょうけんめいうごかしてたけど、座標を指定してとぶほうがずっとかんたん」

「……つまり、あなたはハイエスト・レベルのどこにでも、自在にテレポートできるんですか」

「把は握あくできる場所と範はん囲いならね」

「ど、どうやって……？」

「まず、とびたい場所にあるものを……」

　スノー・フェアリーは右手を持ち上げながらそう言いかけたが、突とつ然ぜん口を閉じ、しばらくしてから言った。

「どうしてあたしがあなたにおしえなきゃいけないの？」

「どうして……って言われても……」

「だいたい、おしえたところでむだになるだけ。もうすぐ、この世界はおわるんだから」

「終わる……？」

　呟つぶやくハルユキに、フェアリーは胸のあたりに掲かかげたままだった右手をふわりと向けた。

「おわりはもうさけられない。問題は、あたしたちバーストリンカーがどうおわるか、だけ。アサルトリンカーやコラプトリンカーたちのように苦痛と屈くつ辱じよく、絶望にまみれておわるか……それとも……」

　そこで言葉を途と切ぎれさせると、スノー・フェアリーは軽くため息をつき、右手を握にぎった。

　途と端たん、ハルユキの全身が、これ以上はないというほど完全に硬こう直ちよくした。

　麻ま痺ひしたとか、氷こおり漬づけにされたとか、そんなレベルではない。体の感覚はあるのに、指や口、瞼まぶたさえもが金属の塊かたまりに変わってしまったかのようだ。酸素を必要としないデュエルアバターにも《肺で呼吸する感覚》はあり、それはハイエスト・レベルでも同じだったのに、空気を吸い込むことすらできない。

　この息苦しさは錯さつ覚かくだ。頭ではそう解わかっているのに、呼吸ができないというだけで凄すさまじいほどの恐きよう怖ふが全身を駆かけ巡めぐる。叫さけびたい。喉のどをかきむしりたい。でも口も手も動かない。

「ごめんね、くるしいよね。でも、こうするしかないの。いま、グラファイト・エッジが外にでてくるとちょっとめんどうなことになりそうだから。あんしんして、ブラック・ロータスたちを無限ＥＫにはしない。ただ、門をあけるのをあきらめてほしいだけ」

　優やさしくさえある口調でそう言うと、フェアリーはぴぃん、ぴぃんと後ろに歩いた。

「ロウエスト・レベルでだれかがニューロリンカーをはずしてくれるまで、あなたはその状態でとっても、とってもながい時間をすごすことになるとおもう。かわいそうだから、いっしょにいてあげるね」

　にこ、と微笑ほほえみ、その場で膝ひざを抱かかえて座すわる。ハルユキから視線を外し、彼方かなたの帝てい城じようを眺ながめながら、体をゆっくり左右に揺ゆらし始める。

　スノー・フェアリーが何を考えているのかを想像する余よ裕ゆうは、ハルユキにはなかった。

　苦しい。苦しい。苦しい。

　必死に空気を吸い込もうとするが、肺までもが金属に変わってしまい、どんなに力を入れても膨ふくらんでくれない。いっそ気絶できれば、と思うものの意識が薄うすれる気配もない。ただただクリアな苦しさと恐きよう怖ふ、パニックだけが思考を満たす。

　誰だれか。誰だれか。誰だれか。

　しかしここは、最高位のビーイングに導かれた者だけが到とう達たつできるハイエスト・レベルだ。どれほど念じても、助けが訪おとずれるはずもない。フェアリーが言ったように、このまま現実世界で黒クロ雪ユキ姫ヒメたちがニューロリンカーを外してくれるまで耐たえるしかないのか。しかしそれまでに、いったいどれほどの時間が流れるのか──。

　誰だれか。誰だれか……。

　無限にも思える数十秒が過ぎた時、ハルユキはふと気付いた。

　メタトロンなら。

　ハイエスト・レベルを知しり尽つくす彼女なら、ハルユキを完全硬こう化か状態から解き放てるのではないか。もう、望みはそれしかない。この苦しみから解放されたい。

　頭の中で、思い切り大天使の名を呼ぼうとした──

　その寸前。

　ハルユキは、苦しみと恐きよう怖ふの隙すき間まにほんの少しだけ残された意思力の全てを振ふり絞しぼり、悲鳴にも似た思念を止めた。

　スノー・フェアリーは、なぜハルユキを放置して無制限中立フィールドに戻もどらず、この場に留とどまっているのか。

　かわいそうだから？　そんなはずがない。ハイエスト・レベルの時間加速倍率は不明だが、仮に無制限中立フィールドの千倍と見積もっても、ハルユキが強制切断されるまで下手をすると一千時間──四十日以上もかかる可能性がある。それほどの時間を、哀あわれみだけで浪ろう費ひするような性格だとは思えない。

　つまり、スノー・フェアリーは、何かを待っている。

　それはメタトロンだ。ハルユキにメタトロンを召しよう喚かんさせ、以前にやろうとしでできなかった《リンクの切断》を完かん遂すいするつもりなのだ。だとすれば、フェアリーは──白のレギオンは、グラファイト・エッジの脱だつ出しゆつと同じくらい、ハルユキとメタトロン間のリンクを危険視しているということになる。

　──呼んじゃ、だめだ。

　凄すさまじい苦しみに耐たえながら、ハルユキは自分にそう言い聞かせた。

　誓ちかったはずだ。メタトロンが修復を完かん了りようするまで、決して呼ばないと。いまのハルユキは、体力ゲージが減っているわけでも、バーストポイントを奪うばわれているわけでもない。もちろん生身の体にダメージもない。

　ただ辛つらいだけ、ただ苦しいだけだ。こんなもの、去年、同じクラスの男子生徒たちにいじめられていた時のことを思えば何ほどのこともない。

　そう、考えてみれば、白のレギオンのナンバースリーという真のハイランカーであるスノー・フェアリーは、ハルユキ一人に対処するためにいまこの場所にいるのだ。加速世界に現れた頃ころは、ドタバタ戦っているだけでギャラリーに笑われていた、雑ざ魚こっぽい見た目でろくな必ひつ殺さつ技わざもないシルバー・クロウが、押しも押されもせぬトッププレイヤーの手を煩わずらわせているのだ。それは一人のゲーマーとして、最高に幸せなことではないか。

　フェアリーが音を上げるまで、いくらでも耐たえてやる。苦しみに耐たえて、この場所に釘くぎ付づけにしてやる。

　いや、それではだめだ。ハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメたちに、加速研究会の待まち伏ぶせを警告しなければならない。攻こう略りやくチームを無限ＥＫにまでするつもりはないとフェアリーは言っていたが、グラファイト・エッジの脱だつ出しゆつという目標を達成できなければミッションは失敗に終わる。

　自力で、この硬こう化か状態を破る。

　できる。できるはず。どんなに《先せん輩ぱい》であろうと、スノー・フェアリーはハルユキと同じバーストリンカーなのだから。ハイエスト・レベルに距きよ離りはない。同様に、レベルもステータスもない。

　ここは情報という概がい念ねんが視覚化された、観念の世界。光点で表現されるノードやエネミー、バーストリンカーの姿が本質であり、デュエルアバターとして描びよう写しやされているハルユキたちの姿はハルユキが主観によってそう感じているだけで、本当はアバターなど存在しない。あるのは観察者たるハルユキの意識のみ。スノー・フェアリーはその意識に干かん渉しようし、動けないという感覚を、もっと言えば錯さつ覚かくを与あたえている。

　同じことは、ハルユキにはできない。

　だが、自分の意識に自分で干かん渉しようすることはできるのではないか。

　たとえば、テスカトリポカの重力波攻こう撃げき──《第五の月トシユカトル》から脱だつ出しゆつした時のように。

　あの時ハルユキは、意識を極限まで希き釈しやくするという《無の心しん意い》によって、テスカトリポカの照準を一いつ瞬しゆんにせよ外すことに成功した。同じことをいまここでやれば、スノー・フェアリーの干かん渉しようから逃のがれられるのでは。

　しかしそれには、呼吸ができないという恐きよう怖ふと苦痛を完全に意識から追い出す必要がある。生身の体はもちろんデュエルアバターさえ存在しないのだと頭で解わかっていても、肺に空気が入ってこないという感覚に抗あらがうのは容易ではない。こうしているいまも、必死に思考を巡めぐらせることでどうにか耐たえられているのだ。思考を止めた瞬しゆん間かん、感覚が息苦しさにフォーカスしてしまうことは確実だ。フェアリーが、アバターを凍こおり付つかせるだけでなく感覚も全て奪うばってくれれば、この苦しみも感じずに済んだのに……。

　いや。

　フェアリーは、それが可能だとしても敢あえて感覚を残したのだ。そうでなければ、苦しみを与あたえられないから。苦しみから逃のがれるために、メタトロンを召しよう喚かんさせられないから。

　なら、自分で体の感覚を消せばいいのだ。

　イメージ。イメージしろ。アバターの中に生身の体が入っているわけではない。情報という光があるだけ。光は何も感じない。破は壊かいもされないし拘こう束そくもされない。ただ、そこに存在しているだけ……。

　全身がじんわりと温かくなる。指先、爪つま先さきから感覚が遠ざかっていく。両りよう腕うで、両足が切きり離はなされる。腰こしも、腹も溶とけて消える。

　胸が光の粒つぶとなって拡散した瞬しゆん間かん、息苦しさも噓うそのように消えた。

　首、顔、頭も消える。いまやハルユキは、白い光こう子しの集合体となって虚こ空くうに漂ただよっている。

　体たい育いく座ずわりしたままのスノー・フェアリーは動かない。彼女は、まだ主観によってシルバー・クロウのアバターを見ているのだ。ハルユキが体感覚を切きり離はなしたと気付いていない。

　アバターは消えたが、相変わらず移動はできない。スノー・フェアリーの、《動けない》という意識干かん渉しようはまだ続いている。これを破らなくては、黒クロ雪ユキ姫ヒメに警告できない。

　次の段階。《無の心しん意い》によって意識を拡散させ、フェアリーの照準から逃のがれる。

　イメージ。光となった意識が、世界全体に広がっていくイメージ。

　ハイエスト・レベルが見える。いや、感じる。

　無数のノードを繫つなぐ情報の流れ。それらは寄り集まり、また離はなれ、複雑な回路を作っている。回路は無限に広がっている。東とう京きようから関かん東とう、本ほん州しゆう……日本の果てまで。

　平面の情報マップが、上下に分ぶん離りしていく。三重の日本──加速世界の真の姿。中央にあるハルユキの世界には数え切れないほどのエネミーと、数はずっと少ないがバーストリンカーも存在しているのに、上下の世界には活動的な情報はない。アクセル・アサルトとコスモス・コラプト……どちらも閉じられてしまったのだ。そして、白の王やスノー・フェアリーの言葉が正しいなら、ブレイン・バーストにもその時が近づいている。

　────いや。

　これは…………。

　もうひとつ。ずっとずっと上のほう……遥はるかな高みに、もう一つのマップが……？

　四つ目の世界。

　とても小さいが、とても活動的な、新しい世界。

　自分が感じているものを信じられず、ハルユキは懸けん命めいに意識を届かせようとした。

　結果、意図することなく意識が極限まで拡散し、スノー・フェアリーの知覚から消えた。

　拘こう束そくが解かれ、その反動で、ハルユキを形作る光こう子しの集合体はハイエスト・レベルの──言いい換かえればメイン・ビジュアライザーの隅すみ々ずみにまで拡散、浸しん透とうした。




　この瞬しゆん間かん。

　完全自閉状態にある大天使メタトロンと夜の女め神がみニュクス、隔かく離りアドレスに存在する四神・八神を除く最上位ビーイング五体が、ハルユキの意識に触ふれ、それぞれ何らかの反応を示した。

　巫ふ祖そ公こう主しゆバリ。

　暁ぎよう光こう姫きウシャス。

　太たい霊れい后こうシーワンムー。

　暴ぼう風ふう王おうルドラ。

　そして、大おお日霊ひるめアマテラス。

　そのうち二体はささやかな興味を抱いだいただけだったが、一体は少々煩わずらわしいと思い、一体は突とつ然ぜんの接せつ触しよくに怒いかりを感じた。そのビーイングはハルユキの意識をハイエスト・レベルから放ほう逐ちくしようとしたが、アマテラスの介かい入にゆうによって矛ほこを収めた。

　結果として、五体のビーイング全てがハルユキをマーキングし、ごくごく細いリンクが確立されたが、ハルユキがそうと気付くことはなかった。




　拡散したハルユキの意識に流れ込んでくる膨ぼう大だいな情報は、とても全てを処理できるデータ量ではなかったが、それらの中からハルユキはたった一つの存在だけを選び取り、瞬しゆん時じに感覚をフォーカスさせた。情報には姿も声も含ふくまれていないが、それでもハルユキには解わかったのだ。強しいて言えば、香り。甘あまさよりも爽さわやかさ、清らかさを強く感じる、透とう明めいな香り──。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメ。

　────先せん輩ぱい！

　ハルユキは、拡散した意識を凝ぎよう集しゆうさせた。知覚を満たしていた情報の大だい瀑ばく布ふが瞬しゆん時じに遠ざかり、目の前に一つの光点が出現する。

　青あお紫むらさき色いろの燐りん光こうをまとう、漆しつ黒こくの星。

　周囲には青や緋ひ色いろや水色、緑色の星も存在する。黒雪姫と、ネガ・ネビュラスの仲間たちだ。ハルユキは、新しん宿じゆく御ぎよ苑えん上空から北きたの丸まる公こう園えん近くまでテレポートしたのだ。それはもうスノー・フェアリーも気付いているだろう。あと一秒、いや半秒後にはフェアリーも再び移動してくるに違ちがいない。

　いまやハルユキ自身も黒雪姫たちと同様、銀色の星に変わっている。手も口もないが、どうすればいいのかは直感的に解わかる。

　ハルユキは少しだけ前進し、銀色の星と黒い星の一部を融ゆう合ごうさせた。

　自分の量子回路と黒雪姫の量子回路がリンクされたのを感じた瞬しゆん間かん、声による言葉ではなく、圧縮された思念そのものを伝達する。

　加速研究会の待まち伏ぶせ。メンバーはブラック・バイス、アルゴン・アレイ、シャドウ・クローカー、ラスト・ジグソー、ウルフラム・サーベラス。場所は東とう京きよう国こく立りつ近きん代だい美び術じゆつ館かんのすぐ東、商業ビルの円い塔とうの中。スノー・フェアリーも近くに潜せん伏ぷく中ちゆう、詳しよう細さいな位置は不明。フェアリーはハイエスト・レベルから攻こう略りやくチームを監かん視ししていて、動きは筒つつ抜ぬけになっている。

　それらの情報を、ハルユキは主観時間で〇・一秒以内に伝えた。直後、すぐ近くにスノー・フェアリーが出現しようとしているのを感じた。

　再び意識を解き放つ。今度はハイエスト・レベル全体にまでは広げず、とあるバーストリンカーの存在を感じた瞬しゆん間かん、そこめがけて跳とぶ。

　周囲に存在していた仲間たちやノードの光点が視界中央の一点に収縮し、すぐに拡散する。眼前には、一いつ瞬しゆん前まえとは色の違ちがう星たちが並んでいる。灰色、赤あか錆さび色いろ、薄うす紫むらさき色いろ……そして黒。

　見ているだけで意識を吸い込まれそうになるほどの深い闇やみを湛たたえた星は、ブラック・バイスに違ちがいない。だがよく考えてみると、ブラック・バイスというアバターネームはあくまで自じ称しようであり、本体はアイボリー・タワーのほうだったはずだ。ならば星も象牙色アイボリーになりそうなものだが──。

　いや、いまはそんなことを気にしている時ではない。すぐにまたスノー・フェアリーが追ってくる。

　ハルユキは視線を動かし、少し離はなれた場所に存在している五つ目の星を見た。

　他のバーストリンカーたちとは様相がまったく異なる。ベースとなっているのはハルユキの銀色よりも少し濃こい鋼はがね色いろの光なのだが、そこに血のような赤と濃のう密みつな闇やみが入り交じり、不定形のマーブル模様を描えがいている。

　これが現在のウルフラム・サーベラスだ。赤色の光は恐おそらく奪うばわれたままのニコの強化外装《インビンシブル》のスラスター、漆しつ黒こくの闇やみはそこに蓄ちく積せきされた膨ぼう大だいな負の心しん意いエネルギー。そのつもりで見ると、鋼はがね色いろの星を赤と黒が拘こう束そくしているようにも見える。

　ブラック・バイスは、サーベラスのことを《ウルフラム・ディザスター》と呼んだ。あたかも、この変化は不可逆的なものだと宣言するかのように。

　だがそんなはずはない。ハルユキが災さい禍かの鎧よろいの呪のろいを解くことができたように、サーベラスを災さい禍かの鎧よろいマークⅡから解放し、本来の彼に──高こう円えん寺じの雑ざつ踏とうで一度だけ目にした、対戦が誰だれより好きな少年に戻もどすことは可能なはずだ。

　ハルユキは、黒クロ雪ユキ姫ヒメにしたように、二つの星をわずかに融ゆう合ごうさせた。

　途と端たん、凄すさまじい量の情報が押し寄せてくる。いや、意味のある情報ではない。怒いかり、苦しみ、憎にくしみ、ありとあらゆるネガティブな感情が渦うず巻まく混こん沌とんの闇やみ。

　だがそのずっと奥おく、星の内ない核かくにあたる部分で、瘦やせた少年が膝ひざを抱かかえてうずくまっている。圧あつ倒とう的てきな負の心意にも吞のみ込まれることなく、自分を保っている。

　──サーベラス！

　押し寄せてくる闇やみに抗あらがい、ハルユキは少年に思念を届けようとした。

　──絶対に、絶対に君をそこから助ける！　災さい禍かの鎧よろいマークⅡを浄じよう化かして、加速研究会の企たくらみを終わらせる！　だから、そうしたら、また対戦しよう……！

　伝わったという確信はない。

　それでもハルユキは、うずくまる少年がほんの少しだけ顔を持ち上げたように感じた。

　もう時間がない。再びスノー・フェアリーが近くに出現しようとしている。謡ウタイにエネルギーを届けられないのが残念だが、ハルユキの警告が伝わっていれば、黒クロ雪ユキ姫ヒメはゲンブ攻こう略りやく作戦を中止するだろう。本番であるテスカトリポカ攻こう略りやく作戦までは丸一日近い時間があるのだから、いったん仕切り直せばいい。

　ハルユキが、これ以上この場所でできることはない。サーベラスとの接続を切り、念じる。

　──バーストアウト。

　全てが急速に遠ざかる。フェアリーの甘あま酸ずっぱい声が、彼方かなたでかすかに響ひびく。

　──またね、クロウ。

　加速音を逆再生したかのような音がハルユキを追おい越こし、視界が白く染まった。
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　現実世界で覚かく醒せいしたハルユキは、刹せつ那なの目め眩まいにも似た感覚が消えると同時に、勢いよく体を起こした。左右では、楓フウ子コ、謡、ニコ、黒雪姫がまだ瞼まぶたを閉じている。作戦を中止し、最も寄よりのポータルから離り脱だつしたなら、遅おそくとも二秒後には目を覚ますはずだ。

　だが、二秒が経たっても誰だれも瞼まぶたを開けない。

　二秒半……三秒……三秒半……無制限中立フィールドではもう、ハルユキのバーストアウトから一時間以上が経過している。ハルユキの両手が汗あせでじわりと濡ぬれる。メッセージが伝わらなかったのか？　黒雪姫たちはゲンブ攻こう略りやく作戦を開始し、加速研究会に奇き襲しゆうされてしまったのだろうか？

　時限切断セーフティは十・八秒──内部での三時間に設定してある。だからあと七秒待てば、中で何が起きていようと全員覚かく醒せいするはずだ。しかしその七秒が永遠と思えるほど長い。いますぐ黒雪姫のニューロリンカーを引き抜いてしまいたい。

　ハルユキが歯を食くい縛しばり、強きよう烈れつな衝しよう動どうに耐たえた、その時。

　全員がほぼ同時に、ぱちりと両目を見開いた。ハルユキは、すぐ右に横たわっているニコの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　一いつ瞬しゆん、視線が焦しよう点てんを失う。量子回路から生身の脳へ、記き憶おくの同期処理が行われているのだ。ぱちぱちと二回瞬まばたきしてから、緑色が混じる赤茶色の瞳ひとみがすぐ上のハルユキを捉とらえる。

「……おいハルユキ、ずっとあたしの顔を覗のぞいてたのかよ？」

　しかめっ面つらで問われ、反射的に正座しつつ首を横に振る。

「ち、違ちがうよ！　作戦はどうなったの!?　加速研究会の待まち伏ぶせは!?」

　するとニコは、両手でハルユキの顔をどかしてから、身軽に体を起こした。黒クロ雪ユキ姫ヒメ、楓フウ子コ、謡ウタイも布ふ団とんから起き上がる。四人同時に顔を見合わせ、無言で頷うなずき交かわす。

「やはり、あの声は錯さつ覚かくではなかったか」

　そう言った黒雪姫が、微笑ほほえみの中にも訝いぶかしさを滲にじませて訊きいてきた。

「いったいどうやって無制限フィールドにいる私に話しかけたんだ？　それに、なぜバイスやアルゴンが待まち伏ぶせしていると、キミに解わかった？」

　表情や声に、失意の色はない。少なくとも全員がゲンブ門で無限ＥＫになってしまったわけではなさそうだが、ならばどうして離り脱だつにあれほど時間がかかったのか。

　結果を知りたいという焦あせりを抑おさえ込み、ハルユキは答えた。

「ええと……先せん輩ぱいたちが加速したあと、僕はハイエスト・レベルに行ったんです……」

「なに？　メタトロンを呼んだのか？」

　眉まゆをひそめる黒雪姫に向けて、慌あわてて両手を振る。

「ち、違ちがいます！　自分一人で……行けるかどうか確信はなかったんですが、ある人が……」

　ちらりと謡を見やると、不思議そうな瞬またたきを返してくる。初期加速空間ブルー・ワールドの能のう舞ぶ台たいで聞こえた声が、本物の四シ埜ノ宮ミヤ竟キヨウ也ヤだったとは思えないが、いつか謡と一いつ緒しよにまたあの場所に行きたい。そう考えながら黒雪姫へ向き直り、説明を重ねる。

「たぶん、ある人が助けてくれて、そのおかげでシフトできたんです。ハイエスト・レベルからゲンブ門の周辺を見たら、あの塔とうの中にブラック・バイスたちが隠かくれてるのに気付いて……でもそこにスノー・フェアリーが現れて、いったん捕つかまっちゃったんですけど、なんとか脱だつ出しゆつして先せん輩ぱいに警告したんです」

「そう……だったのか」

　黒雪姫が呟つぶやくと、ニコと楓子、謡が同時にふうーっと息を吐はいた。

「まったく……いつも鴉からすさんには驚おどろかされるわね。自力でハイエスト・レベルに行くなんてことができるバーストリンカーが、加速世界に何人いるか……」

「いえ、完全に自力ってわけじゃ……。そ、それで、作戦はどうなったんですか!?　みなさん、無事に離り脱だつできたんですか!?」

　前のめりになるハルユキを、ニコがぐいっと押おし戻もどした。

「焦あせんなよ、順に説明してやっから」

「う、うん……」

「まあ、あたしらは全員びびったよな。靖やす国くに通どおりを歩いてる時、いきなりロータスが『クロウの声が聞こえた』とか言い出したもんだから、この女ついに幻げん聴ちようまで聞こえるようになったかと思ってさー」

「ついにとはどういう意味だ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメがじろっと睨にらむが、ニコは意に介かいせず話し続ける。

「んでまあ、あたしらは当然立ち止まろうとしたんだけど、ロータスが『止まるな』っつてさ。あれは、《眠り屋スリーピー》の奴やつに監かん視しされてるからってことだったんだよな？」

「ン、その通りだ」

　頷うなずいた黒雪姫が、説明役を引ひき継つぐ。

「もし我々が、エネミーもいないのに停止したことにフェアリーが気付いたら、ハルユキ君の警告を受け取ったこともバレてしまうからな。逆に言えば、我々がそのまま移動し続ければ、バイスたちの待まち伏ぶせも露ろ見けんしていないとフェアリーは考えるはずだ……と私は考えた」

「そ、それで……？」

「私は歩きながら、他レギオンのリーダー格……コバマガやアスター、パウンドたちにハルユキ君からの警告を伝えた。あの瞬しゆん間かんが、今回の作戦の分かれ目だったな」

　黒雪姫の言葉に、ハルユキは首を傾かしげた。警告を受けてどうしたか、ではなく警告を伝えた瞬しゆん間かんが分かれ目というのはどういう意味なのか？

　ハルユキの途と惑まどいを見み抜ぬいたかのように、黒雪姫は微笑ほほえんだ。

「普ふ通つうならコバマガたちは、ハルユキ君の声が聞こえたという私の言葉をすぐには信じられず、少なくともその場で止まって詳くわしい説明を求めようとしただろう。だが……彼らは信じたんだ。私をではないよ。無制限中立フィールドにいるバーストリンカーに、外部からコンタクトするなどという奇き跡せきを、シルバー・クロウなら起こしてのけるだろうと信じた」

「…………」

　絶句するハルユキの膝ひざに、小さな手が置かれた。見ると、謡ウタイが真顔でこくりと頷うなずき、膝ひざの上でタイピングした。

【ＵＩ∨　もちろん私たち、ネガ・ネビュラスのメンバーも信じました。信じたうえで、歩きながら、どうするべきか話し合ったのです】

「どうするって……待まち伏ぶせされてるんだから、いったん離り脱だつして仕切り直すしかないんじゃ……」

「そんなのネガ・ネビュラスらしくないわよ、鴉からすさん」

　そう言ってのけた楓フウ子コの笑え顔がおを、ハルユキは啞あ然ぜんと見つめた。

　少しだけ着き崩くずれた白い浴衣ゆかたの襟えりをぴしっと直すと、楓子は言った。

「《加速したならば対戦あるのみ》……それがわたしたちのポリシーでしょ？」

「で、でも、待まち伏ぶせメンバーにはブラック・バイスとアルゴン・アレイと、それにサーベラスもいたんですよ！　ゲンブと両方相手するのは危険すぎます！」

「さすがに両方同時に戦いはしないさ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの声が聞こえたので、正座したまま体を右に向ける。

「いいか、キミのおかげで、我々はバイスたちが待まち伏ぶせしていることと、その居場所までも知ることができた。それはつまり、逆に先制攻こう撃げきのチャンスを得たということだ」

「せ、先制攻こう撃げき……？」

　繰くり返かえすハルユキの眼前で、黒雪姫は表情を引ひき締しめた。

「我々にはもう一つ重要なポリシーがある。《心しん意い技わざは、心意技で攻こう撃げきされた時しか使ってはいけない》……理由は解わかるな？」

「え……ええ。無む闇やみに心意技を使うと、心しん意いの暗黒面に捕とらわれてしまうから……ですよね」

「ああ。だがもう一つ、単純きわまる理由がある。心意技の先制攻こう撃げきは強力すぎる──という理由がな。心意攻こう撃げきは、心意でしか防ぼう御ぎよできない。ただガード体勢を取っても意味がないんだ。だが完全に不意打ちされた場合、心意防ぼう御ぎよが間に合う確率は低い」

　それは、確かにそのとおりだ。

　三日前の白のレギオンとの領土戦序じよ盤ばんで、黒のレギオンのメンバーがほぼ全ぜん滅めつしてしまったのは、グレイシャー・ビヒモスの《最終氷期ラスト・グレイシヤル・ピリオド》と、スノー・フェアリーの《白の終局ブライニクル》という強力極きわまる第二段階心意技に先制攻こう撃げきされたからだ。正規の必ひつ殺さつ技わざなら対処可能だったはずだが、ビヒモスが作った氷の牢ろう獄ごくは破は壊かいできず、フェアリーが作った冷気の竜たつ巻まきは防ぼう御ぎよできなかった。加速研究会も含ふくめれば黒雪姫たちは何度も心意技で不意打ちされているのだから、今回同じことをしたとしても恥はじる必要はない。

　だが、まだ問題はある。

「つまり……ブラック・バイスたちを心意技で先制攻こう撃げきする、いえ、したんですか？　でも、先せん輩ぱいたちの移動ルートはもう奴やつ等らにバレてたわけで……先制は無理なんじゃあ……？」

「そこは、お前が連中の正確な居場所まで教えてくれたおかげだよ」

　ハルユキの疑問にそう応じたニコが、右手をさっと動かして東とう京きようの立体地図を呼び出した。ハルユキたちにも共有されているそれを素す早ばやくスワイプし、北きたの丸まる公こう園えんに移動させる。

「ほら、ここが連中が待まち伏ぶせてたパレスサイドビルのタワーな。んで、こっちがあたしらの移動ルート」

　ニコが地図をタップすると、ハイエスト・レベルでも見た円えん塔とうを持つ商業ビルが赤く光り、靖やす国くに通どおりから北きたの丸まる公こう園えんを抜けて皇こう居きよの乾いぬい門もんに至る道路が青く光る。

「たぶん連中は、アルゴンの透とう視し能力で、地形オブジェクトを透すかしてあたしらを監かん視ししてたんだろーな。んで、大橋の上でゲンブ攻こう略りやく作戦が始まったら、タワーから飛び出してきて挟はさみ撃うちにするつもりだった。でも、無制限中立フィールドには、アルゴンにも透とう視しできねーはずのモンがあるんだ」

「え……帝てい城じようの壁かべとか？」

「それもだけど、もっとあちこちにあるモンだよ。たとえばここ……国こく立りつ近きん代だい美び術じゆつ館かんの中とかな」

「…………？」

　首を傾かしげながら、シンプルな四角い建物を凝ぎよう視しし、ふと気付く。

「あっ……ポータル!?」

「そういうこった。あたしも《視覚拡張ビジヨン・エクステンシヨン》っつう、熱源スキャンで透とう視しのマネゴトとかできるアビリティ持ってんだけど、ポータルの向こうにいるヤツは絶対見えねーんだ。そこはアルゴンも同じだろーって思ってさ」

「……な、なるほど……」

　再び立体地図を見下ろし、青く光る道路を指差す。

「てことは、ここをこう移動して、タワーとポータルの延長線上に入った瞬しゆん間かんに心しん意い技わざで先制攻こう撃げきを……？」

「そそ。ポータルは当たり判定ねーから攻こう撃げきはすり抜けるし」

　にやりと笑うニコの向こうで、黒クロ雪ユキ姫ヒメが肩かたをすくめる。

「ニコが言うほど楽ではなかったがな。移動しながら、長射程の心意技を持っているメンバーを隊列の中央にそれとなく集め、私の合図でシンクロ攻こう撃げきしたんだ。テスカトリポカの時に一回やっていてよかったよ」

「せ、成功したんですか？」

「したからこうしてのんびり説明していられるのさ」

　などとうそぶく黒雪姫に、謡ウタイが素す早ばやく書かき添そえる。

【ＵＩ∨　すごかったのです。美術館の建物がどかーんって爆ばく発はつして、いろんな色の心意技がぎゅーんって】

　珍めずらしく小学生らしい表現に、ハルユキは思わず微笑ほほえんでしまった。黒雪姫も口くち許もとを綻ほころばせたが、すぐに真しん剣けんな顔になる。

「……と言っても、さすがにブラック・バイスは命中直前に気付いたらしく、アルゴンと一いつ緒しよに例の《影かげ潜もぐり》で逃げてしまった。シャドウ・クローカーとラスト・ジグソーは即そく死し、そしてウルフラム・サーベラスは……十を超こえる心意技の直ちよく撃げきに耐たえ、こちらに突とつ進しんしてきた」

「えっ……」

　膝ひざの上で両手を握にぎり締しめながら、ハルユキは小声で訊たずねた。

「じゃあ……サーベラスと、戦ったんですか……？」

「それが、な……奇き妙みようなことが起きたんだ」

「奇き妙みよう……？」

　無言で頷うなずくと、黒雪姫はバトンタッチするように楓フウ子コを見た。ハルユキが急いで振り向くと、楓フウ子コは記き憶おくを確かく認にんするように一回瞬まばたきしてから、静かに言った。

「わたしがいちばん近くで見てたんだけど……サーベラスは最初、まさしく災さい禍かの鎧よろいっていう感じのバーサーク状態で突っ込んできたのに、ポータルの横を通り過ぎたら、急にぎこちなく減速したの。まるで、デュエルアバターの動きに、中のバーストリンカーが抵てい抗こうしたみたいに……」

　楓子の説明に、黒クロ雪ユキ姫ヒメと謡ウタイ、ニコも無言で同意を示す。

「そ、それで……どうなったんですか？」

「サーベラスは、壊こわれたロボットみたいな動きでポータルに入って、そのまま消えたわ」

「…………」

　もしかしたら。

　もしかしたら本当に、楓子が言ったとおりのことが起きたのではないか。デュエルアバター、つまり災さい禍かの鎧よろいマークⅡの破は壊かい衝しよう動どうに、中のサーベラスが抵てい抗こうした。そして鎧よろいの支配を一時的にせよ退けて、無制限中立フィールドから出た。

「……サーベラス」

　声に出して呟つぶやいた途と端たん、両目がじわりと熱くなる。慌あわててぎゅっと瞼まぶたをつぶり、深呼吸する。

　実際に何が起きたのかは解わからない。でも、少なくとも、サーベラス自身の意思はまだ消えてしまってはいないのだ。ハルユキがハイエスト・レベルで感じた、荒あれ狂くるう闇やみの中で膝ひざを抱かかえていた少年は、懸けん命めいに自分を保とうとしている。

　彼を災さい禍かの鎧よろいから、そして加速研究会のくびきから解き放つためにも、ハルユキ自身が無限ＥＫ状態を打破しなくてはならない。

「……スノー・フェアリーは？　邪じや魔ましに来なかったんですか？」

「ええ、姿も現さなかったわ。今回は監かん視し役やくに徹てつしてたみたいね」

「そう、ですか……」

　しかし近いうちに、彼女ともまた戦う時が来るだろう。そう覚かく悟ごしながら、ハルユキはついに最後の質問を口にした。

「じゃあ……ゲンブ攻こう略りやく作戦は実行されたんですか？　結果は……？」

　すると、四人のハイランカーは顔を見合わせ、同時に微笑ほほえんだ。黒雪姫が、軽く咳せき払ばらいしてから──。

「グラファイト・エッジからハルユキ君に伝言だ。『《明ア陰イン流りゆう》を習得したかったら、無制限中立フィールドでいくらでも教えてやる』だとさ」
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　ハルユキへの説明が終わった時、時刻は午後十時三十分を少し回っていた。

　中高生にとってはまだ少し早いが、小学生はそろそろ寝るべき時間だ。しかし、謡ウタイの部屋に敷しいた二組の布ふ団とんを五人で使うのはさすがに窮きゆう屈くつなので、年長組三人は廊ろう下かを挟はさんだ向かいにある八畳じようの客間で寝ることとなった。

　ハルユキ、黒クロ雪ユキ姫ヒメ、楓フウ子コは、ニコと謡にお休みなさいを言ってから、客間の座卓でもう少しだけ宿題を片付け──ハルユキは生徒会選挙用スピーチの草そう稿こうを書き進めたが──、日付が変わる直前に協力して寝ね床どこを整えた。

　座卓を片付ければ布ふ団とんを三組並べるのに充じゆう分ぶんなスペースがあり、これなら年上女子二名と同室でもなんとか眠ねむれそうだ、とこっそり安あん堵どしたのだが。

　塩シオ見ミさんが用意しておいてくれたガーゼ生き地じの寝ね巻まきに着き替がえ、部屋の明かりを消して布ふ団とんに入り、ガサガサするが不思議と心ここ地ちいい感かん触しよくの枕まくらに頭を落ち着けて、ニューロリンカーを外そうとした時。

　真ん中の布ふ団とんに入った楓子が、廊ろう下か側がわのハルユキに向けて、囁ささやき声ごえで言った。

「そういえば、鴉からすさん」

「は……はい？」

「サッちゃんの家で、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったんですって？」

「んぐ!?」

　空気が肺の変なところに入った気がして、軽くむせてしまう。どうにか呼吸を整えてから、窓側の布ふ団とんにいる黒雪姫に、弱々しく呼びかける。

「せ、せんぱいぃ……」

「いやあ……私もそこまで話すつもりはなかったんだが……」

　薄うす闇やみの奥おくで、黒雪姫の申し訳なさそうな声が響ひびいた。

「今夜、楓子と入浴した時に、楓子にも首のバーコードを見せたんだ」

「…………！」

　ハルユキは、反射的に頭を少し持ち上げた。だが、すぐに肩かたの力を抜き、枕まくらへ着地させる。黒雪姫が楓子にも出生の秘密を打ち明けることができたなら、それは絶対に良いいことだ。

「そう……だったんですか」

「ン……でな、私の出生に関するあれこれを説明している時、ハルユキ君にはもうバーコードを見せたという話になったんだが……つい、風ふ呂ろ場ばで、と言ってしまってな」

「……そう……でしたか」

　──まあ、そういう流れならば、楓子も妙みような気の回し方はするまい。とハルユキは思ったのだが。

「それで、鴉からすさん、どうだったの？」

　再び楓フウ子コの声が聞こえ、ハルユキはちらりと右側を見た。しかし横顔の輪りん郭かくがうっすら視し認にんできるくらいで、表情までは解わからない。

「ど、どうって、何がですか……？」

「サッちゃんとお風ふ呂ろに入って、どうだったの？」

　と訊たずねる声はあくまで穏おだやかだが、楓子の場合はその穏おだやかさを額面通りには受け取れない。掌てのひらにじわりと汗あせを滲にじませながら、懸けん命めいに言葉を選びつつ答える。

「そ、それはまあ、最初はびっくりしましたけど、黒雪姫先せん輩ぱいがずっと心にしまってたことを話してくれたのは、すごく嬉うれしかったですし……いままで以上に、力になりたいなって思って……」

「…………ありがとう、ハルユキ君」

　薄うす闇やみの奥おくから黒雪姫の囁ささやき声ごえが聞こえ、ハルユキは胸がじんと温かくなるのを感じた──のだが。

「そういうことじゃないのよ、鴉さん」

　楓子の声が、いっそう優やさしく響ひびく。

「中学二年生の男子として、サッちゃんの裸はだかを見てどうだったの？　ってこと」

[image: ]

「はでゅっ!?」

　ハルユキが怪かい音おんを発するのと同時に、黒クロ雪ユキ姫ヒメも抑おさえた声を上げた。

「お、おい、何を言っているんだフーコ！」

「それはね、ぜんぜんガツガツしてないのが鴉からすさんのいいところだし、わたしたちもＢＢ女子として安心できるんだけど、さすがにちょっと心配になっちゃうわよ。いまだって、こうしてわたしやサッちゃんと布ふ団とんを並べて寝てて、本当に、百パーセントなんともないのかしら？」

　──加速するしかない。

　いや、単にバースト・リンクするだけなら楓フウ子コが通常対戦をふっかけてくるかもしれないし無制限中立フィールドには入れない。ならばハイエスト・レベルに逃とう亡ぼうするべきか。でもまたスノー・フェアリーが出たらどうしよう。高校生女子に中学生男子ならではの形けい而じ下か的てき衝しよう動どうについて問とい詰つめられた時どう答えればいいんですか、と相談したらフェアリーは答えてくれるだろうか。そもそもあのヒト何年生なの。

　などとパニック気味な思考を〇・三秒ほど巡めぐらせてから、ハルユキは恐おそる恐おそる答えた。

「そそ、それはまあ、なんともなくはないというか、もちろんドキドキはしますけど……でも僕が、師し匠しようや先せん輩ぱいに、その……ふ、不適切なことをするなんて、どう考えても許されざる行いですから……」

　懸けん命めいに脳から出力したその答えを聞いて。

　楓子はなぜか、はーっとため息をついた。

「まあ、いちおう納なつ得とくしておきましょう。でもね、鴉さん。将来、許されざる行いじゃなくなる時が来ても、ちゃんと一人だけを選んで、大切にしなきゃだめよ？」

「は、はひ」

「だいたい、サッちゃんもサッちゃんよ。お風ふ呂ろに裸はだかで乱入したりして、鴉さんが暴走状態になっちゃったらどうするつもりだったの？」

「ぼ、暴走って、あのなあフーコ……」

「今後はそういう無む思し慮りよな行動は控ひかえること。こうしてリアルでの交流が盛さかんになるのはレギオンにとっていいことだけど、風紀の乱れはお姉さんが許しませんからね」

　──師し匠しようは、僕にどうにかなってほしいのかほしくないのか、どっちなんだ。

　──とりあえず、寝てる間に右に転がっていったりしないよう、予備の布ふ団とんでバリケードを作っておくべきかもしれない。

　等々と考えながら、ハルユキは薄うす手での上うわ掛がけに頭まで潜もぐり込んだ。




　明くる七月二十四日、水曜日。

　楓子と謡ウタイが作ってくれた、焼やき鮭ざけに小松菜のお浸ひたし、温泉卵とご飯と味み噌そ汁しるという純和風な朝ご飯をご馳ち走そうになったハルユキは、後片付けを手伝ってから、七時四十五分にニコと一いつ緒しよに四シ埜ノ宮ミヤ家けを辞去した。

　少々食べ過ぎたらしいニコと住宅街の細い道をゆっくり歩き、環かん状じよう七号線に出る。方ほう南なん町ちようの交差点で外回りのバスに乗り、二人掛がけのシートに並んで座すわる。

　するとすぐにニコが、斜ななめがけにしていたポシェットから赤いＸＳＢケーブルを取り出した。左手で自分のニューロリンカーに接続しつつ、反対側のプラグを差し出してくる。一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてしまってから、指先で摘つまむように受け取る。

　バスの車内は座席が七割がた埋うまっていて、そこには部活の練習に行くのであろう中高生も含ふくまれている。彼らの視線が気にならないと言えば噓うそになるが、年下のニコが堂々としているのだからハルユキがおたおたするわけにはいかない。マグネット式のプラグをカチッと接続させた途と端たん、脳内でニコの思考音声が響ひびく。

『なあハルユキ、朝メシん時に出たホウの話だけどさー』

『え、わざわざ直結してその話なの？』

『いーだろ別に。それよりホウだよ』

『うん』

　頷うなずき、話の続きを待つ。

　ニコが言ったとおり、朝食の席では主にホウのことが話し合われた。謡ウタイがニコとハルユキを家に誘さそってくれた時、ホウに関して相談があると言っていたのだが、ゲンブ攻こう略りやく作戦と夏休みの宿題に時間を取られてなかなか切り出せなかったらしい。

　相談その一は、盛せい夏かの酷こく暑しよ対策。いくらホウの種名にアフリカが入っていても、三十五度を超こえるような気温での外飼いはさすがに厳しいようだ。

　そして相談その二は、八月頭に予定されているレギオンメンバー全員での山形旅行のあいだ、ホウをどうするか。こちらはさらに難問で、選せん択たく肢しはどこかに預けるか、あるいは旅行に連れていくかしかないのだが、実際にはどちらも相当に厳しい。

　フクロウを預かってくれるペットホテルもあるにはあるが、基本的にホウは謡の手からしか餌えさを食べようとしない。最近になってハルユキの手から──昨日は井イ関ゼキ玲レイ那ナの手からも食べてくれたが、それは謡が優やさしく声を掛かけたからだ。謡がいなければ、差し出された餌えさに見向きもするまい。

　また、旅行に連れていくのも現実的ではない。ホウは過去の経験から非常に神経質で、いまの飼育小屋に慣れるのにもかなり時間がかかったので、キャリーバッグに入れられて長時間の移動をするのはストレスが大きすぎる。宿しゆく泊はく先さきであるハルユキの祖父宅で落ち着けるかどうかも解わからない。

　それらのことを説明してくれた謡が、内心で自分が残るしかないと思っているらしいことはハルユキにも解わかった。

　だが、それも辛つらすぎる。山形旅行は、加速研究会及および白のレギオンとの長く苦しい戦いの後に待っているご褒ほう美びのようなものだ。すでにハルユキは山形の祖父に友達を十五人近く連れていっていいかと電話で訊きき、快かい諾だくを得ている。どういう繫つながりなのかはまだ説明していないし、男子がハルユキとタクムだけ、あとは全員女子という集団を見たら祖父も祖母も腰こしを抜かしてしまうかもしれないが、絶対楽しい旅行になるだろう。

　でも、それも仲間が揃そろっていてこそだ。

　緑のレギオンとの模も擬ぎ戦せんでも、白のレギオンとの領土戦でも、インティ攻こう略りやく作戦でも昨夜のゲンブ攻こう略りやく作戦でもレギオンの主しゆ軸じくとして戦たたかい抜いた謡ウタイが行けないのなら、いっそ旅行を中止にしたほうがいいとさえ思う。だがその選せん択たくも、謡は決して受け入れないだろう。いつもの笑え顔がおで、私のことは気にせず楽しんできて下さい、と言うに決まっているのだ……。

　瞬しゆん間かん的てきにそこまで考えたハルユキが項うな垂だれかけた時、ニコの声が頭の中で響ひびいた。

『あのさー、まだアテにできるかわかんねーからメイデンの前じゃ言わなかったけど、ウチのポッキーいるだろ』

『ポッキー……シスル・ポーキュパインさん？』

　珍めずらしいモフモフな毛皮装そう甲こうを持つヤマアラシ型アバターを思おもい浮うかべながら言うと、ニコはこくりと頷うなずいた。

『うん。あいつが、確かリアルででっけー鳥を飼ってるっつってたんだよな』

『えっ、ヤマアラシなのに!?』

『突っ込むとこ、そこじゃねーだろ』

　ニコに指し摘てきされ、慌あわてて言い直す。

『で、でっけー鳥って、フクロウ……？』

『そこまでは解わかんねーけど、餌えさが生肉だって聞いたような気がすっから、猛もう禽きん類るいだと思うんだ。オウムとかは肉食わねーだろ？』

『た、たぶん』

　ここでハルユキはようやく話の行き先を悟さとり、隣となりのニコをちらりと見た。

『ええと……つまり、シスルさんが、ホウを預かってくれるってこと……？』

　途と端たん、赤いツインテールがぶんぶん左右に振り動かされる。

『先走んなよ、まだぜんぜん確かな話じゃねーんだ。ポッキーに確かく認にんしてもいねーし、そもそもあたし、あいつとリアルで会ったことねーしさ』

『え、そうなの？』

　ハルユキの言葉に、ニコが半はん袖そでブラウスの肩かたを上下させた。

『それが普ふ通つうなんだよ。レギメン全員が互たがいにリアル割れしてるネガビュがどーかしてんだ。ただまあ……あたしもプロミの、いや元プロミだけどさ、主だった連中とはもうちょっと距きよ離り縮めてもいいかなって最近思ってっからさ』

『うん、それがいいよ』

　こくこく頷うなずくハルユキを、横目でじろりと睨にらみ──。

『言っとくけど、ポッキーに頼たのみにいく時はハルユキも来るんだからな』

『え、ええ!?』

『飼育委員長なんだからたりめーだろ。でもまあ、まずはポッキーにどんな鳥を飼ってんのか訊きいた上で、メイデン……ういに相談してみねーとな。ポッキーがＯＫしてくれても、ホウが餌えさ食ってくれるかどうか解わかんねーし』

『うん……』

　確かに、慣れない場所で謡ウタイもいないのに、ホウが初対面のシスルの手から餌えさを食べてくれる可能性は低い。シスルが飼っている《でっけー鳥》と喧けん嘩かしてしまうかもしれない。とは言え、判断するのは超委員長である謡だ。

『ありがとう、ニコ』

　ハルユキが感謝の思念を伝達すると、ニコはもう一度肩かたをすくめた。

『つーか、おまえ次のバス停じゃねーの？』

『え……あ、ほんとだ！』

　車窓を見ると、バスはいつの間にか青梅おうめ街かい道どうを越こえ、中央線の高こう架かに近づきつつある。ハルユキは慌あわてて右手を持ち上げ、仮想デスクトップに表示されている降車ボタンを押した。




　午前八時十五分。

　自宅マンションに帰り着いたハルユキは、住民の流れに逆らって正面エントランスを横切り、エレベータに乗った。他に誰だれも乗っていない箱の中でニコとの会話を再生し、ふと山形旅行にトリリードも誘さそってみようと考える。彼とは現実世界で会ったことはないし、リアルの話さえまるでしようとしないので参加してくれるかどうか解わからないが、男子が三人になるのは非常に心強い。

　エレベータを降り、外そと廊ろう下かを歩いて有アリ田タ家けへ。まだ母親は就しゆう寝しん中ちゆうだろうと考え、慎しん重ちように玄げん関かんドアを開け閉めし、忍しのび足あしでリビングに入る。

　しかしそこでハルユキは、キッチンから出てきた母親と鉢はち合あわせになった。数回瞬まばたきを繰くり返かえしてから、口を開く。

「ただいま。……おはよう、母さん」

　すると母親──有アリ田タ沙サ耶ヤは、右手に白磁の湯ゆ吞のみを持ったまま軽く頷うなずいた。

「おはよう、お帰り」

　光こう沢たくのあるナイトガウンを揺ゆらしてハルユキの眼前を横切り、ダイニングテーブルへ。椅い子すに腰こし掛かけると、緑茶を一口啜すすり、仮想デスクトップを操作し始める。

　ハルユキもキッチンに入ると、まず手を洗い、冷蔵庫を開けた。麦茶のボトルを出しがてら庫内を確かく認にんすると、一昨夜の壮そう行こう会かいで残ったトルティーヤロールやカナッペ、ラザニアなどは全て消え去っている。母親が昨日の昼食と夕食にしたのだろう。

　グラスに注いだ麦茶を飲み干してから、ハルユキは背負ったままだったボディバッグを下ろし、中からバイオプラスチックの容器を出した。そのまま冷蔵庫に入れようとした手を止め、カウンター越ごしに声を掛かける。

「母さん、おにぎり食べる？」

　すると、デスクトップから顔を上げた母親が怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「おにぎり？　下で買ってきたの？」

「ううん、ゆうべ泊とまったお宅で作ってもらったんだ」

　加速世界関係では母親に色々と噓うそをついてしまっているが、これは事実だ。楓フウ子コが、余ったご飯と焼やき鮭ざけでおにぎりを作り、三つも持たせてくれたのだ。

「ふうん。……具は？」

「しゃ、しゃけ」

「じゃあ、一つ頂くわ。インスタントでいいから味み噌そ汁しるも作ってくれる？」

「わかった」

　ハルユキは右手で電気ケトルのスイッチを入れつつ、左手で汁しる椀わんと角皿を用意した。わかめとネギの味み噌そ汁しるのドライキューブを椀わんに入れ、沸わいたお湯を注ぐと、おにぎりを載のせた角皿と一いつ緒しよにテーブルへ運ぶ。自分も椅い子すに腰こし掛かけ、仮想デスクトップを開く──ふりをして母親の表情を窺うかがう。

　母親は、味み噌そ汁しるを少し啜すすってからおにぎりを齧かじった。表情は変わらないが口に合わなかったということはないようで、そのまま食べ続ける。

　──確か母さん、もうすぐ誕生日だよな。

　ふとそんなことを考える。

　沙サ耶ヤは、修士課程在学中の二十三歳の時に、三つ年上の男性と入にゆう籍せきしてハルユキを産んだ。晩ばん婚こん化か著いちじるしい昨今では相当に早い。今年の誕生日が来てもまだ三十八歳、前下がりボブの髪かみはつやつやしているし輪りん郭かく線せんも昔と変わらずシャープなままだ。だが、明るい朝の光の下だと、目め許もとの肌はだに少しばかり疲つかれを感じる……気もする。

　無理もない。外資系投資銀行のディーリング部門で働いている沙耶は、国際金きん融ゆう市場が活かつ躍やくの場であるため勤務時間が不規則で、付き合いで酒を飲んでくることも多い。家にいる時も、常にニューロリンカーでマーケットの動向を確かく認にんしているのでなかなか気が休まらないのだろう。そんなに頑がん張ばらなくても……と思ってしまうが、母親が頑がん張ばっているからハルユキはこのマンションに住んでいられるのだし、広いリビングルームにレギオンの仲間を十何人も呼べるのだ。

　とは言え、料理方面を完全に放ほう棄きしているのはどうなのか……という気がしなくもないが、インスタントの食事に不満があるなら自分で改善すればいいのだ。ずっと年下の謡ウタイが器用に包丁を使いこなすのだから、ハルユキができないとは言えない。さっそく今夜から簡単な料理に挑ちよう戦せんしてみようと思いながら、おにぎりを食べる母親をぼんやり見つめていると。

「……飼育委員会の合宿って、何をしたわけ？」

　突とつ然ぜんそんなことを訊きかれ、ハルユキは「えっと……」と間を置いてから答えた。

「学校で飼ってる動物についての話し合いと、あとは夏休みの宿題かな……ちょっとゲームもしたけど……」

「動物？　ウサギとか？」

「いや、アフリカオオコノハズクっていうフクロウの仲間」

　すると沙サ耶ヤは仮想デスクトップから視線を上げ、少しだけ表情を和やわらげた。

「あら、アフコノなのね」

「ア……アフコノ？　そう略すの？」

「そうよ。私も昔、飼いたかったから」

「え……母さんが、フクロウを？」

「ずーっと昔だけどね」

　そう前置きしてから、沙サ耶ヤは話を続けた。

「山形のお祖じ父いちゃんち、さくらんぼ畑やってるでしょ？　さくらんぼは食害が多くてね……鳥はスズメやムクドリ、ヒヨドリ、動物は野ネズミとかハクビシンとか、あとはクマも」

「く……クマ!?　さくらんぼ畑にクマが出るの？」

「ずっと昔はね。いまは高性能な電でん気き柵さくがあるからクマは入れないけど、鳥やネズミは柵さくじゃ防げないでしょ。だから畑に巣箱を設置して、フクロウに棲すんでもらうのよ」

「へええ……」

「私が子供の頃ころ、うちの畑の巣箱にトラフズクが棲すんでてね。東北のトラフズクは普ふ通つう、冬は南のほうに引ひっ越こしちゃうんだけど、その子は畑から動かなくて……六年か、七年くらいいたかな。でも、私が中学生の頃ころ、突とつ然ぜんいなくなっちゃってね。何があったのかは解わからないけど、悲しくて……大人になって一人暮らししたら、家でフクロウを飼うんだって思ったのよ」

　実家とは疎そ遠えんな沙耶が、子供の頃ころの話をするのは相当に珍めずらしい。ここ数年はほとんど記き憶おくにないほどだ。

　──母さんにも、山形のお祖じ父いちゃんの家で暮らしてた、子供だった頃ころがあったんだ。

　そんなことを考えながら、ハルユキは沙耶に訊たずねた。

「……フクロウ、飼わなかったの？」

「あんたも学校でアフコノの世話してるなら解わかるだろうけど、猛もう禽きんを飼うのは色々ハードルが高くてね。いつか、いつかって思ってるうちに忘れちゃったわ」

　淡あわい笑えみを浮うかべると、沙耶はお茶を飲み干した。

「おにぎりご馳ち走そう様さま、おいしかった。あんたは今日、どうするの？」

「えっと……お昼頃、また学校に行くよ」

「熱中症に気をつけるのよ」

　そう言いながらハルユキのニューロリンカーに昼食代の五百円をチャージし、立ち上がる。食器を持ってキッチンに向かう沙サ耶ヤを、ハルユキは一いつ瞬しゆん呼び止めようとした。

　話したいことはまだある。学校にホウを見に来ないかとか、一いつ緒しよに山形に行かないかとか、父親はどんな人だったのかとか……しかし拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくて、口を閉じてしまう。

　シンクで手早く皿と茶ちや碗わん、湯ゆ吞のみを洗った沙耶は、リビングを出ていきかけた。だがドアの手前で立ち止まり、振り向く。

「そういえば、生徒会選挙のスピーチは書けたの？」

「あ……う、うん」

　ハルユキは仮想デスクトップを操作し、草そう稿こうのファイルを沙耶に転送した。

「二、三日中にコメント入れて、送っておくわね」

「ゆっくりでいいよ、急がないから」

「そう思ってると忘れるのよ」

　という返事に、ドアの開閉音が続いた。




　自室に戻もどったハルユキは、夏休みの宿題をいくらか進めてからシャワーを浴び、午前十一時に自宅を出た。

　今日も晴れだが、乾かわいた東風が吹ふいていて昨日よりかなり過ごしやすい。南の海上で台風が発生していて、数日後には本州を直ちよく撃げきする可能性があるようだが、山形旅行が予定されている八月初旬はいまのところ好天が続く予想だ。

　学校に到とう着ちやくすると、まずホウに挨あい拶さつし、飼育小屋周りの掃そう除じに取りかかる。夏でも木は意外と葉を落とすもので、毎日ちゃんと掃はかないとすぐあちこちの隅すみに溜たまってしまう。

　あらかた終わった時、謡ウタイと一いつ緒しよに井イ関ゼキ玲レイ那ナが現れてハルユキを驚おどろかせた。今日はハルユキの当番日なので玲レイ那ナは休みのはずでは──と指し摘てきしたところ、イインチョも昨日来たじゃん、と言われてしまった。

　昨日と同様、三人でホウの世話を終え、前庭で解散する。ハルユキは、開いてはいるが営業はしていない食堂で行きがけに買ってきたパンを食べ、図書室に移動して、宿題の続きをした。夕方、部活が終わったチユリ、タクムと合流し、行きつけの甘かん味み処どころ《えんじ屋》でフルーツあんみつを食べてから帰宅した。

　母親はすでに出社していて、明日の深夜まで帰らないという伝言が残されていた。それでもハルユキは自力で夕食を作ってみるべく、マンション併へい設せつのスーパーマーケットへ材料を買いにいったのだが、そこで再びチユリに遭そう遇ぐうした。やむなく買い物の理由を説明すると、なぜかチユリも家までついてきて、横から調理にあれこれ口を出した。

　百パーセント自力とは言えなくなってしまったが、完成したチキンソテーとそら豆サラダがそれなりに食べられる味だったのはチユリのおかげだろう。当然のように一いつ緒しよに食べていったチユリを玄げん関かんで見送り、リビングに戻もどって時計を見ると、時刻は午後七時ちょうどだった。窓の向こうの空は残照の赤色に染まり、星が一つ二つ光り始めている。カーテンを閉めながら、ハルユキは一日を振り返った。

　全体的に、とても平和で、穏おだやかで、楽しい日だった。

　後になってハルユキは、この何でもない、それゆえに尊い一日を、折に触ふれ思い出すことになる。




　制服を洗せん濯たく機きに入れて浴室で汗あせを流したハルユキは、ハーフパンツとＴシャツを身につけて歯を磨みがき、自分の部屋に戻もどった。

　シルバー・クロウ救出作戦の開始予定時刻は深夜十一時、参加メンバーによるフルダイブ・ミーティングがその一時間前。いまは七時半を少し回ったところなので、まだ二時間以上もある。

　宿題を進めるか、まだクリアしていないゲームをするか、あるいは何か動画でも観みるか、と考えながらベッドに横たわった時。

　ハルユキの頭の中心で、待ちに待ったあの音──儚はかなく澄すんだ鈴すずの音が、ちりん、ちりん、と二度響ひびいた。

「────!!」

　びくんと体を跳はねさせてから、急いで頭を枕まくらに載のせ、思い切り息を吸い込む。

「アンリミテッ……」

　そこで危あやうく口を閉じる。無制限中立フィールドに行くわけにはいかない。強きよう烈れつな歯がゆさを感じながら、改めてコマンドを叫さけぶ。

「バースト・リンク！」

　バシイイイイイッ！　という加速音が、ハルユキの意識を現実世界から切きり離はなす。
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　前日と同じく桃もも色いろブタアバターで初期加速空間ブルー・ワールドに出現したハルユキは、お尻しりで一回バウンドするや即そく座ざに立ち、ハイエスト・レベルに行くためのゲートとなり得るものを探した。意識を集中し、正せい拳けん突きを繰くり出すための目標物……しかし自室の家具は机や棚たな、ベッドくらいで、姿見すらない。

　やむなく、カーテンを開けたままの窓ガラスに向けて身構え、右みぎ拳こぶしを握にぎる。はやる気持ちを抑おさえ込み、ゆうべ四シ埜ノ宮ミヤ家けでシフトした時の感覚を思い出そうとしていた、その時。

　ハルユキの目の前に、極小のドットが点灯した。ブルー・ワールドに存在するはずがない、純白の輝かがやき。

　ドットはふわりと拡大し、小さな円になる。その下に鋭えい利りな紡ぼう錘すい形けいが生み出され、左右に翼つばさが伸びる。黄金の燐りん光こうをまとう、純白の立体アイコン。

「え……!?」

　驚おどろきの声を漏もらしてから、ハルユキは腰こし撓だめに構えていた右手をそっと伸ばし、アイコンに触ふれようとした。だが。




「気安く触ふれるなと、何度言えば解わかるのです、しもべ！」




　ずっとずっと聞きたかった、天上の妙みよう音おんのように清らかな声。居い丈たけ高だかなのにどこか優やさしい、大天使の声。

「メタトロン！」

　掠かすれ声ごえで叫さけぶと、ハルユキは再び𠮟しかられることを覚かく悟ごで、短いブタの腕うでを精いっぱい広げてアイコンに飛びついた。全長十センチにも満たない小オブジェクトを胸にしっかりと抱だき締しめ、喉のどから言葉を絞しぼり出す。

「……おかえり、メタトロン」

　即そく座ざに怒ど鳴なり散ちらされるか、あるいは翼つばさで頭をべしべし叩たたかれると思ったのだが、アイコンはしばらく沈ちん黙もくし続けた。

　やがてハルユキの腕うでからふわりと抜け出し、そのまま上じよう昇しようしていく。ブタアバターでは手が届かない高さで停止し、小さな翼つばさを限界まで広げた──と思った次の瞬しゆん間かん、金色の輝かがやきが青い世界を眩まばゆく照らし、ハルユキは思わず目をつぶった。

　まさかまた消えてしまったのでは、と危き惧ぐしながら再び見開いた両目が捉とらえたのは。

　窓の前に立つ、ほっそりとした女性の姿だった。

　純白のドレスと、白銀のロングヘア。背中には白い翼つばさが折おり畳たたまれ、頭上に細い光輪が輝かがやく。神獣レジエンド級きゆうエネミー、大天使メタトロンの第二形態──すなわち本体。

　啞あ然ぜんと立たち尽つくすハルユキの目の前で、メタトロンは瞼まぶたを閉じたままの美び貌ぼうをゆっくり左右に巡めぐらせ、言った。

「ここは……ロウエスト・レベルではないようですね」

「う、うん」

　ハルユキはこくこく頷うなずく。メタトロンたち最上位のビーイングは、無制限中立フィールドをミーン・レベル──meanには「中間の」という意味もあるらしい──と呼び、通常対戦ステージをロウ・レベル、そして現実世界をロウエスト・レベルと呼こ称しようしている。もちろん現実世界を見たことはないはずだが、この青い世界も初体験なのだろう。

「僕たちは、ここを初期加速空間とか、ブルー・ワールドとか呼んでる。ロウエスト・レベルとロウ・レベルを繫つなぐ空間……って感じかな……」

「では、この殺風景な部屋は、ロウエスト・レベルでお前が生活している部屋を再現しているというわけですか、しもべ？」

「そ、そうだよ」

　頷うなずくハルユキを、大天使は遥はるかな高みから見下ろし。

「それで、その姿は何なのです？」

「ああ、これは、えーと……ロウエスト・レベルのＶＲ空間にダイブする時使ってるアバター、って説明で解わかるかな……」

「ＢＢ２０３９以外の世界に入る時の姿ということでしょう？」

　そう答えると、メタトロンは上体をかがめ、右手でブタアバターの細長い耳を二つまとめてむんずと摑つかんだ。あわあわするハルユキを自分の顔と同じ高さまで持ち上げて、わずかに眉まゆをひそめる。

「しもべ、こんな写し身を使っておいて、よくも私の写し身を虫だのペットだのと言えたものですね」

「そ……それ言ったの、僕じゃないよ！」

　必死に抗こう弁べんしながらも、ハルユキはすぐ目の前にある大天使の顔をじっと見つめてしまった。

　東京ミッドタウン・タワーで初めて見た時と何ら変わらない、超ちよう然ぜんとした美び貌ぼう。ダメージの気配は感じられないが、メタトロンが災さい禍かの鎧よろいマークⅡとの戦いで受けた損傷は、外見からは判別できない。

「メタトロン……修復は終わったの？」

　恐おそる恐おそる訊たずねると、ビーイングは背中の翼つばさを軽く上下させた。

「完かん了りようしたから呼びかけたのです。本来ならお前をミーン・レベルの楓風ふう庵あんまで召しよう喚かんするところですが、移動に百秒以上かかるでしょうから、こうして出向いてあげたのですよ」

「あ……ありがとう」

　大天使の気き遣づかいに頭を下げようとしたが、耳でぶら下げられたままなので体が前後に揺ゆれただけだった。

　実際は、高こう円えん寺じの有アリ田タ家けから芝しば公こう園えんの楓風ふう庵あんまでは直線距きよ離りで約十キロメートルあるので、シルバー・クロウが時速百キロメートルで飛んでも六分──三百六十秒前後かかってしまう。それに、いまはたとえメタトロンの召しよう喚かんでも、応じられない理由がある。

「……ここに来てくれてよかったよ。実は僕、いまはミーン・レベルに入れなくて……」

「ふむ……？」

　メタトロンが怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「私は修復作業リカバリー中、全ての情報入力を遮しや断だんしていましたが、それでもお前とのリンクを通して最小限の感覚情報はモニタリングしていました。あの燃える玉っころ……インティの撃げき破はには成功したのでしょう？」

「う……うん、どうにか……」

「そこでモニタリングも終しゆう了りようし、修復に全リソースを振り向けたのですが……インティ撃げき破は後ごに、何かあったのですか？」

「えーと……」

　どこから説明したものか迷い、口ごもるハルユキを見て、メタトロンは焦じれたように言った。

「いいです、直接お前の記き憶おくを参照します」

「えっ、それ、ハイエスト・レベルでしかできないんじゃなかったの!?」

「修復中にリンクを強化していると言ったでしょう。いまはもう、こうして同一レベルに存在してさえいれば記き憶おく共有が可能です」

　そう言い切るやいなや、メタトロンは右手でぶら下げたハルユキを自分の顔に近づけ、額と額を接せつ触しよくさせた。

[image: ]

　ばちっ、と火花が弾はじけるような感覚。大量の情報が、ハルユキの思考用量子回路からメタトロンのそれにコピーされていく。

　記き憶おくの参照が終わっても、メタトロンはしばらく右手を動かそうとしなかった。数秒が経過してから、ハルユキのブタ鼻のすぐ近くで、かすかな囁ささやき声ごえがこぼれ落ちる。

「…………テスカトリポカ」

　その名を口にした大天使は、ようやく額と額の接せつ触しよくを解除したが、床ゆかに下ろそうとはせず自分の胸に抱だいた。全身が柔やわらかくて温かいものに包つつみ込まれる感覚にハルユキは仰ぎよう天てんしたが、大天使は自分の行動を認にん識しきしていないようだ。閉じた瞼まぶたの奥おくで、大量の情報が処理されていることが感覚的に伝わってくる。

　やがて──。

「世界を閉じるための処しよ刑けい装置。インティの内側に、そのようなものが……」

　呟つぶやかれた言葉は、テスカトリポカの存在を知らされた時のセントレア・セントリーの言葉とよく似ていたが、遥はるかに深刻な響ひびきを帯びていた。

　当然だろう。ハルユキたちバーストリンカーは、加速世界が消えても本物の命まで失うわけではない。しかしメタトロンたちビーイングは、この世界が消えればあらゆる意味で消しよう滅めつしてしまうのだ。

　──いや。

　セントリーの口調がのんびりしていたのは、実際に死ぬわけでなしと高たかをくくっていたからではない。ハルユキたちを励はげまし、安心させようとしたからだ。ブレイン・バーストを失うことは、本物の死と同義。ほとんどのバーストリンカーは胸にそんな思いを秘めているはずだし、たった一度きりの復活を果たしたセントリーは、《死》を知っているがゆえに恐きよう怖ふも大きいだろう。

　世界を終わらせてはならない。メタトロンのために、そして全てのバーストリンカーたちのために。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、メタトロン」

　大天使の胸に抱だかれたまま、ハルユキは顔を上げてそう言った。

「絶対に、この世界を閉じさせたりしない。白の王や、他のオシラトリのメンバーはみんな、終わりは避さけられないみたいなことを言ってたけど、僕はそう思わない。だって僕らは、少しずつだけど前に進んでるんだ。帝てい城じようを攻こう略りやくして、最後の神じん器き《ザ・フラクチュエーティング・ライト》に到とう達たつするっていう目標に向かって、一歩一歩近づいてるんだ」

「…………クロウ」

《しもべ》ではなくアバター名を呟つぶやいたメタトロンは、突とつ然ぜん、ずっと閉じていた瞼まぶたを開いた。神こう々ごうしい金色の瞳ひとみで、自分の胸に埋うまる桃もも色いろブタをまじまじと眺ながめ──。

「こ、こらっ、何をしているのです！　しもべの身で図ずう々ずうしい！」

　と叫さけぶと、ハルユキの耳を摑つかんでぺっと投げ捨てた。

「おわっ！　だ、抱だっこしたのそっちだし！」

　青い床ゆかをぼよんぼよんバウンドしながら、この理り不ふ尽じんさがメタトロンだなあーと嬉うれしく思ってしまうハルユキだった。




　気付けば早くも二十数分が経過してしまい、加速終しゆう了りよう時間が近づいてきたので、ハルユキはメタトロンに今夜の作戦について急ぎ説明した。

　テスカトリポカを拘こう束そくしているザ・ルミナリーの荊けい冠かん六個を六人で同時に破は壊かいし、その瞬しゆん間かんにできる隙すきを利用して脱だつ出しゆつすること。

　メタトロンが使う剣は、セントレア・セントリーが貸してくれること。

　十時からのミーティングは現実世界でのダイブチャットで行われるが、その後に無制限中立フィールドの楓風ふう庵あんでもメタトロンを交えて作戦を確かく認にんする予定であること──。

　説明を聞き終えた大天使は、一度頷うなずいてから言った。

「確かに、グラファイト・エッジと同等の腕うでを持つ者を揃そろえられれば、あの忌いま々いましい荊いばらの冠かんむりを破は壊かいすることも可能でしょう。むしろ問題はその後……脱だつ出しゆつのほうですね」

「え……？」

「ミッドタウン・タワーで、私の第一形態を拘こう束そくしていた冠かんむりをお前が破は壊かいした時、第一形態は七秒以上も行動を停止しました。それだけの時間があれば、私とお前は空を飛んで安全圏まで到とう達たつできるでしょうが、他の五名はどうするのです？　地面を走るだけでは、確実に脱だつ出しゆつできるという保証はありませんよ」

「あ……」

　確かにそのとおりだ。メタトロン以外のアタッカー五人──トリリード・テトラオキサイド、シアン・パイル、セントレア・セントリー、ラベンダー・ダウナー、グラファイト・エッジは作戦遂すい行こう後ごに自分の足で離り脱だつしなくてはならないが、どれほど俊しゆん足そくでも、七秒で走れる距きよ離りは百メートル以上二百メートル以下というところだろう。東京グランキャッスルの敷しき地ちは一キロ四方もあるので、中央にいるテスカトリポカからメインゲートまでの距きよ離りは約五百メートル。七秒で走りきるのは絶対に不可能だ。

「…………」

　自分が無限ＥＫから脱だつ出しゆつすることばかり考えて、仲間の安全をおろそかにしていたのだと気付かされ、ハルユキは項うな垂だれた。

　だが、またしても耳をむんずと摑つかまれてしまう。ブタアバターを持ち上げたメタトロンは、伏ふせた睫まつ毛げに少しだけ躊躇ためらいの気配を滲にじませてから、再びハルユキを胸に抱だいた。

「安心しなさい、クロウ」

「え……？」

「五人は私が脱だつ出しゆつさせます。お前は自分が離り脱だつすることだけ考えなさい」

「で、でも！　いくらメタトロンでも、五人も運ぼうとしたらスピードが……」

　言いい募つのるハルユキの額を、大天使は左手の人差し指で軽くつついた。

「お前、私を誰だれだと思っているのですか。全ての力を取とり戻もどしたいま、小戦士をたかだか五人抱かかえるくらいどうということはありません」

「じゃ、じゃあせめて、《メタトロン・ウイング》を……」

　メタトロンに与あたえられた強化外装を返へん却きやくすることを申し出ようとしたのだが、それも指先で却きやつ下かされる。

「あれはもうリンクに組み込まれているので解除できません。大だい丈じよう夫ぶだと言ったら大だい丈じよう夫ぶなのです、七秒あれば私の城まで飛んでみせますよ」

　そううそぶくと、大天使はふわりと微笑ほほえんだ。ハルユキのアバターを、今度は両手でベッドに下ろし、爪つま先さきからゆっくり消しよう滅めつしつつ言う。

「では、私は楓風ふう庵あんでグラファイト・エッジたちを待ちましょう。ああ、そうだ……」

　初期加速空間を去る寸前、メタトロンは小声で付け加えた。

「その写し身、私は嫌きらいではありませんよ」




　加速が終しゆう了りようすると、ハルユキはまず黒クロ雪ユキ姫ヒメ、楓フウ子コ、瀬セ利リにメタトロンが無事復活したことをメールで知らせた。

　その後の待ち時間は、東京グランキャッスルが提供している立体マップを開き、地形を可能な限り暗記することに費ついやした。ハルユキの役目は、荊けい冠かんが破は壊かいされた瞬しゆん間かんにバルコニーから離り陸りくして、最も安全と思われる方向に離り脱だつすること。状じよう況きようによっては高空ではなく、地面すれすれを飛ぶようなことも有り得る。その時、園内の地形を憶おぼえているといないではスピードに大きな差が出る。

　もうすぐ──。

　目前に迫せまったミッションを完かん遂すいし、ハルユキと六人のアタッカーがテスカトリポカの反応圏から脱だつ出しゆつできれば、三日前の《インティ落とし》から──いや、恐おそらくはそのずっと以前から連綿と続いてきた白のレギオンの計画は断たち切きられる。ザ・ルミナリーの支配から外れたテスカトリポカがどうなるのかは想像もできないが、仮にまた白の王がテイムに成功しようとも、もう無制限中立フィールドで他のレギオンのバーストリンカーにけしかけることはできまい。あれほどの巨きよ体たいなのだから、たとえ空を飛んできたとしても危険なほど接近される前に察知、退たい避ひすることは可能だ。

　あとひとつ。

　あと一つ壁かべを越こえれば、ついに《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》ホワイト・コスモスの思おも惑わくの先へ行ける。越こえてみせる。必ず。

　ふと耳の奥おくに、ハイムヴェルト城のバルコニーで最後に聞いた白の王の言葉が甦よみがえった。

　──私が指定した日時以外に勝手にダイブしたら、一秒後に死ぬと思っていてね。もちろん、あなたの仲間も。

　強くかぶりを振って、甘あまやかな残ざん響きようを払はらい落おとす。

「死ぬもんか。僕もみんなも」

　声に出してそう言うと、ハルユキは机の上に展開した立体地図を一心に見み詰つめた。




　午後九時三十分、チユリがタクムを伴ともなって有アリ田タ家けを訪おとずれた。

　チユリが持ってきてくれた甘あまさ控ひかえ目め、カフェイン抜きのソイラテを飲みながらとりとめのないお喋しやべりに興じ、午後十時、リビングのソファーに並んでフルダイブする。

　ミーティングの会場は、今回も空飛ぶクジラ・タラッサの背中だった。顔ぶれもほぼ前回と同じだが、プロミネンス側に一人、新たな参加者がいた。カシス・ムースが《静穏剣トランキル》という二つ名で呼んでいた、ラベンダー・ダウナーだ。

　ハルユキは彼女を、プロミネンスとの合がつ併ぺい会議で見ているが、正直あまり強い印象は残っていない。

　デュエルアバターは細身、小こ柄がらな女性Ｆ型で、薄うす紫むらさき色いろの装そう甲こうの上にブレザー型の制服のようなコスチュームを身につけていたが、剣を持っていた記き憶おくはない。レギオンの合がつ併ぺいに関しては、条件付き賛成に手を挙げていたはずだ。

　ダイブチャットでの姿も、デュエルアバターとどこか似ていた。地味めな灰色のブレザーにラベンダー色のネクタイを締しめた、一人だけ生身と勘かん違ちがいされそうな出いで立たち。セミロングの髪かみを左耳の後ろあたりで横結びにして、リムがネクタイよりやや濃こい紫むらさき色いろをしたメガネを掛かけている。

　教きよう卓たくの前でカシス・ムースに紹しよう介かいされたラベンダー・ダウナーは、「よろしくお願いします」とだけ言って参加者の椅い子すに戻もどろうとした。だが、列からふらりと出てきた和装のイタチ──セントレア・セントリーに行く手を阻はばまれる。

「久しぶりじゃな、ラブ」

「……センセン……」

　やけに親しそうなあだ名で呼び合った二人は、しかし握あく手しゆさえしようとせず、無言で対たい峙じし続けた。やがて、セントリーがわずかに口くち許もとを緩ゆるめる。

「危険極きわまる任務への協力、感謝するぞ。──四割ほどは断られるかと思っていたが」

「……クロウが、オッキーとロージーを助けたって聞いたから……」

「なるほど。──ちなみにおぬし、他の花たちの消息を知っておるのか？」

　ハルユキには意味の解わからないその問いに、ラベンダー・ダウナーは首を横に振ってから付け加えた。

「……でも、全損したと思ってたあなたとオッキーが生きてたから……」

「そう、じゃな。──ま、積もる話は作戦の後にしよう」

　頷うなずいたラベンダー・ダウナーが自分の椅い子すに戻もどると、セントリーは参加者をぐるりと見回し、誰だれにともなく言った。

「《矛盾存在アノマリー》のヤツは来ておらんのか？」

　確かに、アタッカーの主しゆ軸じくたるグラファイト・エッジらしきアバターは見当たらない。トリリードが立ち上がり、仮面に恐きよう縮しゆくの気配を滲にじませて答える。

「申し訳ありません、我わが師は無制限中立フィールドで合流するそうです」

「ふん、相変わらずじゃな。──レイカー、割わり込んで悪かった。進めてくれ」

　セントリーにバトンを渡わたされた楓フウ子コは、すっかり板に付いてきた教師姿のアバターで教きよう卓たくの後ろに立つと、指示棒で背後の黒板をぴしっと叩たたいた。そこにはのっぺりとした形状の巨きよ人じんと、その頭上から下向きに延びる矢印が描えがいてある。

「作戦と言っても、手順は至し極ごくシンプルよ。わたしが二人、メタトロンが三人のアタッカーを抱かかえてテレコムセンタービルを離り陸りく、東とう京きようグランキャッスル上空に侵しん入にゆうし、テスカトリポカの上空でアタッカーを投下。わたしはそのまま若わか洲す方面に離り脱だつし、メタトロンは一いつ緒しよに下降する。六人がそれぞれ受け持ちの荊けい冠かんを切断し、着地。テイム状態から解放されたテスカトリポカが再起動しようとしているあいだに、西の正門から脱だつ出しゆつする。シルバー・クロウはメタトロンの《リンク》を介かいした指示で無制限中立フィールドにダイブ、即そく座ざに最も安全な方向へ離り脱だつする。以上！」

　立て板に水の如ごとき説明が終わると、すぐさま黒クロ雪ユキ姫ヒメが右手を挙げた。

「レイカー、一ついいか」

「どうぞ、ロータス」

「いまさら言うことではないかもしれんが、病やみ上がりのメタトロンに、あまりにも頼たよりきりじゃないか？　運うん搬ぱん、攻こう撃げき、伝達、全ての要かなめになっているぞ」

　その指し摘てきに、楓子も難しい顔で頷うなずく。

「そうなのよね。でもわたしが六人運ぶのはさすがに無理だし、地上からじゃ頭や胸の荊けい冠かんに剣が届かないわ。色々考えると、こうなってしまうのよ」

「せめて運うん搬ぱんと伝達だけにしたらどうだ？　具体的には、私がアタッカーに加わって……」

　途と端たん、楓子のみならず参加者たちが声を揃そろえて叫さけぶ。

「だ～～～～め!!」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが子供のように口を尖とがらせ、あちこちから抑おさえた笑い声が上がった、そのタイミングでハルユキもさっと右手を挙げた。

「あの……」

「なあに、鴉からすさん？」

「それが、さっきメタトロンと話した時に言われたんですけど、テスカトリポカが再起動するまでの数秒間で走って逃げるのは厳しいから、脱だつ出しゆつの時も五人運ぶって……」

「…………」

　しばし絶句してから、楓フウ子コは申し訳なさそうに微笑ほほえんだ。

「これは、メタ子ちゃんにケーキを山ほど用意しなきゃだめみたいね」




　続いて細部の詰つめが入念に行われ、午後十時四十五分にミーティングは終しゆう了りようした。

　この後、作戦参加メンバーは無制限中立フィールドにダイブし、旧東京タワーの根元に集合。メタトロンと合流して最後の打ち合わせを行い、レインボーブリッジ経由でお台だい場ばのテレコムセンタービルへ。屋上のヘリポートは高さが百二十メートル以上あるので、テスカトリポカをわずかながら上回る。そこから離り陸りくすれば、エネルギー限界があるスカイ・レイカーのゲイルスラスターでも二人を運びつつグランキャッスルまで飛ぶことは可能なはずだ。メタトロンは往路も自分が五人運ぶと言いかねないが、侵しん入にゆうスピードは速ければ速いほどいい。

　僕がいれば運うん搬ぱん役やくをもっと分担できるのに……と思ってしまうが、今回ばかりはおとなしくメタトロンからの連れん絡らくを待つしかない。《リンク》を介かいして聞こえる鈴すずの音ならタイミングをかなり厳密に指定できる。先人たちの実験によれば、「アンリミテッド・バース」まで唱えておいてから「ト」を約二秒引っ張れるらしいので、限界まで集中すればタイムラグを〇・一秒、無制限中立フィールドでの一分四十秒にまで追い込むことは可能だ。

　一足先に加速したタクムをあいだに挟はさんで、ハルユキとチユリはソファーの左右から顔を見合わせた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ハル。全部、うまくいくから」

　囁ささやきかけてくるチユリに、そっと頷うなずき返す。

「うん。……そういえば、タクとお前、旅行の時に部活休めそう？」

　敢あえて作戦とは無関係なことを訊きくと、チユリは軽く首を傾かしげた。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶだけど……タッくんは関東大会の直前だもんね。でも、ずっと楽しみにしてたみたいだから、なんとかするんだと思うよ」

「そっか。タクが来ないと、男はオレ一人になっちゃいそうだからなあ……いちおうリードも誘さそってみるけど……」

　ハルユキの言葉に、幼おさな馴な染じみはニヒッと妙みような笑えみを返してくる。

「もしそーなったら、ハルのお祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんびっくりしちゃうね」

「笑い事じゃねーよ、どういう友達だって説明するのがいちばん自然か、お前も考えてくれよな」

「正直にゲーム仲間って言えば？」

「じいちゃん、けっこうゲーム好きなんだよ。絶対何のゲームか訊きかれるよ」

「格ゲーサークルでいーじゃん」

「あのなあ……」

　そんな他愛ない会話をしているうちにも、午後十一時は刻々と近づいてくる。

　作戦チームはすでに合流し、お台だい場ばへ移動を開始しているはずだ。問題があればメタトロンがリンクで知らせることになっているが、まだ鈴すずの音は聞こえない。

　不意にチユリが、タクムの体越しに左手を伸ばしてきた。ハルユキが伸ばした右手を摑つかみ、タクムがお腹なかの上で組んでいる両手に重ねる。

　十時五十九分。十秒……二十秒……三十秒……四十秒……五十秒。

　五十五秒。

　六、七、八。

「アンリミテッド・バース……」

　ハルユキの頭の芯しんで、ちりん……と鈴すずの音が響ひびいた。

「ト!!」

　乾かわいた加速音が魂たましいを肉体から切きり離はなし、彼方かなたへと飛ひ翔しようさせた。
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　目を開ける。

　真しん珠じゆを溶とかしたような、乳白色の空。眼下には端たん正せいなデザインの神しん殿でん群ぐんが立ち並ぶ。神聖系の上位属性、《霊れい域いき》ステージだ。

　幸さい先さきがいい。このステージでは大天使メタトロンのステータスが上じよう昇しようするし、飛ひ翔しようを妨さまたげるようなギミックは皆かい無む。遠えん隔かく攻こう撃げきのダメージが反射されるという特とく徴ちようがあるが、アタッカーは全員剣使いなので問題はない。

　ハルユキは視線を左に振った。

　東とう京きようグランキャッスルの中央広場に巨きよ塔とうとなってそびえ立つ、漆しつ黒こくの影かげ。

　超ちよう級きゆうエネミー、終しゆう焉えん神しんテスカトリポカ。

　すでに、ハルユキの出現に反応している。逆光のせいで真っ暗な顔面に、白い同心円が鈍にぶく光る。ゴゴ……と音を立てて巨きよ大だいな右手が動く。

　一発殴られただけでも即死しかねない。いますぐ翼つばさを広げて離り陸りくしたいが、まだターゲットを引きつけておかねばならない。恐きよう怖ふに耐たえ、巨きよ人じんを睨にらみ続ける。

　遥はるか上空で、きらりと流星が煌きらめく。

　北西の空から近づく、水色と白の光こう跡せき。水色は南へと抜け、白い光はまっすぐ落下してくる。その周囲に、五つの影かげが出現する。メタトロンと五人のアタッカーたちだ。

　テスカトリポカはまだハルユキだけを照準している。こちらに向けられた右手に、影かげよりも黒いサークルが出現する。《第五の月トシユカトル》──重力波攻こう撃げき。円はみるみる数を増やす。チャージ速度が、北きたの丸まる公こう園えんで見た時より速い。

　ハルユキは反射的に左手を掲かかげた。重力波が放たれたら、アタッカーの降下軌き道どうに影えい響きようしてしまうかもしれない。

　自分の中にある光のイメージを左手に集中させ、限界まで圧縮し、解き放つ。

「《光殻防壁ライト・シエル》!!」

　白く輝かがやく極ごく薄うすの膜まくが、球状に広がっていく。

　同時に、巨きよ人じんの右手から黒ずんだ歪ゆがみが放射される。

　双そう方ほうの現象が、加速世界に於おいて、どのようなロジックで処理されているのかは解わからない。しかしハルユキの認識では、テスカトリポカが放った膨ぼう大だいな重力子を、光子の壁かべが瞬しゆん時じに打ち消しつつ拡散し、巨きよ人じんの全身をも包つつみ込んだ。

　その光のヴェールを、白い流星が貫つらぬいた。大天使メタトロン──。

「はあああああ────ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、長大な剣を両手で振り下ろす。セントレア・セントリーが貸かし与あたえたのであろう剣は、七色の光こう芒ぼうを引きながらテスカトリポカの胴どう体たいを一直線に薙なぎ、胸に嵌はまる最大の荊けい冠かんを両断、腹と腰こしの荊冠にもダメージを与あたえる。斬ざん撃げきの威い力りよくは本体にも届いたのか、巨きよ体たいがぐらりと仰のけ反ぞる。

　続いて降ってきたのは、シアン・パイルとトリリード・テトラオキサイドだった。

「蒼刃剣シアン・ブレード────ッ！」

「天叢雲ヘブンリイ・ストレイタス！」

　二種の心しん意い技わざが、右みぎ腕うでの荊冠を打うち砕くだき、左ひだり腕うでの荊冠を切きり裂さく。

　さらに二人。プリーツスカートをはためかせるラベンダー・ダウナーと、長い銀ぎん髪ぱつをなびかせるセントレア・セントリー。二人は技名の発声をせず、ごく薄うすい、しかし凄すさまじく凝ぎよう縮しゆくされた過オー剰バー光レイをまとった剣を神速で振り抜く。第三段階の心意技──。

　腹と腰こしの荊冠が、同時に音もなく分ぶん離り、落下した。

　そして最後に──。

　霊れい域いきステージの柔やわらかな陽光を強きよう烈れつに反射させる、ハイパーダイヤモンド製の双そう剣けんを握にぎった黒いアバターが、テスカトリポカの頭に迫せまった。

　最後のアタッカー、グラファイト・エッジ。

　巨きよ人じんが、轟ごう然ぜんと右手を突き上げ、双そう剣けん使つかいを叩たたき落おとそうとした。

　グラフが、左手の剣を引ひき絞しぼり、赤い過オー剰バー光レイを宿し、突き出した。一連のアクションは恐おそろしいほどのスピードで、ハルユキの目でも捉とらえきれなかった。

「奪命撃ヴオーパル・ストライク！」

　剣から延びた深しん紅くの槍やりが、テスカトリポカの右手を貫つらぬく。

　直後、こちらは白い過オー剰バー光レイをかすかに帯びた左手の剣が、巨きよ人じんの額に嵌はまる荊けい冠かんをふわりと撫なでた。

　一いつ瞬しゆん、何も起きなかった。しかし直後、冠かんむりの中央に光のラインが走り、左右に分かれた。

　第三段階心意技、《解明剣エルシデイター》。

　テスカトリポカを拘こう束そくしていた六つの荊冠は、六人の剣士たちにより、実際にはコンマ五秒ほどのずれもなく破は壊かいされた。

　ゴオオォォ────ン……。

　ステージを震ふるわせるような重低音を放って、巨きよ人じんが動きを止めた。

　──ここだ。ザ・ルミナリーの拘こう束そくから解き放たれた最上位エネミーが、再起動に要する時間は最短七秒、最長でも恐おそらく十秒。ハルユキを助けるために集った最強剣士たちが生み出してくれた、最初で最後のチャンス。

　──飛べッ！

　背中の銀ぎん翼よくから心しん意いの光を迸ほとばしらせ、ハルユキは垂直に離り陸りくした。

「──光速翼ライト・スピード!!」

　これでイメージ力を使い果たしてもいい。飛ぶのだ。白の王の魔ま手しゆが届かない、遥はるかな高みへと。

　視界の端はしでは、落下してくる剣士たちを、メタトロンが光のフィールドで受け止めつつ地面すれすれを西へと飛んでいく。彼女も有り余るエネルギーを振ふり絞しぼっているのだろう、背中に五人も乗せているとは思えない、見事なスピードだ。あれなら七秒でグランキャッスルの敷しき地ちから楽々脱だつ出しゆつできる。

　もうすぐ。

　もうすぐ全てが終わる──！

　突とつ然ぜん。

　後方から、音の壁かべが押し寄せてきてハルユキの聴ちよう覚かくを圧あつ倒とうした。




　ゴ　ア　ア　ア　ア　ア　ア　ア　ア　ア　ッ　！




　本能的に、飛びながら少しだけ振り向いたハルユキは、それを見た。

　前のめりになったテスカトリポカが、両手を体の左右で握にぎり、頭を思い切り突き出すというある種の獣けもののような体勢で吼ほえている。

　顔面の同心円が不定形に歪ゆがみ、周しゆう縁えん部ぶへと圧縮されつつ広がる。中央にぼこっと音を立てて穴が開き、その上下から黒い板のようなものが無数に突き出す。あれは……歯だ。鋭するどい牙きばではなく、薄うすくて平らな、人間の歯。それが、底知れぬ憤ふん怒ぬと渇かつ望ぼうを示して歪ゆがみ、いっぱいに開かれ──。

　漆しつ黒こくの破壊的衝撃波ブラストウエーブが、テスカトリポカの口を中心に、全ての方向へと放たれた。

　刹せつ那な、ハルユキは悟さとった。

　白の王は、ザ・ルミナリーの荊けい冠かんで、テスカトリポカを支配していたのではない。

　もちろん制せい御ぎよはしていた。だが同時に、制限もしていたのだ。荒あらぶる《終わりの神》の力を抑おさえ込み、超級エネミーの範囲に留めていた。

　巨きよ人じんの足あし許もとで、黒い衝しよう撃げき波はを浴びた白い石いし畳だたみが放射状にひび割れる。傍かたわらにそびえるハイムヴェルト城の壁かべも粉々に砕くだけ散ちる。

　一秒後、ブラストウェーブは全力で上じよう昇しようするハルユキにも追いついた。

　背中の翼つばさを構成する金属フィンが引ひき裂さかれ、全身の装そう甲こうに亀き裂れつが走った。何十トンもある鉄の塊かたまりで思い切り打ちよう擲ちやくされたかのような、過去感じたことのない衝しよう撃げき。視界左上の体力ゲージが、一気に八割近くも減少した。

　翼つばさを失ったハルユキは、姿勢の制せい御ぎよもままならずに錐きり揉もみ状態で落下し、ハイムヴェルト城で最も高い尖せん塔とうの屋根に落下した。体力ゲージがさらに一割減り、黒ずんだ赤に変わる。

　だがハルユキは、懸けん命めいに上体を持ち上げながら、自分のゲージではなくグランキャッスルの正門方向を凝ぎよう視しした。

　まさにその瞬しゆん間かん、ブラストウェーブが攻こう撃げきチームの六人をも吞のみ込んだ。

　白く輝かがやくメタトロンの翼つばさが、無数の羽根を散らして根元から引きちぎられる。墜つい落らくし、石いし畳だたみを滑すべっていく大天使の背中から、五人の剣士が落下して地面や神しん殿でんの壁かべに叩たたきつけられる。

「あ……ああっ……」

　悲鳴のような声を漏もらしながら、ハルユキは起き上がろうとした。だがアバターが屋根の構造材に深く埋うまってしまい、身動きが取れない。ブラストウェーブのダメージがアバター素体にまで及およんだのか、体の動きもぎこちない。

　それでもハルユキは、どうにか右みぎ腕うでを瓦が礫れきから引き抜くと、テスカトリポカの頭に向けた。

「こっちだ、化け物！」

　掠かすれ声ごえで叫さけび、なけなしの心しん意いエネルギーを指先に集中させる。不規則に明めい滅めつする過オー剰バー光レイを、残された最後のイメージに乗せて撃うち出す。

「──《光線槍レーザー・ランス》!!」

　放たれた光の槍やりは、テスカトリポカの頭部に命中し、深さ五センチほどの凹へこみを作った。

　それだけだった。巨きよ人じんの頭上に表示されている十段ゲージは、減ったのかどうかさえ判別できない。いや、ダメージはほとんど与えられなかったのだろう。ステージ特性により反射してくるはずの威力を感じない。

　テスカトリポカは、ハルユキをあざ笑うかの如ごとく、顔の中央にある口を歪ゆがめ──体の向きを変えた。倒たおれたままの六人のバーストリンカーに、まだ無傷の左手を向ける。ハルユキからは見えないが、掌てのひらに赤い同心円が刻まれていく様子がありありと想像できる。

「ゴアアッ!!」

　短い咆ほう哮こうとともに発射されたのは、螺ら旋せん状じように渦うず巻まく炎ほのおだった。四神スザクのファイアブレスと同等、あるいはそれ以上の威い力りよくとも思える紅ぐ蓮れんの火線が、剣士たちに迫せまる。

「逃げて────ッ!!」

　ハルユキの絶ぜつ叫きように呼応したかのように、一人が起き上がった。グラファイト・エッジ。黒い装そう甲こうは無残にひび割れているが、ダイヤモンドの双そう剣けんは無傷だ。逃げるのではなく、螺ら旋せんの炎ほのおに向けて数歩飛び出し、両手の剣を前に突き出して──。

「《スピニング・シールド》!!」

　技名発声とともに、二本の剣が柄つかを中心に風車の如ごとく高速回転した。それはたちまち、白く輝かがやく光の盾たてとなる。

　渦うず巻まく火線は、光の盾たてに接せつ触しよくすると、ドバアッ！　と鈍にぶい音を立てて広こう範はん囲いに飛び散った。ハルユキからはグラフの姿が完全に見えなくなるが、炎ほのおに吞のまれることなく耐たえているらしい。グラファイト・エッジは完全攻こう撃げき特化型のデュエルアバターだと思っていたが、拘こう束そくから解き放たれたテスカトリポカの攻こう撃げきを単身で防ぐとは、空そら恐おそろしいほどの防ぼう御ぎよ力りよくだ。いまのうちに他の五人が体勢を立て直し、火線が途と切ぎれると同時に走れば、まだ脱だつ出しゆつの可能性はある。

　ならば、ハルユキもただ戦せん況きようを見ている場合ではない。仲間たちの奮ふん闘とうを無む駄だにしないためにも、もう一度飛ばなくては。幸い、ハルユキにはもう一つの翼つばさがある。メタトロンが与あたえてくれた、天使の羽根が。

「着装……」

　強化外装の召しよう喚かんコマンドを唱えかけた、その時。

　どぷん、という粘ねん液えき質しつの音が聞こえた。

　テスカトリポカが、左手の火線はそのままに、腹からも漆しつ黒こくの球体を発射したのだ。

　エネルギー弾だんではない。わずかに透すき通とおった球体は、比重の高い液体の如ごとくゆらゆらと不定形に揺ゆれながら飛ひ翔しようする。滑なめらかな表面には、紫むらさき色いろのスパークがちりちりと這はい回まわっている。

　どこかで、まったく同じ攻こう撃げきを見たことがある。

　あれは……帝てい城じようの東門で、アクア・カレントを救出するために……。

　ハルユキがそこまで考えた時。

　グラファイト・エッジの剣が作り出す火か炎えんのカーテンを、誰だれかが内側から突つき破やぶった。黒い粘ねん液えき塊かいに向けて突っ込んでいくのは──シアン・パイル。タクムだ。

「うおおおおっ！」

　タクムが、両手で握にぎった心しん意いの大たい剣けんを、凄すさまじいスピードで振り下ろした。青い衝しよう撃げき波はの刃やいばが放たれ、球体を真っ二つに切きり裂さいた。

　だが。

　球体は、何事もなかったかのように融ゆう合ごうすると、再びどぷんと音を立ててシアン・パイルを吞のみ込んだ。

　停止した粘ねん液えき球きゆうの表面を這はう紫むらさき色いろのスパークが、生き物のように蠕ぜん動どうする。あれは……あの攻こう撃げきは。

　レベル・ドレインだ。四神セイリュウだけが操あやつると思われていた、加速世界で最さい凶きようの特とく殊しゆ攻こう撃げき。いまタクムは、蓄ちく積せきしたバーストポイントを球体に吸い取られている。

「うああ……ああああああ！」

　ハルユキは悲鳴を上げ、闇やみ雲くもにもがいた。体力ゲージがさらに微び減げんするのも構わず、構造材に貫つらぬかれた装そう甲こうを自ら引ひき剝はがす。どうにか上半身の自由を取とり戻もどした時。

　タクムを包む球体が、ひときわ激しくスパークした。

　粘ねん液えきの中で、シアン・パイルががくりと膝ひざをつく。いま、タクムのレベルが６から５に減少したのだ。

　脳のう裏りに、かつてハルユキの家のリビングルームでタクムと交かわした言葉が甦よみがえる。




　──ハル、一つ約束しよう。いつか、僕らがお互たがいレベル７……ハイランカーの仲間入りをしたら、その時もういちど、遠えん慮りよなしの全力で戦うって。君は沢たく山さんの試練を乗のり越こえて、どんどん強くなってる。でも、ぼくはそんな君に、今度こそ自分だけの力で勝つために努力する。どうだい、ハル？

　──解わかった。約束だ、タク。




　ハルユキとタクムは、その約束を胸に、今日まで頑がん張ばってきたのだ。太陽神インティを撃げき破はしたせいで、安全マージンを含ふくめた必要ポイント数までもう少しのところまで来ている。白のレギオンとの戦いが終わったら、ついに親友との約束を果たす時が来る──そう思っていたのに。

「やめろ……やめろ──────ッ！」

　アイレンズから涙なみだを溢あふれさせながら、ハルユキは絶ぜつ叫きようした。

　その声を、再度のスパークがかき消した。レベル５から……４へ。

　テスカトリポカが、グラファイト・エッジの心しん意い技わざに貫つらぬかれた右手を持ち上げる。掌てのひらではなく、五本の指にどす黒いエネルギーの塊かたまりを宿す。

　とどめを刺すつもりだ。

　そう感じたハルユキは、どうしても瓦が礫れきから抜けない左足を、手刀で膝ひざ下したから断たち切きった。激痛。体力ゲージがあと一ドットにまで減る。

　片かた脚あしでよろよろと立ち上がる。右手に再び心しん意いの光を集める。だが、過オー剰バー光レイはまるで安定しない。もう一度攻こう撃げきできたところで、テスカトリポカにとっては針で引っかかれた程度のものだろう。それでも……それでも。

　ふと。

　ハルユキは、五感ではなく、魂たましいそのもので感じた。

　見ている。見られている。何者かが、高次の空間から、この惨さん劇げきを眺ながめている。

　そうと確信した瞬しゆん間かん、ハルユキは一いつ切さいのアクションを伴ともなわない《再加速》によって、意識をハイエスト・レベルにシフトさせた。
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　霊れい域いきステージのミルク色の空が、透すき通とおる闇やみへと変じる。

　あらゆる建築物が白い光点の集合体に置おき換かわる。

　シアン・パイルが、グラファイト・エッジが、トリリード・テトラオキサイドとセントレア・セントリーとラベンダー・ダウナー、そしてメタトロンがそれぞれの色の星になって輝かがやく。

　そして視界中央には、かつてハイエスト・レベルで見たことのない、恐おそろしく巨きよ大だいなエネルギーが渦うず巻まいていた。これと比べれば、災さい禍かの鎧よろいマークⅡですら星ほし屑くずの一つでしかない。

　いわば、全てを吞のみ込むブラックホール──。




「ね？　こんなもの、どうにもできないでしょう？」




　背後からそんな声が聞こえ、ハルユキは振り向いた。

　そこに立っていたのは、白い光で描びよう画がされた白の王ホワイト・コスモスだった。もともとの装そう甲こう色しよく、いや雰ふん囲い気きが同じだからか、ハイエスト・レベルでもあまり印象に違ちがいはない。

「……あなたは……こうなると、解わかっていたんですか」

　ハルユキがぽつりと問いかけると、コスモスはそっと首を横に振った。

「いいえ。クロウの奪だつ還かんに挑いどむとは思っていたけど、物理無効、炎えん熱ねつ無効、腐ふ食しよく無効の荊けい冠かんを六個同時に破は壊かいできるとは思っていなかったわ。テスカトリポカは私のプログラムどおりに反応し、あなたと救出チームを重力の頸くび木きに捕とらえて、私が行くまで地面に貼はり付つけておくはずだった。だからあなたたちは、ついに私の想定を超こえたわ……そこは誇ほこっていい」

　まるで慰なぐさめるような白の王の言葉に。

　ハルユキは、両拳を握にぎり締しめ、叫さけび返した。

「──誇ほこるだって!?　僕が……僕が愚おろかだったせいで、大切な仲間を最悪の状じよう況きように突き落としてしまったのに!?」

　不可視の地面に、がしゃりと膝ひざを突く。無制限中立フィールドでは満身創そう痍いのシルバー・クロウは、この世界では無傷のままだが、それを意識することもなく言葉を絞しぼり出す。

「せめて……せめて一度でも、ハイエスト・レベルからテスカトリポカを見ておけば……この姿を確かく認にんしていれば、脱だつ出しゆつできるなんて思わなかったのに……」

「同じことよ。ロータスやあなたの仲間たちは、あなたが何を言おうと救出作戦を決行したでしょう。それがネガ・ネビュラスの強さ。そして弱さ」

「…………」

　反論しようとしたが、もうその気力もなかった。

　代わりにハルユキは、地面に膝ひざを突いたまま再び巨きよ大だいなブラックホールを見た。

「……もう、終わりなんですか。あれはみんなを叩たたき潰つぶして、そのあとも無制限中立フィールドを破は壊かいし続けるんですか。僕が……終わりのスイッチを押してしまった。そうなんですか？」

　呟つぶやくような、ハルユキの問いかけに。

　白の王は、優やさしくすらある声こわ音ねで応じた。

「私があれをテイムできたのは、インティから出現した直後の起動シークエンス中を……最初で最後の隙すきを突いたから。もう、同じチャンスは二度と訪おとずれない。…………でも」

「でも……？」

「でも、可能性はある。全バーストリンカーの中で、私だけはあいつをもう一度停止させられる……かもしれない」

「どうして……あなただけなんですか？」

「私はずっと昔、あいつに喰くわれたから」

　平板な声で発せられた、謎なぞめいた言葉の意味を、ハルユキは理解できなかった。どういうことなのか訊きこうとしたが、いまはもっと大切な役目があると思い直す。もはや、ハルユキにできるのはこれだけだ。

「……お願いします、白の王。あいつを止めて下さい。あいつが、みんなを消してしまう前に」

　正座し、地面に両手を突いて、ハルユキはホワイト・コスモスにそう懇こん願がんした。

　白の王は、少しだけ首を傾かたむけ、問い返した。

「それをして、私に何のメリットがあるの？　オシラトリ・ユニヴァースを加速世界から消し去ろうとしている彼らを、私が助けるどんな理由があるのかしら？」

「………………」

　両手をしっかりと握にぎり、二回深呼吸を繰くり返かえしてから、ハルユキは言った。

「僕が……」

　詰つまりそうになる喉のどから、懸けん命めいに言葉を送り出す。

「僕が、オシラトリ・ユニヴァースに移い籍せきします。あなたのために、一いつ生しよう懸けん命めい働きます。だから…………、だから」

　そこまで言うのが限界だった。

　白の王は、ハルユキの申し出を聞いても、優美なフェイスマスクにいかなる表情を浮うかべることもなくさらに訊きいてきた。

「あなたが？　まだまだひよっこのあなた一人を手に入れるために、王より強いかもしれない《矛盾存在アノマリー》を含ふくむハイランカーたちを消し去るチャンスを捨てろというの？」

「……そうです。僕があなたに差し出せるものはこれだけ……僕の命と忠誠だけですから」

「ん、んー……」

　首を反対側に傾かしげ、考え込む様子のホワイト・コスモスの前で、ハルユキは頭を地面に押しつけようとした。

　だがその直前、冷たい宇宙に新たな声が響ひびいた。

「私もクロウと一いつ緒しよに、白のレギオンに移ります」

　さっと振り向いたハルユキが見たのは。

　背中の翼つばさをいっぱいに広げ、いつも閉じている瞼まぶたを見開いた、大天使メタトロンだった。

「…………!?」

　ハルユキは反射的に立ち上がり、メタトロンに向けて両手を突き出した。

「だ、だめだ、メタトロン！　きみはネガ・ネビュラスにいないと！　僕の代わりに、みんなを……先せん輩ぱいを守ってくれないと……！」

「この……愚おろか者もの!!」

　叫さけんだ大天使の両目から、光の粒つぶが──涙なみだがきらきらと零こぼれた。

　駆かけ寄よってきたメタトロンは、ハルユキの左ひだり肩かたを拳こぶしで一度叩たたいてから、その手を背中に回し、強く引き寄せた。右手は頭をしっかりと押さえ、悲痛な声を響ひびかせる。

「私が……この身を修復していた十年のあいだ、私がどれほど寂さびしく感じていたか、解わからないのですか！　私はもう、お前と離はなれるのは嫌いやです！　お前が白のレギオンに行くというのなら、私も行く！」

「…………メタトロン……」

　ハルユキは、大天使の名前を呼ぶのが精いっぱいだった。

　胸から溢あふれ出そうとするものを懸けん命めいに堪こらえながら、ハルユキは顔を左に回し、白の王を見た。

　するとコスモスは、フェイスマスクに謎なぞめいた微び笑しようを浮うかべ、二人を見ていた。しばらく続いた沈ちん黙もくを、穏おだやかな声が破る。

「……いいでしょう」

　ゆっくりと頷うなずき、やや語調を変えて──。

「シルバー・クロウ。ビーイング・メタトロン。お前たちの我わがレギオンへの移い籍せきをもって、他の五名の命と引ひき替かえましょう。クロウ、忠誠の誓ちかいを」

　言われるまま、ハルユキはメタトロンから離はなれて白の王に一歩近づいた。

　──ごめんなさい、先輩。

　目を伏せ、心の奥で黒クロ雪ユキ姫ヒメに謝罪し、ひざまずく。

　左ひだり腰こしに手をやると、そこにルシード・ブレードが出現する。左手で鍔つば部分を持って鞘さやから抜き、柄つかを新たな王へと差し出す。

　ホワイト・コスモスは、剣を受け取ると、切っ先でシルバー・クロウの左ひだり肩かたを軽く叩たたいた。

「これより、お前は我わが騎き士し。我わが命にのみ従い、我わがために命を捨てなさい」

「はい」

　深く頭を下げたハルユキの隣となりに、メタトロンもひざまずいた。
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　二人の眼前に、剣が甲かん高だかい音を立てて突き立てられた。虚こ空くうに直立するルシード・ブレードの向こうで、ほっそりした爪先が少し向きを変える。

　ハルユキが視線を上げると、白の王ホワイト・コスモスは感情を読み取れない表情で、渦巻くブラックホールをじっと見据えていた。





（続く）









　あとがき




　アクセル・ワールド第25巻、『終しゆう焉えんの巨きよ神しん』をお読み下さってありがとうございます。

　前巻からまたしても一年お待たせしてしまいました……。それでもこのお話を追いかけて下さっている皆みな様さまには、どれほど感謝してもしきれません。重ねがさね、本当にありがとうございます！




（以下、本編の内容に深く触ふれておりますので未読の方はご注意下さい！）

　この巻をもちまして、長く続いた《白のレギオン編》がひとまずの終しゆう了りようとなり、次巻からは《第七の神器編》が開始される予定です。えーっと、《ＩＳＳキット編》が16巻で終わって、白レギ編が始まったのが17巻ですから、なんと九冊もやってたわけですね。ハルユキたちはめっちゃ頑がん張ばったと思います！　頑がん張ばったんですが、最後の最後でお姉さんが一枚上手だったということで、こういう結末に……。ただ、コスモスはん、そいつレギオンに入れてほんとに大だい丈じよう夫ぶなのか～？　とは思いますね！　ハルユキはどこに行ってもハルユキでしょうから。




　この25巻を書いていたのは二〇二〇年の春なんですが、執しつ筆ぴつ環かん境きようが……というか社会環かん境きようが激変してしまいまして、かなり大変な思いをしました。まず、なんといっても私のメイン仕事場だったファミレスに行けない！　当然自宅で仕事してたんですが、二十年もファミレスで書き続けてきたので、執しつ筆ぴつのギアが五速まであるとすると自宅だと入って三速なんですよね。しかもちょいちょいエンストしてしまう。やむなく自宅の他に仕事場を設けてみたんですが、結局《適度なアウェー感》がないと同じ！　という結論でしたね……。現在は、マネジメントして頂いているストレートエッジさんのオフィスでデスクを間借りすることを目もく論ろんでおりますが、果たして担当編集者さんが視界内におられる状じよう況きようで原げん稿こうが書けるのかどうか……（汗あせ）。

　まあ、このコロナ禍かの前では私の執しつ筆ぴつ環かん境きようなど小さな問題で、エンタメ業界が、ひいては社会全体がどうなっていくのかという話ですからね。恐おそらく、生活が完全にコロナ前に戻もどることは当分、へたすると永遠にないんじゃないかと思うんですよね……。感かん染せん対策という意味では、フルダイブ技術はかなりの福ふく音いんになるはずなので、早く開発されないかな！　と祈いのるばかりです。皆みな様さまも様々なストレスに耐たえて暮らしておられると思いますので、この本がひとときの癒いやしとなってくれれば幸いです。

　そんな事情もあって、今巻もテスカトリポカ級に大変な進行となってしまいました。担当の三み木きさん、安あ達だちさん、そして年一冊ペースにもかかわらず心しん意い全開なイラストを描えがき続けて下さるＨＩＭＡさん、本当にありがとうございます！　それでは次巻でお会いしましょう！





二〇二〇年七月某ぼう日じつ　川かわ原はら 礫れき
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